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民
間
ス
ク
�
ル
紹
介

治
療
に
役
立
つ

ス
キ
ル
ア
�
プ
大
作
戦

　

遼
寧
中
医
大
学
日
本
校
の
本
校
は
、
中
国
・
遼

寧
省
沈
陽
市
に
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）
に
創

設
さ
れ
た
国
立
大
学
。
本
校
に
は
中
医
、
鍼
灸
、

漢
方
薬
、
整
形
外
科
の
４
学
部
と
中
医
医
療
学
、

創
立
以
来
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
た
。「
10
年

前
、
１
年
制
の
専
科
で
ス
タ
ー
ト
し
た
」（
陳
学

長
）
が
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
０
人
近
い
卒
業
生
を

輩
出
し
た
。
遼
寧
中
医
大
学
な
ど
へ
の
留
学
生
も

１
７
０
人
を
超
え
て
い
る
。
日
本
で
中
医
学
の
普

及
の
た
め
、
医
師
、
薬
剤
師
、
鍼
灸
師
、
柔
整
師

な
ど
を
対
象
に
中
医
学
の
系
統
的
な
教
育
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

中
国
の
一
流
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
大
学
病
院

や
研
究
所
等
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
講
師
陣

に
よ
っ
て
、「
経
験
豊
富
な
先
生
方
に
よ
っ
て
、

本
校
同
様
に
本
場
の
中
医
学
が
日
本
語
で
学
べ

る
」
と
い
う
。 

　

各
科
目
は
中
国
国
立
の
中
医
葯
大
学
と
同
じ
内

容
だ
が
、
無
理
な
く
勉
学
が
で
き
る
よ
う
に
基
礎

中
医
学
や
解
剖
学
、
基
礎
実
技
な
ど
の
基
礎
科
目

か
ら
中
医
診
断
学
や
整
体
臨
床
実
技
、
気
功
治
療

学
、
中
医
症
例
分
析
、
鍼
灸
治
療
学
等
の
専
門
科

目
ま
で
段
階
的
に
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構

成
し
て
い
る
。　

ま
た
、
学
科
は
中
医
学
の
施
術

者
・
療
術
師
の
養
成
を
目
指
し
、
中
国
整
体
、
中

国
気
功
、
中
薬
薬
膳
、
中
国
鍼
灸
、
総
合
中
医
療

術
師
等
の
５
学
科
（
専
科
、本
科
）
と
反
射
療
法
、

中
国
整
体
速
成
の
２
コ
ー
ス
を
設
置
、
更
に
中
医

師
の
養
成
を
目
指
し
、
学
位
課
程
（
学
士
、
修
士
、

博
士
）
を
設
置
し
、
幅
広
い
勉
学
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。

　

数
千
年
の
歴
史
に
培
わ
れ
た
自
然
哲
学
思
想
や
自
然
科
学
の
知
識
に
基
づ
い
て

体
系
づ
け
ら
れ
た
中
国
医
学
は
�
実
践
医
学
療
法
で
あ
り
�
確
固
た
る
地
位
を
築

い
て
き
た
�
そ
の
効
果
は
欧
米
諸
国
で
も
注
目
さ
れ
�
ま
た
日
本
で
も
�
こ
の
中

国
医
学
療
法
に
対
す
る
認
識
は
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
り
多
く
の
優
秀
な
治
療
家
の

輩
出
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
�
こ
う
し
た
流
れ
を
背
景
に
�
遼
寧
中
医
大
学
日
本
校

�
陳
堅
鷹
学
長
�
は
平
成
６
年
�
１
９
９
４
年
�
の
創
立
以
来
�
中
国
医
学
の
専

門
校
と
し
て
専
門
技
術
だ
け
で
な
く
幅
広
い
知
識
と
優
れ
た
人
格
を
持
�
た
中
国

医
学
の
ス
ペ
シ
�
リ
ス
ト
の
育
成
を
行
�
て
い
る
�

 

と
か
く
対
症
療
法
的
に
症
状
を
抑
え
る
現
代
医
療
と
は
正
反
対
に
�
人
体
の
持

つ
治
癒
力
に
働
き
か
け
病
気
の
根
源
か
ら
治
療
す
る
中
国
医
学
は
予
防
医
学
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
�
同
校
で
は
医
学
の
知
識
と
豊
富
な
臨
床
経
験
を
持
つ
講

師
陣
を
そ
ろ
え
�
質
の
高
い
授
業
を
展
開
�
実
技
面
も
�
学
生
一
人
ひ
と
り
の
理

解
度
に
対
応
し
た
き
め
の
細
や
か
な
指
導
を
行
い
�
レ
ベ
ル
の
高
い
授
業
を
目
指

し
て
い
る
��
陳
学
長
�
と
い
う
�

中
医
学
�
�
�
�
�
�
�
�
育
成

遼
り
�
う

寧ね
い

中
医
大
学
日
本
校

中
医
整
形
外
科
学
、
漢
方
薬
学
、
漢
方
製
薬
学
、

鍼
灸
学
の
５
つ
の
専
攻
科
が
あ
る
。
中
医
の
医

療
・
教
育
・
研
究
の
人
材
を
育
て
る
大
学
で
、
付

属
病
院
と
研
究
所
で
は
様
々
な
生
活
習
慣
病
と
難

治
病
の
治
療
経
験
を
積
み
重
ね
て
お
り
、
本
科
生

に
は
鍼
灸
日
本
語
ク
ラ
ス
と
漢
方
薬
英
語
ク
ラ
ス

も
開
講
し
て
い
る
。
約
11
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
本

校
キ
ャ
ン
パ
ス
に
本
部
、
中
医
学
部
、
骨
傷
学
部
、

中
薬
学
部
、
針
灸
学
部
、
大
学
院
、
第
一
附
属
病

院
、
６
つ
の
研
究
所
が
あ
り
、
ま
た
第
二
附
属
病

院
、
附
属
大
連
中
医
病
院
を
有
す
る
大
規
模
な
中

医
医
科
大
学
。中
医
学
の
伝
統
に
基
づ
く
医
療
と
、

最
先
端
の
西
洋
医
学
の
両
者
を
教
育
・
研
究
す
る

機
関
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
校
は
こ
の
遼
寧
中
医
大
学
の
正
式
な
教

育
機
関
と
し
て
、
平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）
の
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ス
キ
ル
ア
�
プ
大
作
戦

民
間
ス
ク
�
ル
紹
介

治
療
に
役
立
つ

　

同
校
は
中
国
国
立
の
遼
寧
中
医
大
学
お
よ
び
黒

龍
江
中
医
葯
大
学
と
提
携
を
結
ん
で
お
り
、
短
期

研
修
や
留
学
が
で
き
る
。
短
期
研
修
で
は
中
国
医

学
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
授
陣
に
よ
る
講
義
や
国
内

で
は
体
験
で
き
な
い
解
剖
実
習
の
見
学
、
附
属
病

院
で
の
治
療
見
学
等
が
で
き
、
留
学
で
は
同
大
学

内
の
施
設
を
使
用
し
、
大
学
と
同
一
の
臨
床
科
目

や
実
技
を
修
得
す
る
と
と
も
に
附
属
病
院
で
実
習

し
、
よ
り
高
く
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
。

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
ビ
デ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
等
、

視
聴
覚
器
材
や
人
体
模
型
等
を
用
い
た
理
解
し
や

す
い
授
業
や
、
現
場
で
直
面
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

症
例
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
理
論
と
実
技
等
も
実

習
を
通
し
、
懇
切
丁
寧
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。 

　

陳
学
長
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
に
つ
い
て
、

「
一
人
で
も
多
く
の
優
秀
な
施
術
者
を
育
成
す
る

た
め
に
、
基
本
を
重
視
し
初
心
者
の
方
に
も
十
分

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
基
礎
科
目
に
つ
い
て

は
都
合
の
悪
い
日
は
他
の
曜
日
に
振
り
替
え
が
で

き
、
当
該
科
目
の
受
講
期
間
中
で
あ
れ
ば
追
加
料

金
な
し
で
何
回
で
も
受
講
で
き
る
。
学
位
課
程
、

総
合
中
医
療
術
学
科
以
外
の
学
科
は
、
中
間
、
夜

間
で
あ
れ
ば
週
２
回
の
受
講
、
あ
る
い
は
昼
か
ら

夜
ま
で
集
中
し
て
受
講
す
れ
ば
週
１
回
で
所
定
の

単
位
は
取
得
で
き
る
よ
う
効
率
良
く
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
ん
で
い
る
」
と
、
多
忙
な
社
会
人
の
方
で

も
働
き
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
点
を
強
調
す

る
。
ま
た
、「
各
学
科
の
専
科
を
卒
業
す
る
と
中

国
整
体
師
、
中
国
気
功
師
、
中
薬
薬
膳
師
と
な
り

就
職
や
独
立
開
業
し
活
躍
で
き
る
」
と
話
す
。

　

各
学
科
の
本
科
を
卒
業
す
る
と
中
国
政
府
公
認

の
国
際
ラ
イ
セ
ン
ス
の
受
験
資
格
が
取
得
で
き
、

こ
の
国
際
ラ
イ
セ
ン
ス
に
合
格
す
る
と
専
門
知
識

と
技
術
が
中
医
葯
大
学
卒
と
同
等
レ
ベ
ル
と
認
め

ら
れ
、
中
国
整
体
師
、
中
医
師
、
中
薬
薬
剤
師
、

中
国
鍼
灸
師
と
し
て
開
業
で
き
る
（
国
に
よ
っ
て

異
な
る
）。
日
本
で
は
公
の
ラ
イ
セ
ン
ス
で
は
な

い
が
、
取
得
者
は
「
高
い
レ
ベ
ル
の
中
医
学
の
専

門
家
」と
し
て
評
価
さ
れ
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
。

　

同
校
の
「
学
士
課
程
」
は
中
国
国
立
黒
龍
江

中
医
葯
大
学
と
の
提
携
に
よ
り
日
本
校
で
就
学
３

年
、
中
国
の
黒
龍
江
中
医
葯
大
学
で
留
学
２
年
の

通
算
５
年
で
卒
業
と
な
る
。
卒
業
す
る
と
国
立
黒

龍
江
中
医
葯
大
学
の
医
学
学
士
学
位
証
書
が
取
得

で
き
る
。
ま
た
、
修
士
課
程
、
博
士
課
程
も
あ
り

卒
業
す
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
「
修

士
学
位
証
書
」、「
博
士
学
位

証
書
」
を
取
得
で
き
る
。

  

医
学
学
士
学
位
証
書
を
取
得

後
、
引
き
続
き
黒
龍
江
中
医

葯
大
学
附
属
病
院
で
１
年
間

臨
床
実
習
を
行
う
と
中
国
の

国
家
医
師
資
格
試
験
を
受
験

で
き
る
。

　

学
位
課
程
に
は
、
中
国
医

学
の
医
師
を
養
成
す
る
学
士

課
程
と
修
士
課
程
、
博
士
課

程
が
あ
る
。

中
国
医
学
の
医
師
に
な
る
に

は
当
初
か
ら
中
国
の
中
医
薬

科
大
学
に
入
学
す
る
方
法
も

あ
る
が
、
生
活
習
慣
の
違
う

場
で
中
国
語
を
学
び
な
が
ら
、

中
医
学
の
専
門
科
目
を
学
ぶ

こ
と
は
至
難
の
業
と
い
え
る

が
、
同
校
の
学
士
課
程
で
は
、

ま
ず
３
年
間
は
日
本
校
で
留

学
に
向
け
て
の
中
国
語
講
座

を
履
修
す
る
と
と
も
に
中
医

学
等
の
基
礎
科
目
・
専
門
科

目
の
理
論
と
実
技
を
学
び
、

そ
の
後
、
中
国
の
黒
龍
江
中
医
葯
大
学
で
２
年
間

学
び
、
中
国
の
中
医
薬
大
学
と
同
じ
通
算
５
年
で

卒
業
で
き
、
黒
龍
江
中
医
葯
大
学
の
「
医
学
学
士

学
位
証
書
」
が
取
得
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
そ

の
後
引
続
き
1
年
間
同
大
学
の
附
属
病
院
で
臨
床

実
習
を
行
う
と
中
国
国
家
の
医
師
資
格
試
験
が
受

験
で
き
、
合
格
す
れ
ば
晴
れ
て
医
師
資
格
が
取
得

で
き
る
。

　

選
択
科
目
受
講
制
度

　

治
療
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
で
き
る

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
選
択
科
目
受
講

陳　堅鷹（ちん・けんよう）

遼寧中医大学日本校学長、国立黒龍

江中医葯大学客員教授。１９６０年

上海生まれ。国立上海中医葯大学鍼

灸推拿学部を卒業、日本大学医学部

小児科で３年間研究した。現在、国

立黒龍江中医葯大学客員教授であり、

また、遼寧中医大学日本校及びオー

ストラリア校の学長として、中国・

日本・オーストラリアにおける中医

学発展のため、国際的に活躍してい

る。　 

本　科
総合中医療術学科

中国整体学科 中国気功学科 中薬薬膳学科 中国鍼灸学科 ―

専攻科目

整体基礎実技Ａ 気功基礎実技 薬膳基礎実技Ａ 鍼灸処方・機理研究 西医内科学

整体基礎実技Ｂ 気功応用実技 薬膳基礎実技Ｂ 鍼灸症例分析 実験診断学

整体応用実技Ａ 整体基礎実技Ａ 薬膳応用実技Ａ 鍼灸治療学上 総合講座上

整体応用実技Ｂ 整体基礎実技Ｂ 薬膳応用実技Ｂ 鍼灸治療学下 総合講座下

中国スポーツ推拿 各種気功法Ａ 中医診断実技 鍼灸基礎実技※ 反射療法基礎理論

推拿練功 各種気功法Ｂ 中医産婦人科学 鍼灸応用実技※ 反射療法基礎実技

小児推拿 気功治療学 中医小児科学 反射療法応用理論

推拿臨床実技 中薬炮制学 反射療法応用実技

推拿治療学上 中薬薬剤学 中国語Ⅰ～Ⅵ

推拿治療学下 中医症例分析

推拿治療学実技上

推拿治療学実技下

共通科目

解剖学Ａ・解剖学Ｂ・基礎中医学・経絡経穴学・生理学

中医診断学・診断学基礎・中医外科学・中医内科学上・中医内科学下

中薬学・漢方薬理学・方剤学・指導栄養

※中国にて実施

ひーりんぐ２号.indd 2004/01/28, 8:475
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制
度
だ
。
所
定
の
学
科
に
在
籍
す
る
こ
と
な
く
同

校
で
開
講
さ
れ
る
科
目
を
１
科
目
か
ら
選
択
受
講

で
き
る
制
度
の
こ
と
で
、
毎
年
４
月
、
７
月
、
10

月
、
１
月
に
小
論
文
と
面
接
の
入
学
試
験
が
行
わ

れ
る
。
終
了
し
た
科
目
ご
と
に
終
了
証
が
発
行
さ

れ
る
。
な
お
、
２
科
目
以
上
選
択
受
講
を
さ
れ
る

場
合
は
、
授
業
料
総
額
の
１
割
が
減
額
さ
れ
る
。

　

遼
寧
中
医
大
学
日
本
校
創
立
10
周
年
を
記
念

し
、
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
今
年
２
月
ま
で

初
年
度
教
科
書
代
無
料
や
無
料
見
学
レ
ッ
ス
ン
な

ど
の
特
典
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
本
誌
読
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
中
国
整
体
入
門
基
礎
コ
ー

ス
」
を
３
月
末
ま
で
無
料
で
参
加
で
き
る
。
定
員

は
各
回
５
名
で
先
着
順
。問
い
合
わ
せ
は
同
校
へ
。

　

遼
寧
中
医
大
学
日
本
校
（
高
田
馬
場
本
校
＝
東

京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
２―

16―

６　

宇
田
川
ビ

ル
７
Ｆ

電
話
０
３―

５
２
７
２―

５
５
５
６
）

U
R
L
:h
ttp
://w
w
w
.ry
o
u
n
eicy
u
u
i.n
e.jp

授業料 科目名 授業時間
数 (h) 開講期聞

168,000 解剖学 A 42 3 ケ月
168,000 解剖学 B 42 3 ケ月
168,000 生理学 42 3 ケ月
168,000 基礎中医学 42 3 ケ月
168,000 経絡経穴学 42 3 ケ月
168,000 中医診断学 42 半年
168,000 診断学基礎 42 3 ケ月
210,000 中医外科学 42 3 ケ月
168,000 中医内科学上 42 3 ケ月
168,000 中医内科学下 42 3 ケ月
168,000 中薬学 42 3 ケ月
168,000 漢方薬理学 42 3 ケ月
168,000 方剤学 42 半年
168,000 指導栄養学 42 3 ケ月
157,500 整体基礎実技 A 21 3 ケ月
157,500 整体基礎実技 B 21 3 ケ月
157,500 整体応用実技 A 21 3 ケ月
157,500 整体応用実技 B 21 3 ケ月
210,000 中国スポーツ推拿 42 半年
126,000 推拿練功 21 半年
315,000 小児推拿 63 半年
210,000 推拿治療学上 42 3 ケ月
210,000 推拿治療学下 42 3 ケ月
126,000 推拿治療学実技上 21 3 ケ月
126,000 推拿治療学実技下 21 3 ケ月
252,000 推拿臨床実技 A 42 半年
252,000 推拿臨床実技 B 42 半年
252,000 気功基礎実技 42 半年
252,000 気功応用実技 42 半年
252,000 各種気功法 A 42 半年
252,000 各種気功法 B 42 半年
105,000 気功治療学 21 半年
210,000 中医産婦人科学 42 3 ケ月
210,000 中医小児科学 42 3 ケ月
210,000 中薬炮制学 42 3 ケ月
210,000 中薬薬剤学 42 3 ケ月
126,000 中医診断実技 21 3 ケ月
105,000 中医症例分析 21 3 ケ月
247,500 薬膳基礎実技 A 33 3 ケ月
247,500 薬膳基礎実技 B 33 3 ケ月
315,000 薬膳応用実技 A 42 半年
315,000 薬膳応用実技 B 42 半年

210,000
鍼灸処方・機理研究

症例分析
42 半年

210,000 鍼灸治療学上 42 3 ケ月
210,000 鍼灸治療学下 42 3 ケ月
210,000 西医内科学 42 半年
210,000 実験診断学 42 3 ケ月
105,000 総合講座上 21 3 ケ月
105,000 総合講座下 21 3 ケ月
105,000 反射療法基礎理論 21 3 ケ月
126,000 反射療法基礎実技 21 3 ケ月
105,000 反射療法応用理論 21 3 ケ月
126,000 反射療法応用実技 21 3 ケ月
73,500 中国語 I 42 半年
147,000 中国語 I 84 半年
147,000 中国語Ⅲ 84 半年
147,000 中国語Ⅳ 84 半年
147,000 中国語 V 84 半年
147,000 中国語Ⅵ 84 半年
126,000 鍼灸基礎実技※ 21
126,000 鍼灸応用実技※ 21
255,000 鍼灸実習※ 85
36,000 整体速成実技 A 6

集中講義48,000 整体速成実技 B 8
20,000 整体速成理論 4

※中国研修（受講資格は医師、鍼灸師又は
鍼灸専門学校、医学大学の在校生）

実
践
的
�
接
客
術
指
導
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ト
�
タ
ル
コ
ン
デ
�
シ
�
ニ
ン
グ
協
会

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の
サ
ロ
ン
展
開
に
つ
い
て

濱
田
氏
は
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
人
と
い
う
の

は
普
段
あ
ま
り
運
動
し
な
い
、
疲
れ
た
か
ら
と
い

う
人
。
健
康
と
い
う
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
保
て
な

い
。
自
分
自
身
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ベ
ッ
ト
上
で
で
き
る
こ
と
と
、
そ

の
前
後
に
本
人
が
行
う
こ
と
を
含
め
る
と
ス
ポ
ー

ツ･

ク
ラ
ブ
が
理
想
的
だ
と
考
え
た
の
で
す
」
と

き
っ
か
け
を
語
る
。
総
合
的
な
指
導
が
好
評
な
た

め
か
「
リ
ハ
ビ
リ
で
き
て
い
る
人
も
け
っ
こ
う
い

る
」
と
い
う
。

　

一
般
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
な
ど
で
は
施
術
を
受
け

 

全
国
に
約
１
０
０
店
舗
の
療
術
師
の
就
職
先
と
提
携
し
療
術
師
保
険
や
一
流
講
師
に
よ
る
就

職
・
独
立
セ
ミ
ナ
�
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
�･

セ
ミ
ナ
�
�
ト
レ
�
ナ
�
の
日
本
規
模
の
組
合
を

め
ざ
し
て
い
る
ト
�
タ
ル
コ
ン
デ
�
シ
�
ニ
ン
グ
協
会
が
運
営
す
る
�
リ
フ
レ
�
シ
�
・
リ
ラ
ク

ゼ
�
シ
�
ン
・
ス
ク
�
ル
�
本
校
�
東
京
・
神
楽
坂
�
電
話
03―

３
５
１
５―

３
９
４
１
��
す

で
に
プ
ロ
整
体
師
�
ト
レ
�
ナ
�
�
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
�
�
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
�
エ
ス
テ
シ

�
ン
等
を
対
象
に
ス
キ
ル
ア
�
プ･

コ
�
ス
と
し
て
�
海
外
短
期
留
学
��
中
国
・
ハ
ワ
イ
等
�
や
�
パ

�
ソ
ナ
ル
・
ト
レ
�
ナ
�
資
格
合
格
講
座
�
が
人
気
だ
が
�
今
夏
か
ら
ス
タ
�
ト
す
る
�
プ
ロ
用

接
客
運
営
セ
ミ
ナ
�
�
が
話
題
を
呼
び
そ
う
だ
�
主
に
講
師
を
務
め
る
の
は
鍼
灸
師
の
濱
田
聡
一

郎
氏
�
ヒ
�
リ
ン
グ
・
メ
�
セ
ン
ジ
�
�
代
表
�
で
�
ヒ
�
リ
ン
グ
・
メ
�
セ
ン
ジ
�
�
�
本
部

�
東
京
・
中
央
区
�
は
�
全
国
展
開
し
て
い
る
大
手
ス
ポ
�
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ

�
�
整
体
サ
ロ
ン
で
の
施
術
業
務
を
行
�
て
お
り
�
小
額
の
自
己
資
金
で
店
舗
が
持
て
る
セ
ミ
オ

�
ナ
�
制
度
を
展
開
し
て
い
る
�
セ
ミ
ナ
�
は
�
３
年
間
で
14
店
舗
を
出
店
し
た
同
社
の
�
各
店

リ
ピ
�
ト
率
50
％
以
上
�
の
接
客
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
モ
ノ
に
で
き
る
�
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ス
キ
ル
ア
�
プ
大
作
戦

民
間
ス
ク
�
ル
紹
介

治
療
に
役
立
つ

る
人
を
〝
お
客
様
〞
と
い
う
意
識
が
強
く
、
接
客

術
が
そ
の
ま
ま
リ
ピ
ー
ト
率
に
強
く
反
映
さ
れ

る
。
が
、
接
骨
院
な
ど
で
は
そ
う
し
た
面
が
や
や

苦
手
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
病
院
な
ど
で
は
最

近
、
受
付
で
患
者
を
呼
ぶ
際
に
「
○
○
様
」
と
呼

ぶ
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
る
ほ
ど
だ
。
治
療
院
に
お

け
る
〝
接
客
術
〞
と
は
何
か
？　

と
考
え
始
め
た

濱
田
氏
は
、こ
の
「
プ
ロ
用
接
客
運
営
セ
ミ
ナ
ー
」

に
つ
い
て
、「
施
術
を
受
け
る
人
と
い
う
の
は
、

治
療
院
全
体
に
対
す
る
安
心
感
を
除
く
と
、
治
療

に
お
け
る
満
足
と
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
満
足
が
大

き
な
柱
で
す
」
と
、セ
ミ
ナ
ー
の
対
象
と
な
る
「
学

生
ま
た
は
、
治
療
院
ス
タ
ッ
フ
、
こ
れ
か
ら
開
業

し
よ
う
と
す
る
人
に
は
ぜ
ひ
習
得
し
て
ほ
し
い
」

と
そ
の
重
要
性
を
説
く
。

　

た
し
か
に
各
治
療
院
で
は
対
患
者
に
対
す
る
考

え
方
お
よ
び
接
し
方
な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い

る
所
も
か
な
り
あ
る
が
、「
た
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
、
通
り
一
遍
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
や
は
り
人
か
ら
人
に
伝
わ
っ
た
ほ
う

が
入
っ
て
い
き
や
す
い
。
頭
の
中
で
マ
ス
タ
ー
す

る
も
の
で
は
な
く
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
な
か
で
覚
え
る
も
の
」
だ
と
い
う
。
ス
タ

ッ
フ
に
接
客
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
さ
せ
る
に

は
、「
接
客
が
上
手
な
ス
タ
ッ
フ
と
苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
る
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
を
ペ
ア
に
す
る
よ

う
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
苦
手
な
人
は
自
分
に
な

に
が
足
り
な
い
か
を
意
識
し
だ
す
。
そ
の
あ
と
で

指
導
し
て
あ
げ
る
と
効
果
的
」
だ
と
実
践
方
法
の

一
端
を
披
露
す
る
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
変
わ
ら
な

い
と
効
果
は
出
な
い
の
で
全
員
に
そ
の
意
識
を
持

た
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

一
口
に
接
客
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
職
種
で

ち
が
っ
て
く
る
の
は
当
然
だ
。

「
ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
で
何
を
す
る
か
、
お
客
さ
ん
と

の
会
話
以
外
に
、
そ
の
場
の
空
気
を
作
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
人
の
体
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
職
種
な
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
と

人
と
の
距
離
感
を
大
事
に
し
な
が
ら
そ
の
距
離
を

い
か
に
詰
め
て
い
く
か
で
す
。
例
え
ば
、
患
者
を

ベ
ッ
ト
に
案
内
す
る
ま
で
の
対
応
だ
と
か
の
初
歩

的
な
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
案
内
す
る
と
き
に
黙

っ
て
自
分
だ
け
先
に
行
っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す

が
、
案
内
す
る
前
に
ま
ず
、
目
を
合
わ
せ
る
。
案

内
し
た
後
に
ま
た
目
を
合
わ
せ
る
。
そ
れ
だ
け
で

か
な
り
ち
が
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
ア
イ

･

コ
ン
タ
ク
ト

と
い
っ
て
、
簡

単
な
こ
と
だ
が

大
変
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
な
の
で

す
」

　

治
療
院
に
お

け
る
接
客
は
、

第１回　マッサージ業における接客・営業について

　　　　何故マッサージ事業に接客が必要なのか。
　　　　マッサージ事業における営業について。⇒マッサージ業界を取り巻く環境
第２回　手技と接客の相関について

　　　　手を使った技術と、手を使わない技術
　　　　クレーム件数ベスト５
第３回　お客様の満足度を上げるには？（ＰＡＲＴ１）

　　　　お害様の満足度を量る指標とは？⇒リピート率
　　　　ＧＡＰについて
第４回　お客様の満足度を上げるには？（ＰＡＲＴ２）

　　　　お客様の期待に応えて、予想を裏切る⇒ヒーリング・メッセンジャーの企業理念
第５回　環境と接客について

　　　　地域に合った接客
　　　　内装、インテリア、音楽、香り等について⇒５感への働きかけ、ご提案
第６回　販促について（ＰＡＲＴ１）

　　　　販促グッズ⇒メンバーズカード、割引券など
　　　　効果的なチラシ配布について⇒場所、時間、枚数、配布の仕方
第７回　販促について（ＰＡＲＴ２）

　　　　キャンペーンについて⇒狙い、内容、季節、告知方法
第８回　個人のカと店のカについて

　　　　個人競技からチーム競技へのススメ
　　　　バタバタした店から手際の良い店へ
第９回　会話について

　　　　会話が必要な理由
　　　　心地よい会話とは
第 10 回　本当の接客とは

　　　　 さりげなさ（お客様に気付かせない）先回り（サービス）、ＳＭＩＬＥ

い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
よ
う
な
過
剰
な
サ
ー
ビ

ス
で
は
な
く
、
例
え
ば
靴
を
脱
ぐ
の
に
不
便
だ
か

ら
と
荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
よ
う
な
気
配

り
が
求
め
ら
れ
る
。
先
回
り
で
き
る
観
察
力
が
極

意
な
の
だ
と
い
う
。
患
者
の
心
の
部
分
ま
で
踏
み

込
ん
で
施
術
に
必
要
な
情
報
を
ど
れ
だ
け
引
き
出

せ
る
か
。い
く
ら
話
し
上
手
な
施
術
者
が
居
て
も
、

そ
れ
だ
け
を
聞
き
に
来
る
患
者
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。「
目
的
意
識
を
つ
ね
に
見
失
わ
な
い
こ

と
も
接
客
術
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
」。

当
面
の
セ
ミ
ナ
�
内
容

濱田氏

ひーりんぐ２号.indd 2004/01/28, 8:487
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メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
で
の
人
材
育
成
の
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
？

　
「
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
（
Ｂ
Ｂ
Ａ
）
は
、「
癒
し
」
と
「
健
康
」
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
〝
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン

ス
セ
ラ
ピ
ス
ト
〞
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
ま
ず

１
９
９
４
年
３
月
に
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
整
体
学
院
と

し
て
創
立
し
、
２
０
０
１
年
11
月
に
現
在
の
校
名

に
変
更
致
し
ま
し
た
。

　

人
間
は
本
来
、
健
康
に
な
ろ
う
と
す
る
力
、
い

わ
ゆ
る
自
然
治
癒
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
然
治
癒
力
の
活
動
を
促
し
、
心
と
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
健
康
に
導
く
こ
と
を
目
的
に

当
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
技
療
法
を
確
立
し
、
こ
れ

を
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
称
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
基
本

概
念
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
代
替
医
療
で
あ
る

ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
テ
ク
ニ
ッ
ク

リフレクソロジー

アロマテラピー

リフレクソロジー

整体概論

リフレクソロジー

東洋医学概論

概論

リフレクソロジー

◎解剖学･････････骨格・筋肉・内臓・神経など身体の名称とその働き

◎バランス実技･･･主に筋肉に対しての緩め方とその基本的手技を学び、全身をほぐす技術

　　　　　　　　  基本動作（　指の使い方／人の触り方／身体の扱い方／体重の使い方）

↓

　　　　　　　　  更なるテクニックと直営サロンメニュー対応の技術

↓

　　　　　　　　  インターン研修に向けてのシミュレーション

◎治療院講義････････治療院での仕事内容（治療院用手技・カルテ記入の仕方・包帯法など）

◎生理学････････････身体の器官の機能・メカニズム

◎機能解剖学････････筋肉や骨の働き方。

◎リフレクソロジー･･足底反射療法の理論と直営店メニューに沿った基本手技。

◎ルスポーツ外傷学････医療現場の観点から見たスポーツ外傷とそれに伴う基本的な治療法

◎東洋医学概論・中国推拿　　　　

　　･･･････････中国医師で日本在住の漢方の先生を講師に迎え、中国の伝統的な手技療法

　　　　　　　  推拿（スイナ）の基礎手技や症状別応用学などを学ぶ。

　　　　　　　  東洋医学の基本的な考え方…ツボの位置・効能・探し方

　　　　　　　  漢方の考え方…代表的病気の見分け方とその基本的対処法

◎アロマセラピー････ＰＡＡ（フィトアロマテラピー協会）認定のカリキュラム内容にあわ

　　　　　　　　　　せて精油の知識からアロマオイルのブレンド方法、アロママッサージ

　　　　　　　　　　まで学びます。

◎整体概論･･････････整体の概念から理論・実践実技応用対処法。

基礎講座（視診・触診・リリース法）

実践実技リリース法・応用対処法（急性・慢性・内科疾患など）

メディックスボディバランスアカデミー
TEL03-3255-0772

ボディバランスセラピストの育成めざして

卒業生にはＮＰＯ法人

などからの認定証が

カリキュラム

初級（3ヶ月）→中級（3ヶ月）→上級（3ヶ月）→インターン（3ヶ月）

ひーりんぐ２号.indd 2004/01/28, 8:488
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民
間
ス
ク
�
ル
紹
介

治
療
に
役
立
つ

ス
キ
ル
ア
�
プ
大
作
戦

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
や
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、
東
洋

医
学
な
ど
の
幅
広
い
知
識
と
技
術
を
活
か
す
こ
と

が
で
き
、
卒
業
後
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し

て
活
躍
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
技
術
を
習
得
し
た
者
を
、
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン

ス
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
認
定
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
15
年
11
月
末
時
点
で
、
当
校
が
認
定
し
た
ボ

デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
68
名
に
な
り
ま

す
。

　

又
、
中
央
整
体
師
会
発
行
の
「
バ
ラ
ン
ス
整
体

師
」
の
認
定
者
は
創
立
以
来
４
１
５
９
名
に
な
り

ま
す
」

　

直
営
店
へ
の
安
定
就
職
が
魅
力

　

―
―

技
術
以
外
で
、
他
校
と
の
差
別
化
を
ど
の

よ
う
に
図
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
生
徒
募
集
に
際
し
て
問
い
合
わ
せ
内
容
で
多

　
　　　リラクゼーション本科コース (12 ヶ月 )
　　　　入学月：1.4.7.10 月
　　　　受講料：本科コース…932,000 円（税別）
　　　　整体ベーシックコース…30,0000 円（税別）
　　　　医療従事者向けリフレ・アロマコース (3 ヶ月 ) 開講
　　　　当校は治療院様の新規自由診療導入に関してのお手伝いもしております。
　　　　新メニューに加えたい治療院様にご提案しております。( 法人対応 )
　　　　入学月：本科コースに準ず
　　　　受講料：300,000 円（税別）セラピュティックオイル込み

　　アロマオイル価格表

ベルガモット FCF 15ml \5,000 タイムサポレ 15mil ￥7,300

シダーウッドアトラス 〃 \3,200 バジルリナロール 〃 \6,000

サイプレス 〃 \4,600 シナモンリーフ 〃 \3,000

ファーニードル 〃 \3,800 シトロネラ 〃 \3,000

ゼラニウム 〃 \4,800 クラリーセージ 〃 \5,500

グレープフルーツＰ 〃 \3,000 クローブバット 〃 \3,000

ラベンダー 〃 \5,300 ユーカリプタスグロブ
ルス 〃 \2,800

レモン 〃 \2,800 ジンジャールート 〃 \5,200

マージョラム 〃 \6,800 ジュニパーベリー 〃 \8,800

オレンジ 〃 \2,600 レモングラス 〃 \3,000

オレガノ 〃 \6,000 パチュリー 〃 \4,800

ペパーミント 〃 \3,200 プチグレンビガラート 〃 \5,300

ローズマリー 〃 \4,600 ラベンサラ 〃 \6,800

ローズウッド 〃 \4,200 スプリュース 〃 \3,800

ティートゥリー 〃 \4,300 タンジェリン 〃 \3,000

ボディーバームベース 120ml \3,500 マッサージオイル 120ml ￥3000

　　　セラピュティックオイルの販売もしております。

い
の
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
と
し
た
技
術

に
つ
い
て
で
す
が
、
習
得
で
き
る
技
術
と
同
じ

く
ら
い
多
い
の
が
卒
業
後
の
就
職
動
向
に
つ
い
て

で
す
。
失
業
率
の
上
昇
や
有
効
求
人
率
の
低
下
と

い
っ
た
悪
化
す
る
雇
用
情
勢
か
ら
考
え
れ
ば
、
心

配
さ
れ
る
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
最
近
で
は
手

に
技
術
が
あ
っ
て
も
就
職
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

あ
ら
わ
れ
と
思
い
ま
す
。

　

当
校
で
も
、
当
然
、
卒
業
後
の
就
職
先
確
保
に

つ
い
て
、
様
々
な
対
策
を
う
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
直
営
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み

込
ん
で
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
の
研
修
後
、
卒

業
生
を
優
先
的
に
採
用
し
て
お
り
ま
す
。
直
営
店

舗
は
、
現
在
、
代
官
山
・
新
宿
・
錦
糸
町
の
３
店

舗
で
す
。
こ
の
う
ち
、
新
宿
・
錦
糸
町
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
関
係
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
ス
ポ
ー
ツ
と
の
合
弁
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点

に
お
い
て
当
校
の
信
用
力
が
高
い
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
直
営
店
舗
に
つ
い
て

は
、
多
店
舗
展
開
を
計
画
し
て
お
り
、
今
後
、
さ

ら
に
直
営
店
を
増
や
し
て
い
き
、
安
定
的
な
就
職

先
を
確
保
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
接
骨
院
も
自
由
診
療
に
注

力
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
治
療
院
と
就
職
先
の
拡

大
を
目
的
に
提
携
も
進
め
て
お
り
ま
す
。
接
骨
院

が
自
由
診
療
に
注
力
す
る
背
景
に
は
、
保
険
財
政

の
悪
化
が
あ
り
ま
す
。
各
保
険
者
の
請
求
に
対
す

る
審
査
が
厳
し
く
な
り
、
か
つ
、
保
険
行
政
の
変

更
に
伴
う
患
者
の
個
人
負
担
増
大
に
よ
り
、
保
険

請
求
だ
け
で
は
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
た
め

で
す
」

ひーりんぐ２号.indd 2004/01/28, 8:489
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―
―

接
骨
院
へ
の
就
職
に
つ
い
て
は
、
学
生
側

に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
確
か
に
、
接
骨
院
の
人
材
募
集
案
内
を
掲
載

し
て
も
、
生
徒
の
関
心
が
薄
い
の
が
現
状
で
す
」

　

―
―

こ
れ
は
、
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
と

考
え
ま
す
か
？

　

接
骨
院
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト
に
対

す
る
、
イ
メ
ー
ジ
が
１
８
０
度
異
な
る
こ
と
に
起

因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

利
用
目
的
を
考
え
る
と
、
接
骨
院
は
怪
我
を
し

た
か
ら
行
く
の
に
対
し
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ッ
ト
は
癒
し
を
求
め
て
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
内
装
や
雰
囲
気
も
、
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
要

因
だ
と
考
え
ま
す
。

　

当
校
の
学
生
も
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ

ト
へ
の
就
職
を
目
的
に
入
学
し
て
お
り
ま
す
か

ら
、当
然
、こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
最
初
か
ら
も
っ

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
治
療
院
へ
の
就
職
に
対
す

る
関
心
が
薄
い
と
思
い
ま
す
」

　

―
―

こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
た
め
の
対
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
及
び
イ
ン
タ
ー
ン
の
派
遣

に
お
い
て
、
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
接
骨
院
が
現

在
自
由
診
療
に
注
力
し
て
い
る
現
状
や
背
景
を
始

め
、
実
際
に
接
骨
院
で
働
く
場
合
に
必
要
な
知
識

の
習
得
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
の
派
遣
に
つ
い
て

も
、
接
骨
院
へ
の
派
遣
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
従

来
は
、
直
営
店
の
み
で
し
た
が
、
希
望
者
は
事
前

に
接
骨
院
へ
の
見
学
が
で
き
、
そ
の
う
え
で
ど
こ

に
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
い
く
か
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
ま
ず
頭
に
描
く
イ

メ
ー
ジ
を
、
そ
し
て
見
学
・
イ
ン
タ
ー
ン
を
通

し
て
実
態
感
を
変
え
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
多
少
な
り
と
も
埋
め
ら
れ
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
接
骨
院
自
体
に
も
、
変
化
を
求
め
て

い
ま
す
。
内
装
等
の
変
更
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
た

め
、
簡
単
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
雰
囲
気
等
の
コ

ス
ト
の
か
か
ら
な
い
部
分
で
の
変
化
を
求
め
て
い

ま
す
。
接
骨
院
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
歴
史
的
な

成
り
立
ち
な
ど
か
ら
、
体
育
会
系
的
な
の
り
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
、
癒
し
系
ビ
ジ
ネ
ス
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
生
徒
に
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
こ
う
し
た
体
育
会
系
的
の
り
の
強
要
を

避
け
る
な
ど
の
変
更
を
求
め
て
い
ま
す
。
接
骨
院

か
ら
み
ま
す
と
、
確
か
に
あ
る
意
味
で
の
企
業
文

化
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
抵
抗
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
一
方
で
人
材
確
保
が
困
難
で
あ
る

こ
と
も
直
面
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
力
は
得
ら
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
接
骨
院
に
よ
っ
て
は
、
保
険
請
求
を

利
用
し
た
施
術
と
自
由
診
療
に
よ
る
施
術
の
場
所

を
明
確
に
区
切
る
な
ど
の
努
力
も
さ
れ
て
お
り
、

徐
々
に
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
埋
め
ら
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
」

　　

使
用
す
る
ア
ロ
マ
油
は
化
粧
品
認
可
品

　

―
―

就
職
先
の
確
保
以
外
の
特
色
は
？

　
「
入
学
先
を
決
定
す
る
大
き
な
要
因
と
し
て
、

就
職
先
と
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
は
学
費
で
す
。

当
校
の
学
費
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
別
表
に
記
載

し
て
お
り
ま
す
が
、
決
し
て
安
い
金
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
従
来
か
ら
ロ
ー
ン
に
よ
る
分
割
制
度
で

の
払
込
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
、
本
年
度

か
ら
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
現
在
、
奨

学
金
制
度
の
適
用
が
可
能
な
の
は
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
本
科
コ
ー
ス
の
み
で
す
が
、
今
後
は
こ
れ

を
す
べ
て
の
コ
ー
ス
へ
の
適
用
を
可
能
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
事
前
審
査
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
」

　

―
―

こ
の
他
の
特
色
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
？

　
「
こ
れ
ま
で
お
話
し
て
き
た
こ
と
は
、
生
徒
や

治
療
院
に
と
っ
て
の
特
色
に
な
り
ま
す
が
、
当
校

で
は
患
者
さ
ん
や
利
用
者
に
も
安
心
し
て
施
術
が

受
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
い
て

お
り
ま
す
。

　

柔
道
整
復
師
、鍼
灸
師
、マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
い
っ

た
国
家
資
格
と
異
な
り
、
当
校
な
ど
の
卒
業
生
が

取
得
で
き
る
資
格
は
、
あ
く
ま
で
民
間
資
格
で
あ

り
ま
す
。
当
校
で
は
、
こ
の
認
定
に
あ
た
り
、
第

三
者
機
関
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協

会
（
設
立
準
備
中
）
や
フ
ィ
ト
セ
ラ
ピ
ー
協
会
（
Ｐ

Ａ
Ａ
）
に
業
務
委
託
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
か
ら
認

定
証
を
だ
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
が
注
目
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
使
用
す
る
精
油
＝
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
（
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
）
に
つ
い
て
も
、
当

校
は
こ
だ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
の
中
で
も
最
も
高
級

と
さ
れ
る
セ
ラ
ピ
ュ
テ
ィ
ッ
ク
オ
イ
ル
の
み
を
利

用
し
た
最
高
品
質
の
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
製
品
ば
か

り
で
す
。

　

た
い
て
い
の
精
油
（
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
）
は
、
海

外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
輸
入

に
際
し
て
コ
ス
ト
の
問
題
か
ら
、
現
在
使
用
さ
れ

て
い
る
精
油
（
オ
イ
ル
）
は
ほ
と
ん
ど
が
雑
貨
扱

い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
校
で
使
用
し
て
い
る

精
油
（
オ
イ
ル
）
は
、
す
べ
て
化
粧
品
と
し
て
の

認
可
を
受
け
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
精
油
（
オ
イ
ル
）
は
す
べ
て
良
質

の
天
然
物
で
す
の
で
、
衣
服
等
に
つ
け
て
も
シ
ミ

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

学
会
の
数
少
な
い
推
奨
精
油
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
オ
イ
ル
に
も
こ
だ
わ
る
の
は
、
利
用

さ
れ
る
方
に
よ
っ
て
は
、
肌
の
弱
い
方
も
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
方
に
も
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
ま

で
し
て
も
、
１
０
０
％
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
努
力
を
今
後

も
引
き
続
き
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

―
―

外
部
機
関
へ
の
委
託
や
オ
イ
ル
等
へ
の
こ

だ
わ
り
に
つ
い
て
は
コ
ス
ト
増
大
と
な
ら
な
い
の

で
す
か
？

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
校
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

や
経
営
努
力
に
よ
り
回
避
し
て
お
り
、
従
来
と
比

べ
て
む
し
ろ
コ
ス
ト
削
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
イ
ル
に
つ
い
て
は
直
販
し
て
お
り
、
こ

の
販
売
網
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
、
取
り
扱
い

本
数
を
拡
大
し
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
を
つ
な

げ
る
考
え
で
す
」
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受付期間
平成 16年２月２日（月）から３月 16日（火）午後５時まで
提出（郵送）場所等
ＮＰＯ（特定非営利活動）法人「日本カイロプラクティック機構（ＪＣＯ）」
〒 112-0002　東京都文京区小石川 5-5-2　バンビビル６階
受験要項・願書付「全国統一カイロプラクティック師免許試験模擬問題集」
をご購入の上、受験の申し込みをお願い致します。4,300 円（税、送料別）
⇒ヤマト宅急便代金引換

第１回免許試験期日

　平成 16年４月３日（土）・４日（日） 実施

試験地    　　　東京・大阪

受験手数料  30,000 円

受験資格 
学校教育法（昭和 22年法律第 26号）第 56条の規定により大学に入学するこ

とができる者

１．カイロプラクティック師となるのに必要な知識及び技能を修得した者。

国内にカイロプラクティックの教育規定がないため自己申告とさせていただきます。

　◎カイロプラクティックの学校、団体、教育受講方法は一切問いません。

　◎３年制以上のカイロプラクティック教育機関（学校）卒業生が輩出される

　　までの期限限定

２．ＮＰＯ（特定非営利活動）法人「日本カイロプラクティック機構（ＪＣＯ）」

指定校の卒業生または卒業見込み者。

３．ＣＣＥ公認カイロプラクティック大学卒業のドクター・オブ・カイロプラ

クティックが証明した者

　その他（欠格事項者）次に掲げる者は受験できません。―既存の法律に準ずる

　ア）日本語に対応できない者。

　イ）視覚、聴覚、音声機能若しくは言語機能に著しい障害を有する者。

　ウ）精神病者・麻薬・大麻若しくはアヘン中毒者、若しくは伝染病疾患にかかっ

　　　ている者。 

試験科目及び試験方法（無記名にて受験番号のみ記入）

　１日目：平成 16 年４月３日（土）　

　　午後１時 30分より午後３時まで「解剖学」「生理学」

　　午後３時 30分より午後５時まで「病理学」「微生物学」

　２日目：平成 16 年４月４日（日）

　　午前９時より午前 10時 30 分まで「カイロプラクティック学テクニック」

　　「脊椎バイオメカニックス」

　　午前 11時より午後 12時 30分まで　「カイロプラクティック学概論」

　　「カイロプラクティック検査学」「カイロプラクティック倫理（自主規制）」

　　面接・実技（カイロプラクティック検査、カイロプラクティック・
　　テクニック等）
　　午後１時 30分より午後６時頃まで予定（受験者数により順延あり）

　　実技試験のサブラクセィション・リスティングについては、パーマー系、　

　　ナショナル系、ガンステット等にとらわれない「図」による掲示方式。

合格者の発表 

学科の各科目・各実技ともに７０％以上を合格ラインと致します。

試験の合格者は、平成 16年４月２８日（水）に、ＮＰＯ（特定非営利活動）法人「日

本カイロプラクティック機構（ＪＣＯ）」のホームページ「ＪＣＯカイロナビ」に、

合格者の受験番号を発表致します。

「合否通知」は平成 16年４月 28日以降に郵送させて頂きます。 

不合格者について 

次回の、受験手数料を 15,000 円にさせて頂きます。試験科目及び試験方法に

ついての恩典はございません。

行政に変わって、ＮＰＯ法人「日本カイロプラクティック機構（ＪＣＯ）」が法

人として初めて「民間資格」「全国統一カイロプラクティック師免許試験」を実

施。厳しい自主規制により「カイロ師免許」資格から「カイロ（施術）院」の審査・

評価・認定・公表まで、国民の皆様にカイロ 119 番電話相談室等にて広く情報

公開をさせて頂きます。

免許取得者は、新生の日本カイロプラクテイック師会に生涯登録されカイロプ

ラクティック師の職能団体として実績を重ね法制化を目指します。

全国統一カイロプラクティック師免許試験模擬問題集（受験要項・願書付）

日本には、カイロプラクティックの教育基準がありません。

免許試験の水準を公開することが必要と考え受験要項・願書に全国統一カイロ

プラクティック師免許試験模擬問題集を付けて発行。

受験要項・願書付模擬問題集のお申し込みは、

ＪＣＯ事務局　FAX:03-5977-1208 又はＪＣＯホームページから――

類似の免許試験にご留意下さい。

当会の、免許試験並びにカイロ院等の認定制度は、昭和 57年から超党派によ

る日本カイロプラクティック議員連盟のご協力を頂き、厚生省（当時）と折衝

してきた経緯による長い歴史を前提として実施されるものです。

免許証は、３年毎に更新（単位習得制）されます。

日本カイロプラクテイック機構の指定校（３年制以上）はＪＣＯホーム
ページをご覧下さい。

日本カイロプラクティック機構

元東京大学医学部教授

会長　大島正光

ＮＰＯ法人「日本カイロプラクティック機構（ＪＣＯ）」公認

全国統一カイロプラクティック師免許試験    
受 験 願 書 受 付 開 始 の ご 案 内

日本では、すべての人がカイロプラク
ティックについて無資格です。国家国民に
認知される免許試験を実施致します。

試験に関する照会先（合否以外）

東京都文京区小石川 5-5-2　バンビビル 6階

電話 :03-5977-1207　FAX:03-5977-1208

URL:http://www.jco.or.jp

ＮＰＯ（特定非営利活動）法人

日本カイロプラクティック機構

日本カイロプラクティック機構は
米国財団法人野口医学研究所と提携しています
　　　カイロプラクティック師試験合格者には外部審機関

　　　「野口医学研究所」から認定証が贈られます
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前
号
で
の
特
集
「
専
門
学
校
紹

介
」
の
続
編
と
し
て
本
号
で
は
「
い

ま
か
ら
で
も
間
に
合
う　

専
門
学
校

入
試
情
報
」
を
掲
載
す
る
。
本
誌
編

集
部
が
全
国
の
柔
整
・
鍼
灸
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
専
門
学
校
96
校
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（
１
月
５
日
締
め
切
り
）

を
行
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
回
答
が
あ

っ
た
56
校
に
つ
い
て
を
紹
介
す
る

（
順
不
同
）
。

　

な
お
以
下
の
学
校
は
、
今
年
度
の

募
集
は
終
了
し
て
い
る
。

　

東
京
医
療
専
門
学
校
（
℡
03

―

３
３
４
１―
４
０
４
３
）
、

名
古
屋
鍼
灸
学
校
（
℡
０
５
２―

３
２
１―

４
４
５
６
）
、
米
田
柔

整
専
門
学
校
（
℡
０
５
２―

５
６
２

―

１
２
１
０
）
、
中
和
医
療
専

門
学
校
（
℡
０
５
９
８―

23―

５
２
３
５
）
、
西
日
本
柔
道
整
復

専
門
学
校
（
℡
06―

６
７
６
２―

１
２
４
８
）
、
ア
ム
ス
柔
道
整
復
師

養
成
学
院
（
℡
06―

６
９
４
７―

０
８
０
０
）

専門学校

入試情報
表の見方

　「授業時間」は、主に授業を実施する時間帯です。

学校により曜日によって授業時間が変わることもあ

ります。

　「学費」は、各校より申告のありました入学金・

授業料・施設費・実習費など、在学期間中に発生す

る全ての費用の合計金額です。

　「募集人数」は定員ではありません。その入試で

募集する予定人数です。

　各項目の詳細につきましては学校へ直接お問合せ

下さい。

北海道ハイテクノロジー専門学校 （0123）36-8119
〒 061-1396　北海道恵庭市恵み野北 2-12-1
JR 千歳線　恵み野駅　徒歩 12 分 （スクールバス有）
http://www.hht.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 夜間 17:30 ～ 20:50 400 万 10 名

1/18（日）～ 2/07（火） 2/08 （日） 20,000 円
教養試験、 面接、 小論

文
鍼灸 昼間 11:00 ～ 16:40 400 万 15 名

鍼灸 夜間 17:30 ～ 20:50 400 万 10 名

札幌青葉鍼灸専門学校 （011）231-8989
〒 060-0053　北海道札幌市中央区南三条東 4-1-24
地下鉄東西線　バスセンター前駅　徒歩 5 分
http://www.aobashinkyu.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 昼間 09:00 ～ 16:10 435 万 若干名

2/02（月）～ 2/17（火）

2/16（月）～ 3/09（火）

2/21 （土）

3/13 （土）

2/22 （日） 面接の場合有り

欠員があった場合のみ実施
30,000 円

【必須】 面接
【選択】 以下より 1 科目選択
国語Ⅰ、 数学Ⅰ、 生物
Ⅰ B、 生物Ⅰ A

鍼灸 夜間 18:00 ～ 22:00 435 万 若干名

柔整 夜間 18:00 ～ 22:00 400 万 若干名

北東北東洋医療専門学校 （019）686-2466
〒 020-0151　岩手県岩手郡滝沢村大釜字風林 42-185
JR 田沢湖線　小岩井駅　徒歩 2 分
http://www.echna.ne.jp/~harikyu

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 午前 08:30 ～ 11:45 350 万 若干名

1/26（月）～ 2/18（水）

3/01（月）～ 3/17（水）

2/28 （土）

3/28 （日）
20,000 円 国語、 小論文、 面接柔整 午前 08:30 ～ 11:45 350 万 若干名

柔整 午後 13:00 ～ 16:15 350 万 若干名

長谷柳絮医療福祉専門学校 （022）223-3942
〒 980-0824　宮城県仙台市青葉区支倉町 2-55
地下鉄　勾当台公園駅　徒歩 10 分
http://www.haseryujo.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 全日 9:00 ～ 15:00 370 万 若干名
1/05（月）～ 2/6（金）
2/20（金）～ 3/05（金）

2/16 （月）
3/15 （月）

H16.4　開設予定 20,000 円 国語Ⅰ、 小論文、 面接

健生学園東日本医療専門学校 （022） 381-8381
〒 981-1104　宮城県仙台市太白区中田 4-4-35
JR 東北本線　南仙台駅　徒歩 8 分
http://www.kenseigakuen.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 午前 09:50 ～ 13:00 377 万 非公開 0/00（○～ 2/13（金）
0/00（○）～ 2/27（金）
0/00（○）～ 3/05（金）
0/00（○）～ 3/19（金）

2/15 （日）
2/29 （日）
3/07 （日）
3/21 （日）

25,000 円
現代国語、 小論文、 面

接柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 377 万 非公開　

新潟リハビリテーション専門学校 （0254） 56-8282
〒 958-0053　新潟県村上市上の山 2-16
JR 線　村上駅　バス 15 分
http://www.nrc.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 全日 09:00 ～ 16:10 350 万 非公開
1/26（月）～ 2/10（火）
2/23（月）～ 3/10（水）

2/14 （土）
3/13 （土）

30,000 円 国語、 小論文、 面接
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福島柔整鍼灸専門学校　 （029） 933-0808
〒 963-8026　福島県郡山市並木 3-2-23
JR 線　郡山駅　バス 20 分
http://www.fukushima-jyusen.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 12:30 ～ 16:45 400 万 非公開

2/09（月）～ 2/23（月）

3/08（月）～ 3/19（金）

2/29 （日）

3/21 （日）
併願時の検定料は 50,000 円 30,000 円 国語、 小論文、 面接

柔整 夜間 17:20 ～ 21:35 400 万 非公開

鍼灸 午後 12:30 ～ 16:45 400 万 非公開

鍼灸 夜間 17:20 ～ 21:35 400 万 非公開

国際メディカルテクノロジー専門学校 （024） 956-0160
〒 963-8811　福島県郡山市方八町 2-4-19
JR 線　郡山駅　徒歩 3 分
http://www.fsg.gr.jp/imedical

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 全日 09:20 ～ 16:40 420 万 非公開

0/00（○～ 2/19（木）
0/00（○）～ 3/04（木）
0/00（○）～ 3/24（水）
0/00（○）～ 4/01（木）

2/21 （土）
3/06 （土） 
3/26 （金） 
4/03 （土）

定員になり次第締切 25,000 円

【自己推薦 ・ 社会人 ・ 一般】
書類選考、 面接、 現代国語Ⅰ
【社会人特別】
書類選考、 面接、 作文

東京医療福祉専門学校 （03） 3551-5751
〒 104-0032　東京都中央区八丁堀 2-29-15
地下鉄日比谷線　八丁堀駅　徒歩 1 分
http://www.tokyoiryoufukushi.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 午前 09:00 ～ 14:30 435 万 7 名

0/00（○）～2/27（金） 2/29 （日） 30,000 円 一般常識、 面接
鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:10 435 万 7 名

日本健康医療専門学校　 （0120） 81-1349
〒 111-0053　東京都台東区浅草橋 3-31-5　
JR 総武線　浅草橋駅　徒歩 7 分
http://niken.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 13:30 ～ 16:50 500 万 非公開

1/26（月）～ 2/05（木）

2/09（月）～ 2/19（木）

2/07 （土）

2/21 （土）
独自の奨学金制度有 30,000 円 現代国語、 小論文、 面接

柔整 夜間 18:00 ～ 21:20 500 万 非公開

鍼灸 午前 09:10 ～ 12:30 500 万 非公開

鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:20 500 万 非公開

中央医療学園専門学校 （03） 5604-3100
〒 116-0002　東京都荒川区荒川 1-41-10
地下鉄日比谷線　三ノ輪駅　徒歩 7 分
http://www.chuoh-med.com

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 13:30 ～ 16:45 420 万 非公開

1/19（月）～ 2/20（金） 2/22 （日） 25,000 円 国語、 面接
柔整 夜間 18:00 ～ 21:15 420 万 非公開

鍼灸 午後 13:30 ～ 16:45 420 万 非公開

鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:15 420 万 非公開

長生学園 （03） 3738-1630
〒 144-0055　東京都大田区仲六郷 2-35-7
京浜急行線　雑色駅　徒歩 5 分
http://www.chousei.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
あマ指 夜間 18:00 ～ 21:10 330 万 非公開 2/02（月）～ 3/04（木） 3/06 （土） 欠員があった場合のみ実施 20,000 円 国語、 社会、 面接

日本鍼灸理療専門学校 （03） 3461-4787
〒 150-0031　東京都渋谷区桜丘町 20-1
JR 山手線　渋谷駅　徒歩 5 分
http://www.hanada.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 午前 09:00 ～ 12:15 385 万 若干名

1/15（木）～ 2/04（水） 2/07 （土） 30,000 円
国 語、 英 語、 小 論 文、

面接鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:10 385 万 若干名

日本柔道整復専門学校 （03） 3461-4740
〒 150-0031　東京都渋谷区桜丘町 20-1
JR 山手線　渋谷駅　徒歩 5 分
http://www.hanada.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午前 09:00 ～ 12:15 447 万 若干名

1/15（木）～ 2/04（水） 2/07 （土） 30,000 円
国 語、 英 語、 小 論 文、

面接柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 447 万 若干名

山野医療専門学校 （03） 5772-5111
〒 151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-10-6
JR 山手線　山手線　徒歩 8 分
http://www.yamano-mc.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 夜間 18:00 ～ 21:15 471 万 15 名 0/00（○～ 2/14（土） 2/21 （土） 20,000 円 国語、 小論文、 面接
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東京医学柔整専門学校（４年制） （0120）400-626
〒 114-0004　東京都北区堀船 2-1-11
都電荒川線　梶原駅　徒歩 1分
http://www.sunshine.ac.jp/J/Jindex.htm

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 午前 非公開
　　　　～ 2/12 （木）
0/0　　～ 2/24（火）
0/00 （～ 3/09 （火）
0/00 （～ 3/23 （火）
0/00 （～ 4/01 （木）

2/14 （日）
2/27 （金）
3/12 （金）
3/26 （金）
4/03 （土）

大学または大学院の卒業資格も同

時取得 .。

授業時間・学費等は問い合わせ

20,000 円 書類選考・面接・作文
柔整 夜間 非公開

帝京医学技術専門学校 （03） 3377-7220
〒 151-0071　東京都渋谷区本町 6-31-1
京王新線　幡ヶ谷駅　徒歩 7 分
http://www.gaku-oki.ac.jp/i_index

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 夜間 18:00 ～ 21:30 454 万 非公開
2/02（月）～ 2/12（木）
2/16（月）～ 3/17（水）

2/15 （日）
3/19 （金）

2/16 （月） の受験も可
30,000 円

【必須】 面接、 作文
【選択】 国語・英語・化学・
生物より 1 科目

早稲田医療専門学校 （03） 3202-2101
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 3-18-4
JR 山手線 ・ 西武新宿線 ・ 営団東西線　高田馬場駅　徒歩 10 分
http://www.wasedat.human.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 全日 09:30 ～ 15:00 519 万 非公開 1/26（月）～ 2/16（月）

2/23（月）～ 3/15（月）

2/21 （土）

3/22 （月）
25,000 円 国語、 作文、 面接

鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:10 519 万 非公開

日本健康ビジネス専門学校 （03） 3944-7559
〒 170-0005　東京都豊島区南大塚 1-58-7
JR 山手線　大塚駅　徒歩 3 分
http://www.m-nikken.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 13:00 ～ 16:30 422 万 若干名

入試日 1 週間前まで
2/15 （日）

2/29 （日）
特待生制度 （入学金免除） 25,000 円 【推薦】 小論文、 面接

柔整 夜間 17:30 ～ 21:00 422 万 若干名

面接時の服装と心構え

　きちんとした服装は、試験官に好印象を与えます。

社会人はいわゆるリクルートスタイル、高校生は学生

服が基本です。ヒゲや爪などはきちんと手入れをし、

シャツやブラウス・スーツ類はアイロンがけをして清

潔感を与えるように注意してください。茶髪や男性の

長髪などは嫌う学校もあります。

　身だしなみには十分注意して面接に臨んでくださ

い。

　面接時に一番よく聞かれるのが「志望動機」です。

「なぜ治療家になりたいと思うようになったのか」「卒

業後、治療家になって何がしたいのか」といったこと

について、しっかり自分の考えを答えられるようにし

ておくことが大事です。

　また、どんなにすばらしい回答を準備していても、

態度や言い方しだいで面接官に与える印象は変わりま

す。社会人として常識的な、年齢相応の話し方ができ

れば問題ありません。同時に、丁寧に熱意を持って話

すよう努力すると好印象につながります。
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早稲田速記医療福祉専門学校 （03） 3200-6786
〒 171-8543　東京都豊島区高田 3-11-17
JR 山手線 ・ 西武新宿線 ・ 営団東西線　高田馬場駅　徒歩 1 分
http://www.w-sokki.ab.psiweb.com

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:15 481 万 若干名

1/29（木）～ 2/17（火）
2/26（木）～ 3/02（火）
3/11（木）～ 3/16（火）
3/23（火）～ 3/25（木）

2/22 （日）
3/06 （土）
3/20 （土）
3/28 （日）

見学会参加者 ・ 来校者は検定料免除 20,000 円 書類審査、 作文、 面接

関東柔道整復専門学校　 （0120）492-241
〒 190-0012　東京都立川市曙町 1-13-13
JR 中央線 ・ 南武線 ・ 青梅線　立川駅　徒歩 3 分
http://www.kanto-jusei.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 午後 13:30 ～ 16:40 480 万 非公開 1/26（月）～ 2/04（水）
2/09（月）～ 2/18（水）
2/23（月）～ 3/03（水）
3/15（月）～ 3/24（水）

2/07 （土）
2/21 （土）
3/06 （土）
3/27 （土）

25,000 円
書類審査、 小論文、

面接
柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 480 万 非公開

大東医学技術専門学校 （03） 5399-7853
〒 175-0082　東京都板橋区高島平 9-43-2
地下鉄三田線　西台駅　徒歩 10 分
http://www.daito.ac.jp/isen/

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 443 万 非公開
2/02（月）～ 2/20（金）

2/25（水）～ 3/04（木）

2/24 （火）

3/08 （月）
25,000 円

英 語、 国 語、 小 論 文、

面接

神奈川柔道整復専門学校 （042） 740-7222
〒 228-0813　神奈川県相模原市松が枝町 7-5
小田急線　小田急相模原駅　徒歩 5 分
http://www.hirai-gakuen.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 14:00 ～ 17:10 390 万 非公開

定員になり次第終了 随時 入試日は本人希望日による 20,000 円 小論文、 AO 面接
柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 390 万 非公開
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日本工学院八王子専門学校 （0426） 37-3111
〒 192-0983　東京都八王子市片倉町 1404-1
JR 横浜線　八王子みなみ駅　スクールバス送迎
http://www.neec.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 全日 09:15 ～ 17:00 484 万 非公開

2/02 （月） ～ 3/08 （月） 3/14 （日） 25,000 円

【必須】 国語、 面接、 小
論文
【選択】 英語、 数学、 生
物より 1 科目柔整 全日 09:15 ～ 17:00 484 万 非公開

浦和専門学校 （0120） 292233
〒 330-0055　埼玉県さいたま市浦和区東高砂町 30-8
JR 京浜東北線 ・ 東北本線　浦和駅　徒歩 5 分
http://www007.upp.so-net.ne.jp/urasen

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 午後 12:40 ～ 17:30 467 万 非公開
0/00（月）～ 2/06（金）

0/00（月）～ 2/27（金）

2/07 （土）

2/28 （土）
20,000 円

【推薦】 小論文、 面接

【一般】 国語、 生物、

小論文、 面接
鍼灸 夜間 18:10 ～ 21:20 467 万 非公開

埼玉東洋医療専門学校 （048） 984-4701
〒 342-0041　埼玉県吉川市保 1-21-7
JR 武蔵野線　吉川駅　徒歩 5 分
http://www.saitama-toyo.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 午前 09:00 ～ 14:30 472 万 非公開 1/19（月）～ 2/10（火）

2/16（月）～ 3/02（火）

3/08（月）～ 3/16（火）

2/15 （日）

3/06 （日）

3/21 （日）

30,000 円

【推薦 ・ 社会人】 小論文、
面接
【一般】 生物、 物理、 化
学より 1 科目選択、 小論
文、 面接

鍼灸 午後 15:00 ～ 19:50 472 万 非公開

湘南医療福祉専門学校 （045） 820-1387
〒 244-0805　神奈川県横浜市戸塚区川上町 84-1
JR 横須賀線　東戸塚駅　徒歩 2 分
http://www.smw.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 全日 09:20 ～ 16:40 441 万 30 名

1/26（月）～ 2/19（木） 2/22 （日） 20,000 円 一般常識、 作文、 面接
鍼灸 夜間 18:20 ～ 21:30 441 万 15 名

静岡医療学園専門学校 （054） 256-7770
〒 421-0115　静岡県静岡市みずほ 5-14-22
JR 東海道本線　安倍川駅　徒歩 1 分
http://www.shizuokaisen.com

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 13:30 ～ 16:40 420 万 若干名

1/26（月）～ 3/03（水） 3/07 （日） 　 20,000 円
適性試験、 小論文、 面

接柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 420 万 若干名

専門学校浜松医療学院　 （053） 585-1333
〒 434-0038　静岡県浜北市貴布祢 232-3
遠州鉄道　浜北駅　徒歩 5 分
http://www.morishima.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 午前 09:30 ～ 12:45 405 万 若干名

1/19（月）～ 2/13（金） 2/22 （日） 　 25,000 円

【必須】 国語、 面接、

書類審査

【選択】 生物、 数学のい

ずれか 1 科目

鍼灸 午後 13:30 ～ 16:45 405 万 若干名

柔整 午前 09:30 ～ 12:45 405 万 若干名

柔整 午後 13:30 ～ 16:45 405 万 若干名

浦和専門学校
〒330-0055 埼玉県さいたま市浦和区東高砂町30番8号 URL：http://www007.upp.so-net.ne.jp/urasen

  0120-29-2233FREE
DIAL

試験日 2月 7日(土)
    2月28日(土) 

学校見学随時受付中

学生募集
鍼灸科（昼間部・夜間部）

入学者全員の独立開業を目指す！ 視能訓練士科（午前部）

眼科診療や検査設備の整った総合病院や大
学病院などで活躍する、視機能検査と視能
矯正のエキスパート。パソコンの普及によ
り視機能に障害をもつ人が増加する中、視
能訓練士は全国でもわずか5,000名程度と
少なく、圧倒的に不足しています。

    ※試験日：鍼灸科と同じ

鍼灸師としての実践力を養う豊富な実技
実習や大学と提携した解剖学の授業の他
に、独立開業に必要な経営学をカリキュ
ラムに組み入れ、治療院経営のノウハウ
について具体的な事例を紹介。
設立から立地選定、広報宣伝そして経営
維持と成功への戦略。まさに即戦力とな
りうるためのカリキュラムがここにあり
ます。

学校法人
古藤学園 

 ＝＝＝＝就職率の高い国家資格＝＝＝＝
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トライデントスポーツ健康科学専門学校 （052） 735-1608
〒 464-8611　愛知県名古屋市千種区今池 1-5-31
JR 中央本線 ・ 地下鉄東山線　千種駅　徒歩 3 分
http://www.tc.kawai-juku.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 午前 09:20 ～ 12:30 375 万 非公開

0/00 （～ 3/11 （木） 3/15 （月） スポーツ鍼灸専攻は 495 万 20,000 円

【一般】 国語Ⅰ ・ Ⅱ、 小
論文、 面接、 書類審査
【推薦】 国語Ⅰ・Ⅱ、面接、
書類審査
【一般奨学生】 国語Ⅰ・Ⅱ、
英語Ⅰ、 小論文、 面接、
書類審査
【資格取得者奨学生】 小
論文、 面接、 書類審査

鍼灸 午後 18:20 ～ 21:30 375 万 非公開

ユマニテク東洋医療専門学校 （0593） 49-6033
〒 510-0854　三重県四日市市塩浜本町 2-34
近鉄名古屋線　塩浜駅　徒歩 3 分
http://www.humanitec.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 午前 09:00 ～ 14:30 415 万

約 20 名
1/19（月）～ 2/10（火）

2/16（月）～ 3/12（金）

2/15 （日）

3/17 （日）
25,000 円

① 2/15 （一般入試のみ）
英語Ⅰ、 数学Ⅰ、 小論文、
面接
② 3/17 （特別入試）
【推薦入試】 基礎テスト （英数
総合）、 小論文、 面接
【一般入試】 英語Ⅰ、 数学Ⅰ、
小論文、 面接
【特待生制度】 小論文、 面接

鍼灸 午後 13:00 ～ 17:50 415 万

甲賀健康医療専門学校 （0748）88-6177
〒 520-3403　滋賀県甲賀郡甲賀町鳥居野 1085
JR 草津線　甲賀駅　徒歩 15 分
http://www.kohga-ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 午後 13:40 ～ 16:50 420 万 20 名

0/00（○）～ 2/20（金）

0/00（○）～ 3/05（金）

0/00（○）～ 3/26（金）

2/22 （日）

3/07 （日）

3/28 （日）

30,000 円
国 語 Ⅰ ・ Ⅱ、 小 論 文、

面接、 書類審査

京都衛生専門学校 （075） 672-1106
〒 601-8011　京都府京都市南区東九条南山王町 5-1
JR 線　京都駅　徒歩 5 分
http://www.kyoto-eisei.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 13:00 ～ 16:30 400 万 60 名

1/19（月）～ 2/20（月）

2/23（月）～ 3/19（金）

2/22 （日）

3/21 （日）
　鍼灸科認可申請中 10,000 円

【推薦入試】 面接・小論文

【一般入試】面接・小論文・

総合理科

柔整 夜間 18:00 ～ 21:30 400 万 60 名

鍼灸 午後 13:00 ～ 16:30 400 万 60 名

鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:30 400 万 60 名

森ノ宮医療学園専門学校 （06）6976-6889
〒 537-0022　大阪府大阪市東成区中本 4-1-8
地下鉄中央線　緑橋駅　徒歩 6 分
http://www.morinomiya.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 全日 09:00 ～ 16:10 492 万 若干名

1/13（火）～ 2/13（金） 2/21 （土） 　 30,000 円

【必須】

国 語、 小 論 文、 面 接

【選択】

生物、 社会、 英語より 1

科目

鍼灸 午後 13:00 ～ 16:10 456 万 若干名

鍼灸 夜間 17:50 ～ 21:00 456 万 若干名

柔整 全日 09:00 ～ 16:10 492 万 若干名

柔整 午後 13:00 ～ 16:10 456 万 若干名

柔整 夜間 17:50 ～ 21:00 456 万 若干名

東洋医療専門学校 （0120）418-304
〒 532-0004　大阪府大阪市淀川区西宮原 1-5-35
JR 線 ・ 地下鉄御堂筋線　新大阪駅　徒歩 5 分
http://www.toyoiryo.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 全日 09:10 ～ 14:50 420 万 若干名

1/13 （～ 2/20 （金） 2/21 （土） 欠員があった場合のみ実施 20,000 円 適性検査 ・ 作文 ・ 面接
鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:10 360 万 若干名

関西医療学園専門学校 （06） 6699-2222
〒 558-0011　大阪府大阪市住吉区苅田 6-18-13
地下鉄御堂筋線　あびこ駅　徒歩 5 分
http://www.kansai.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 夜間 17:50 ～ 21:00 450 万 若干名 1/23（火）～ 2/03（火） 2/11 （水） 30,000 円 国語、 生物、 面接
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行岡整復専門学校 （072） 621-0881
〒 567-0801　大阪府茨木市総持寺 1-1-41
阪急京都線　総持寺駅　徒歩 7 分
http://www.yukioka.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 13:30 ～ 16:40 395 万 非公開 1/29（木）～ 2/12（木）

2/27（金）～ 3/12（金）

2/14 （日）

3/14 （日）
30,000 円

国 語 Ⅰ ・ Ⅱ、 小 論 文、

面接柔整 夜間 17:50 ～ 21:00 395 万 非公開

大阪凰林医療学院 （06） 6266-9449
〒 541-0054　大阪府大阪市中央区南本町 1-4-10
地下鉄御堂筋線 ・ 堺筋線 ・ 中央線　堺筋本町駅　徒歩 1 分
http://www.orin.or.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 13:00 ～ 16:10 460 万 非公開

1/26（月）～2/12（木）

2/16（月）～ 3/18（木）

2/15 （日）

3/21 （日）
20,000 円

【一般入試】 国語、 生物、

小論文、 面接

【社会人入試】 小論文、

面接

柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 460 万 非公開

鍼灸 午後 13:00 ～ 16:10 460 万 非公開

鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:10 460 万 非公開

明治東洋医学院専門学校 （06） 6381-3811
〒 564-0034　大阪府吹田市西御旅町 7-53
阪急千里線　下新庄駅　徒歩 5 分
http://www.meiji-s.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 午後 13:00 ～ 16:10 460 万 若干名

2/16（月）～ 3/08（月） 3/14 （日）
鍼灸 （午後） ・ 柔整 （午後） 週 2

日は 17:50 まで　
20,000 円 小論文、 面接

鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:10 460 万 若干名

柔整 午後 13:00 ～ 16:10 460 万 若干名

柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 460 万 若干名

関西健康科学専門学校 （0797） 22-7221
〒 659-0065　兵庫県芦屋市公光町 1-18
JR 線　芦屋駅　徒歩 10 分
http://www.kanken.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 午後 13:00 ～ 16:10 430 万 非公開 1/28（水）～ 2/11（水）

2/25（水）～ 3/10（水）

2/15 （日）

3/14 （日）
3/14 は一般入試のみ実施 30,000 円

【推薦 ・ 社会人】 小論文、
面接
【一般】 国語Ⅰ ・ Ⅱ、 生
物Ⅰ A ・ B、 面接柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 430 万 非公開

朝日医療技術専門学校 （086） 214-5214
〒 700-0013　岡山県岡山市伊福町 3-10-14
JR 線　岡山駅　徒歩 10 分
http://www.asahi.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午後 13:00 ～ 16:10 456 万 非公開

1/13（火）～ 2/07（土） 2/08 （日） 併願時の検定料は 35,000 円 25,000 円
英語、数学、国語、理科、

面接
柔整 夜間 18:00 ～ 21:10 456 万 非公開

鍼灸 夜間 18:00 ～ 21:10 456 万 非公開

ＩＧＬ医療専門学校 （082） 849-5001
〒 731-3164　広島県広島市安佐南区伴東 1-12-18
広島高速交通アストラムライン　長楽寺駅　徒歩 7 分
http://www.igl.or.jp/iryo

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
鍼灸 午後 13:00 ～ 18:00 435 万 若干名 1/19（月）～ 2/05（木）

2/09（月）～ 3/18（木）

2/07 （土）

3/20 （土）
　 30,000 円

国 語、 生 物、 小 論 文、

面接柔整 午後 13:00 ～ 18:00 435 万 若干名

四国医療専門学校 （0877） 49-5800
〒 769-0205　香川県綾歌郡宇多津町浜五番丁 62-1
JR 線　宇多津駅　徒歩 5 分
http://www.459.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
あマ 昼間 10:40 ～ 16:10 402 万 非公開

2/02（月）～ 2/27（金） 3/06 （土） 　※あマは鍼灸 ・ あマ指科 25,000 円 一般常識 ・ 面接

鍼灸 昼間 10:40 ～ 16:10 366 万 非公開

鍼灸 夜間 17:55 ～ 22:00 366 万 非公開

柔整 昼間 10:40 ～ 16:10 366 万 非公開

柔整 夜間 17:55 ～ 22:00 366 万 非公開

広島医療体育学院専門学校 （0827） 53-1103
〒 739-0627　広島県大竹市小方町小方苦ノ坂東山 171
JR 山陽本線　大竹駅　スクールバス送迎
http://www.hams-ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 全日 09:20 ～ 16:20 432 万 若干名

1/26（月）～ 2/13（金）
1/26（月）～ 2/13（金）
2/16（月）～ 3/05（金）
3/08（月）～ 3/26（金）

2/15 （日）
2/22 （日）
3/07 （日）
3/28 （日）

2/22 は学外入試（東京・大阪・福岡）

3/28 は欠員のある場合のみ実施
30,000 円

国 語、 生 物、 小 論 文、

面接
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福岡医健専門学校 （0120） 717-261
〒 812-0032　福岡県福岡市博多区石城町 7-30
地下鉄箱崎線　千代県庁口駅　徒歩 10 分
http://www.iken.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目
柔整 午前 09:20 ～ 12:30 545 万 非公開 1/　　　　～ 2/05（木）

2/06（金）～ 2/19（木）

2/20（金）～ 3/04（木）

2/08 （日）

2/22 （日）

3/07 （日）

定員になり次第願書の受付を締め

切る場合があります
20,000 円

国語、 作文、 書類選考、

生物、 適職診断
柔整 夜間 18:20 ～ 21:30 545 万 非公開

鍼灸 午後 13:20 ～ 16:30 545 万 非公開

九州環境福祉医療専門学校 （0942）81-3131
〒 841-0027　佐賀県鳥栖市松原町 1709-2
JR 線　田代駅　徒歩 3 分
http://www.kyuhuku.net

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 全日 09:00 ～ 16:25 460 万 30 名

2/02（月）～ 2/10（火）

2/23（月）～ 3/03（水）

3/08（月）～ 3/17（水）

2/14 （土）

3/06 （土）

3/20 （土）

30,000 円 事前作文、 面接、 国語

鹿児島鍼灸専門学校 （099）259-0615
〒 890-0051　鹿児島県鹿児島市高麗町 37-7
JR 線　鹿児島中央駅　徒歩 15 分
http://www.k-cam.ac.jp/kashin/siframe.htm

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 昼間 11:00 ～ 16:30 400 万 非公開
0/00（月）～ 2/04（水）

2/17（火）～ 3/18（木）

2/08 （日）

3/21 （日）
30,000 円 国語、 小論文、 面接

帝京平成大学（4年制） （0436）74-3920
〒 290-0193　千葉県市原市潤井戸 2289
JR 京葉線 ・ 外房線　蘇我駅　バス 25
http://www.thu.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 全日 09:20 ～ 18:10 未定 非公開 2/09（月）～ 2/18（水）

2/20（金）～ 3/05（金）

2/21 （土）

3/09 （金）
35,000 円

【必須】 面接

【選択】国語、英語、数学、

生物、 化学より 2 科目柔整 全日 09:20 ～ 18:10 未定 非公開

鈴鹿医療科学大学（4年制） （0593）83-9591
〒 510-0293　三重県鈴鹿市岸岡町 1001-1
近鉄名古屋線　千代崎駅　徒歩 12 分
http://www.suzuka-u.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 全日 09:00 ～ 18:00 959 万 12 名 2/16（月）～ 2/27（金） 3/05 （金） 　 35,000 円

数学 （Ⅰ ・ Ⅱ ・ A） ・ 化学

Ⅰ B ・ 生物Ⅰ B より 1 科

目選択

明治鍼灸大学（4年制） （0771）72-1188
〒 629-0392　京都府船井郡日吉町
JR 山陰本線　鍼灸大学前駅　徒歩 2 分
http://www.meiji-u.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

鍼灸 全日 09:30 ～ 16:40 1,010 万 5 名 2/16（月）～ 2/27（金） 3/06 （土）

30,000 円

【必須】 英語、 小論文、

面接

【選択】 生物Ⅰ B、 化学

Ⅰ B、 物理Ⅰ B より 1 科

目
柔整 全日 09:30 ～ 16:40 958 万 各 5 名

2/16（月）～ 2/27（金）

3/12（金）～ 3/23（火）

3/06 （土）

3/26 （金）
３／ 26 は小論文 ・ 面接のみ

明治鍼灸大学医療技術短期大学部 （0771）72-1188
〒 629-0392　京都府船井郡日吉町
JR 山陰本線　鍼灸大学前駅　徒歩 2 分
http://www.meiji-j.ac.jp

コース 授業時間 学費 募集人数 願書受付期間 入試日 備考 検定料 入試科目

柔整 全日 09:30 ～ 16:40 731 万 各 5 名
2/16（月）～ 2/27（金）

3/12（金）～ 3/23（火）

3/06 （土）

3/26 （金）
　小論文 ・ 面接のみ 30,000 円

【必須】 英語、 小論文、
面接
【選択】 生物Ⅰ B、 化学Ⅰ
B、 物理Ⅰ B より 1 科目
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治
療
院
に
お
け
る
人
材
育
成
法

　

―
―

10
院
で
ス
タ
ッ
フ
の
総

数
は
何
名
で
す
か
。

　

牧
元　

60
名
で
す
。

　

―
―

柔
道
整
復
師
、鍼
灸
師
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
有
資
格
者
は

何
名
い
る
の
で
す
か
。

　

西
村　

柔
道
整
復
師
は
15
名

で
鍼
灸
師
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は

14
名
で
す
。
柔
道
整
復
師
で
か

つ
鍼
灸
師
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の

資
格
を
も
っ
て
い
る
人
は
８
名

で
す
。
学
生
は
39
名
（
受
付
15

名
、
そ
の
他
24
名
）
で
す
。

　

―
―

人
材
の
採
用
、
育
成
、

教
育
・
定
着
ま
で
を
お
聞
き
し

た
い
の
で
す
が
、
ま
ず
、
採
用
に
つ
い
て
で
す
が
、

採
用
方
針
と
い
う
も
の
を
お
持
ち
な
の
か
。
ど
の

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
対
応
し
て
い
る
の
か
、
そ
の

辺
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

西
村　

基
本
的
に
は
、
経
験
は
一
切
問
い
ま
せ

ん
。
と
に
か
く
ヤ
ル
気
だ
け
で
す
。
ヤ
ル
気
を
見

せ
て
く
れ
る
人
で
す
。体
育
会
系
の
ノ
リ
な
の
で
、

上
下
関
係
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
り
、
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
な
ど
で
す
。
患
者
さ
ん
に
は
お
年
寄
り

が
多
い
の
で
、
目
上
の
人
に
対
し
て
の
尊
敬
の
念

で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
ね
。

　

―
―

こ
こ
は
地
域
的
に
も
お
年
寄
り
が
多
い
場

所
で
す
ね
。
患
者
の
う
ち
お
年
寄
り
の
比
率
は
ど

れ
位
で
す
か
。

　

牧
元　

そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
院
の
１
日
の
患
者
数

は
１
０
０
名
程
度
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
多
く
の

患
者
さ
ん
が
高
齢
者
で
す
。
当
グ
ル
ー
プ
で
は
老

人
が
多
い
た
め
、「
老
人
治
せ
ず
し
て
何
が
で
き

る
」
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、
か
つ
、
技
術
に
ば
か

り
頼
る
の
で
は
な
く
挨
拶
、
心
づ
か
い
、
言
葉
遣

い
、
上
下
関
係
な
ど
人
間
的
に
成
長
で
き
る
人
材

を
育
て
て
い
ま
す
。
よ
く
修
行
は
掃
除
か
ら
と
言

い
ま
す
が
、
掃
除
が
で
き
な
い
人
は
技
術
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。な
ぜ
か
と
言
う
と
、

細
か
い
目
に
付
か
な
い
ほ
こ
り
や
ゴ
ミ
を
見
過
ご

し
た
り
、
見
え
な
い
人
に
は
人
間
の
体
の
奥
が
見

え
な
い
の
で
す
。

　

―
―

ス
タ
ッ
フ
の
採
用
試
験
は
、
や
は
り
面
接

で
す
か
。

　

牧
元　

基
本
的
に
は
、
面
接
で
す
。
実
技
を
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
な
れ
ば

我
々
で
教
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
ヤ
ル
気
さ
え
あ
れ

ば
必
ず
技
術
は
習
得
で
き
る
は
ず
で
す
。
で
す
か

ら
、
で
き
な
く
て
も
構
わ
な
い
の
で
す
。
逆
に
、

あ
る
考
え
方
に
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
と
そ
れ
を
解

す
の
に
大
変
な
の
で
、
で
き
な
い
方
が
い
い
時
も

あ
り
ま
す
。
何
も
知
ら
な
い
方
が
教
え
易
い
の
も

事
実
で
す
。

　

―
―

面
接
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
か
れ
る

の
で
す
か
。

　

牧
元　

業
界
に
入
っ
た
理
由
、
履
歴
書
に
書
い

て
あ
る
過
去
の
内
容
な
ど
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に

基
本
的
に
聞
い
た
こ
と
の
応
答
は
、
あ
ま
り
あ
て

に
し
て
い
ま
せ
ん
。面
接
に
来
て
く
れ
た
本
人
が
、

ど
の
よ
う
な
笑
顔
を
出
し
て
く
れ
る
か
、
ど
う
い

う
口
調
で
話
を
し
て
く
れ
る
か
、
ど
の
く
ら
い
説

得
力
が
あ
る
か
、
そ
の
人
自
身
の
人
柄
を
み
て
い

る
の
で
、過
去
の
経
歴
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

対
応
の
仕
方
と
い
っ
た
部
分
の
方
が
重
要
で
す
の
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で
、「
面
接
を
受
け
に
行
き
た
い
の
で
す
が
」
と

電
話
が
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
そ
こ
か
ら
面
接
が

始
ま
っ
て
い
る
、
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

―
―

ス
タ
ッ
フ
は
積
極
的
に
採
用
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
か
。

　

牧
元　

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
や
や
性
格
が
暗
い
と
感
じ
る
人
が
い
た
場
合

な
ど
で
も
、
う
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ば
絶
対
に

変
え
ら
れ
る
と
思
っ
た
人
は
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
は
良
い
面
を
も
っ
て
い
る
が
眠
っ
て
い
る

人
材
だ
と
、人
を
見
抜
く
の
が
我
々
の
技
量
で
す
。

　

―
―

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
教
育
内
容
な
ど
は
ど

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

西
村　

勉
強
会
は
月
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。
２

回
ず
つ
同
じ
内
容
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
２
回
出

席
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。
中
に
は
復
習
す
る
意
味

で
４
回
す
べ
て
出
席
す
る
人
も
い
ま
す
。
内
容
と

し
て
は
、
当
グ
ル
ー
プ
独
自
の
治
療
法
、
江
戸
時

代
よ
り
伝
わ
る
鍼
治
療
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
包

帯
法
、
テ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
基
本
的
な
こ
と
も
行
な

い
ま
す
。
技
術
が
未
熟
な
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
経

験
を
積
ん
で
き
た
先
生
で
も
初
心
・
基
本
を
忘
れ

て
は
よ
り
良
い
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。
基
本
的
な

こ
と
を
蔑
ろ
に
し
て
技
ば
か
り
に
走
っ
て
し
ま
う

と
、
基
本
を
忘
れ
、
結
果
と
し
て
患
者
に
説
明
も

で
き
な
く
な
る
の
で
す
。
患
者
さ
ん
は
難
し
い
説

明
を
し
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
に
お
い

て
、
治
療
後
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ

と
を
や
さ
し
い
言
葉
で
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。
こ
れ
な
ど
は
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
と
は

か
な
り
違
う
と
思
い
ま
す
。
各
接
骨
院
で
来
院
し

た
難
し
い
症
例
な
ど
も
ス
タ
ッ
フ
で
話
し
合
っ
た

り
し
て
、
こ
う
い
う
治
療
は
ど
う
か
？
な
ど
、
実

際
に
次
の
日
か
ら
使
え
る
技
術
を
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、勉
強
会
の
内
容
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、

ビ
デ
オ
撮
影
も
行
い
、
後
か
ら
入
っ
て
き
た
先
生

で
も
勉
強
で
き
る
態
勢
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
、お
互
い
に
補
い
合
い
が
で
き
る
内
容
で
す
。

柔
道
整
復
師
で
も
、
患
者
さ
ん
に
は
打
た
な
い
も

の
の
、
鍼
を
打
つ
技
術
は
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ツ
ボ
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手

技
の
幅
を
広
げ
治
療
効
果
の
高
い
技
術
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
鍼
灸
師
の
先
生

で
も
柔
道
整
復
師
の
先
生
以
上
に
包
帯
の
上
手
な

人
も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
か
な
り
の

成
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

―
―

定
例
の
月
４
回
あ
る
勉
強
会
の
ほ
か
、
新

人
の
教
育
の
手
順
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

　

牧
元　

患
者
さ
ん
と
の
対
応
が
、
技
術
の
前
に

一
番
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
は
時
間
を
か
け

て
、
徹
底
し
て
最
初
に
行
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に

何
か
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。但
し
、

免
許
持
ち
か
学
生
か
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
有
資

格
者
は
、
そ
の
人
の
考
え
方
、
技
術
が
当
院
に
合

う
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
も
し
合
え
ば
、

即
戦
力
と
し
て
働
い
て
も
ら
い
ま
す
。
学
生
は
技

術
力
が
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
基
本
的
な
包
帯

巻
き
、
湿
布
作
り
、
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
始
め
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、〝
修
業
的
感
覚
〞

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
私
た
ち
も
〝
修
行
〞

を
経
験
し
、
臨
床
経
験
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
に
早
く
接
し
た
い
気
持
ち
を
暖

め
な
が
ら
下
積
み
を
経
験
し
て
い
ま
す
の
で
、
患

者
さ
ん
に
触
れ
る
喜
び
を
ス
タ
ッ
フ
に
も
理
解
し

て
ほ
し
い
の
で
す
。
何
で
も
最
初
か
ら
与
え
て
し

ま
う
と
、
本
人
が
勘
違
い
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

　

―
―

適
切
な
包
帯
の
巻
き
方
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
す
か
。

　

西
村　
「
き
つ
過
ぎ
ず
、
ゆ
る
過
ぎ
ず
」
で
す
。

「
落
ち
な
い
、
は
ず
れ
な
い
、
崩
れ
な
い
、
奇
麗
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
巻
く
だ
け
で
し
た
ら
、
誰
で

も
簡
単
に
巻
け
ま
す
。
し
か
し
、
巻
き
方
に
よ
っ

て
、
体
に
良
く
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
包
帯
の

折
れ
一
つ
に
よ
っ
て
、
血
管
へ
の
圧
迫
が
変
わ
り
、

血
流
を
阻
害
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

ふ
く
ら
は
ぎ
を
き
つ
く
巻
く
と
、
人
間
は
立
ち
上

が
る
と
筋
繊
維
は
太
く
な
り
ま
す
の
で
、
ふ
く
ら

は
ぎ
が
し
ぼ
み
、
足
に
し
び
れ
が
発
症
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
普
通
の
状
態
で
、
ゆ
る
い
か
な
、

と
い
う
巻
き
方
で
も
、
立
っ
た
時
に
ち
ょ
う
ど
い

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
加
減
が
難
し

い
の
で
す
。
常
に
基
本
的
に
奇
麗
に
巻
か
れ
て
い

る
、
こ
と
が
絶
対
的
な
条
件
で
す
。

す
べ
て
伸
縮
自
在
の
包
帯
を
使
用
で
き
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
痛
み
が
出
て
、
腫
れ
が
あ
り
、
動
か

し
た
く
な
い
場
合
に
は
、
綿
の
固
定
包
帯
が
い
い

の
で
す
。
一
方
、
伸
縮
自
在
の
包
帯
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
に
有
効
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

目
的
に
よ
っ
て
違
う
包
帯
を
使
い
分
け
ま
す
。
一

般
の
方
に
は
、
そ
の
点
を
理
解
さ
れ
て
い
る
人
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
柔
道
整
復
師
の

基
礎
的
な
考
え
で
す
。
こ
の
こ
と
も
患
者
さ
ん
に

し
っ
か
り
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
こ
に
勉
強

会
の
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

　

―
―

鍼
に
つ
い
て
、
特
殊
な
も
の
を
使
用
し

て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

　

西
村　

鍼
灸
治
療
は
、
基
本
的
に
は
手
で
筋
肉

の
悪
い
箇
所
を
見
つ
け
打
つ
も
の
で
す
。
自
分
た

ち
は
、
指
の
感
覚
で
行
い
ま
す
が
、
養
成
学
校
な

ど
で
は
、
ツ
ボ
で
教
え
て
い
き
ま
す
。
大
体
の
鍼

灸
院
で
は
、
ツ
ボ
に
鍼
を
刺
し
ま
す
。
ツ
ボ
と
い

う
の
は
、
体
の
表
面
上
の
打
つ
場
所
を
言
葉
で
説

明
で
き
る
箇
所
に
打
つ
の
が
基
本
で
す
。
例
え
ば
、

合
谷
の
下
に
あ
る
筋
肉
を
た
ど
っ
た
時
に
、
そ
の

中
で
一
番
悪
そ
う
な
箇
所
を
探
し
て
い
く
。
そ
の

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
悪
そ
う
な
箇
所
を
、
も

し
く
は
固
さ
を
除
去
す
る
と
、
そ
の
患
者
さ
ん
の

症
状
が
緩
和
・
消
失
で
き
る
箇
所
を
指
で
探
し
て

打
つ
の
で
す
。
単
な
る
ツ
ボ
だ
け
で
収
ま
っ
て
い

な
い
箇
所
を
探
す
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
の
で

す
。
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
は
、
ど

こ
が
違
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
も
の
は
、
諸
先
輩
方
が
仲
間
内
の
か

ら
だ
を
通
し
て
、
実
験
を
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

症
状
の
あ
る
箇
所
に
施
術
を
し
て
も
症
状
が
消
え

な
い
。
実
は
、
全
然
違
う
あ
る
一
点
を
打
つ
と
そ

の
症
状
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
当

院
独
自
の
治
療
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ

が
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
て
確
認
さ
れ
た
方
法
を

教
わ
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
今
ま
で
の
先
輩
た
ち

が
培
っ
て
き
た
、
各
疾
患
・
症
状
に
対
し
て
、
治

療
効
果
が
あ
る
場
所
に
打
つ
治
療
方
法
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
確
認
す
る
必
要
が
な
い
ほ

ど
実
績
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

―
―

使
用
す
る
鍼
は
普
通
の
も
の
で
す
か
。

　

西
村　

ス
テ
レ
ン
ス
鍼
は
一
切
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。
体
に
や
さ
し
く
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
銀
の

鍼
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
銀
と
い
う
の
は
、
ス
テ

レ
ン
ス
に
比
べ
て
柔
ら
か
い
の
で
、
刺
す
技
術
が

必
要
で
す
。
な
お
か
つ
、
短
い
鍼
は
入
鍼
す
る
の

は
楽
で
す
が
、
普
通
よ
り
長
い
２
寸
の
鍼
を
使
用

し
て
い
ま
す
の
で
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
で
す

の
で
、
当
院
は
刺
す
ま
で
の
研
修
が
長
い
で
す
ね
。

　

鍼
と
は
奥
が
深
い
の
で
す
が
、
鍼
師
は
、
ど
う

し
て
も
治
療
に
専
念
、
集
中
し
や
す
い
の
で
す
。

治
療
し
た
ら
、
完
全
に
治
さ
な
く
て
は
と
必
死
に

な
る
の
で
す
。
職
人
気
質
と
い
う
も
の
が
出
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
そ
れ
で
悪
い
こ
と

で
は
な
い
の
で
す
が
、
も
う
少
し
か
ら
だ
全
体
を

診
て
こ
そ
治
療
に
な
る
、
と
い
う
捉
え
方
を
す
べ

き
だ
と
思
う
の
で
す
。
し
か
も
、
表
面
的
、
肉
体

的
だ
け
で
な
く
精
神
的
な
面
ま
で
ケ
ア
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
一
番
重
要
な
点
で
す
。
接

骨
院
は
、
人
と
人
の
触
れ
合
い
の
場
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、
当
グ
ル
ー
プ
の
平
松
会
長
か
ら
の
教
え

で
も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
築

け
れ
ば
、軽
く
患
者
さ
ん
の
体
を
触
る
だ
け
で
「
楽

に
な
り
ま
し
た
」
と
思
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
関
係

ま
で
作
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
と
い

う
思
い
は
あ
り
ま
す
。

�
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
大
切
に
�
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治
療
院
に
お
け
る
人
材
育
成
法

た
、
技
術
の
未
熟
な
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん
か
ら

治
療
費
を
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
大

変
失
礼
な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
業
界
は
人
材
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
と

言
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
は
そ
こ
が
少
な
い
の
が
不

思
議
な
く
ら
い
で
す
。
各
接
骨
院
の
院
長
が
ス
タ

ッ
フ
の
技
術
カ
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
目
に
見
え
て
自
分
が
成

長
を
し
て
い
く
の
が
分
か
る
の
で
す
。
同
じ
こ
と

の
繰
り
返
し
の
よ
う
に
見
え
る
治
療
で
も
、
ス
タ

ッ
フ
の
意
識
レ
ベ
ル
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ

は
院
長
の
私
で
さ
え
も
圧
倒
さ
せ
ら
れ
る
と
き
が

あ
る
く
ら
い
で
す
。
将
采
Ｊ
Ｍ
Ｔ
で
修
行
を
積
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

―
―

給
与
面
に
つ
い
て
は
、
い
か
が
で
す
か
。

　

西
村　

学
生
は
、
当
初
の
３
カ
月
は
12
万
円
。

３
カ
月
過
ぎ
て
か
ら
は
、
本
採
用
に
な
り
ま
す
。

15
万
円
に
な
り
ま
す
。
免
許
取
得
者
は
同
様
に
、

18
万
円
。
本
採
用
に
な
れ
ば
22
万
円
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
目
安
で
す
。
３
カ
月
た
た
な
く
て
は
、

ダ
メ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
の
や

る
気
で
す
。
こ
の
３
カ
月
の
間
に
、
院
側
か
ら
判

断
し
て
採
用
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
本
人

か
ら
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
辞
め
て
い
く
人

も
い
ま
す
。
３
カ
月
の
経
験
を
積
む
と
辞
め
る
人

は
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
い
る
人
は
、
技
術
の
面

や
患
者
さ
ん
の
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
面
白
み
が
増
し
て
く
る
ん

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
意
識
が
芽

生
え
て
か
ら
は
、
辞
め
る
人
は
い
ま
せ
ん
。　

　

―
―

残
業
は
あ
る
の
で
す
か
。

　

西
村　

夜
７
時
頃
に
終
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
か

ら
掃
除
、
一
人
一
人
の
カ
ル
テ
チ
ェ
ッ
ク
と
記
入

な
ど
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
時
間
通
り

に
は
終
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
す
ね
。

　

―
―

独
立
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
あ
る
の

で
す
か
。

　

西
村　

当
グ
ル
ー
プ
独
自
の
自
立
型
分
院
制
度

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
だ
け
専
門
学
校
が
で
き
る
と
、

近
い
将
采
必
ず
接
骨
院
が
乱
立
状
態
に
な
る
の
は

目
に
見
え
て
い
ま
す
。
歯
科
医
院
や
美
容
院
と
同

じ
で
す
。
開
業
す
る
為
に
借
金
を
す
る
の
は
大
変

な
こ
と
で
す
し
、
問
題
が
発
生
し
た
と
き
で
も
親

身
に
相
談
で
き
る
仲
間
が
い
る
と
カ
強
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
グ
ル
ー
プ
で
カ
を
あ
わ
せ
会
社
の
一

員
と
し
て
分
院
長
を
や
っ
て
み
た
い
人
に
は
魅
力

あ
る
制
度
で
す
。
開
業
の
資
金
援
助
な
ど
も
あ
り

　

荒
川
名
倉
接
骨
院
は
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
10
名
＝

受
付
２
名
、
柔
整
師
３
名
、
鍼
灸
師
２
名
、
学
生

４
名
（
院
長
は
柔
整
・
鍼
灸
資
格
持
つ
た
め
重
複
）

に
よ
り
、
今
年
２
月
で
開
業
し
て
４
年
目
を
迎
え

る
。

　
「
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
」
と
松
田
院

長
が
話
す
よ
う
に
、
平
日
は
１
日
あ
た
り
１
０
０

〜
１
４
０
名
の
患
者
で
院
内
は
ご
っ
た
返
し
て
い

る
。
が
、
そ
の
わ
り
に
は
患
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
て
い
る
。
待
ち
時
間
が
少
な
い
の
だ
。

「
来
院
患
者
が
多
く
て
も
待
ち
時
間
が
少
な
い
」

の
は
「
治
療
順
序
（
要
領
）
を
徹
底
し
て
、
回
転

よ
く
む
だ
な
時
間
は
つ
く
ら
な
い
こ
と
」
だ
と
い

う
。
患
者
に
対
し
て
、
は
じ
め
に
基
本
的
な
治
療

方
針
を
明
確
に
立
て
、
患
者
１
人
１
人
の
治
療
の

ま
す
。
Ｊ
Ｍ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
、
と
い
う
人
は
い
ま
す
。
つ
ま
り
分
院

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
独
立
採

算
性
で
は
な
く
給
与
制
で
す
。
現
在
の
経
済
状
況

や
競
争
激
化
の
状
態
で
は
、
銀
行
か
ら
借
金
し
て

独
立
す
る
の
は
大
変
な
大
き
な
リ
ス
ク
で
す
。

　

―
―

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
関
連
の
問
い
合
わ

せ
が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　

西
村　

近
隣
に
あ
る
全
国
大
会
出
場
を
狙
う
高

校
の
サ
ッ
カ
ー
部
と
ト
レ
ー
ナ
ー
業
務
提
携
し
、

選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
管
理
か
ら
外
傷
治
療
な

ど
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
、
ト
レ
ー
ナ
ー
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
外
傷
治
療
を
主

と
し
、
選
手
に
で
き
る
限
り
「
痛
み
」
な
く
グ
ラ

ン
ド
で
思
い
切
り
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
に
日
頃
の

通
院
治
療
か
ら
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
管
理
を
し
て
い

ま
す
。
当
然
な
が
ら
外
傷
に
対
す
る
知
識
、
技
術

が
必
要
と
さ
れ
る
訳
で
す
が
、
日
頃
の
治
療
院
業

務
に
於
い
て
老
人
や
中
高
年
の
人
た
ち
を
治
療
で

き
治
せ
る
技
術
が
な
い
と
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
ト
レ
ー
ナ
ー
育
成

も
日
常
の
治
療
院
業
務
あ
っ
て
の
も
の
と
捉
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
あ
く
ま
で
基
本
は
治
療
院
で
の

治
療
で
す
。
確
か
に
一
見
華
や
か
に
見
え
る
ス
ポ

ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
で
す
が
、
そ
れ
を
職
業
に
す
る

の
は
難
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
言
っ
て

い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ト

レ
ー
ナ
ー
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
本
来
の
治
療
院

を
経
営
し
、
そ
の
上
で
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
団

体
の
専
属
ト
レ
ー
ナ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
点
を
理
解
し
な
い
と
、

理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
落
胆

す
る
で
し
ょ
う
ね
。
や
は
り
治
療
を
す
る
立
場
か

ら
は
、
繰
り
返
し
ま
す
が
基
本
的
技
術
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
将
来
に
役

に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
 

か
つ
て
骨
接
ぎ
と
い
え
ば
〝
千
住
の
名
倉
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０
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５
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８
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７
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の
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提
携
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り
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臼
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打
撲
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捻
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な
ど
に
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し
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独
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の
治
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法
が
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の
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�
荒
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浩
樹
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東
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荒
川
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荒
川
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Tel
03―

３
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０
３―
８
９
７
６
�
だ
�

整
形
外
科
病
院
と
の
連
携
で
日
常
が
研
修

誤
り
を
す
ぐ
に
修
正
す
る
素
直
さ
が
大
切

荒
川
名
倉
接
骨
院　

松
田
浩
樹
院
長
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方
向
性
、
目
標
を
設
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
術
者

も
治
療
が
し
や
す
い
く
、
各
症
例
で
パ
タ
ー
ン
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
誰
で
も
（
院
長
以
外
も)

治
療
が
で
き
る
。
ま
た
、
患
者
に
自
宅
な
ど
で
や

っ
て
ほ
し
い
事
、
や
っ
て
ほ
し
く
な
い
事
な
ど
徹

底
指
導
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
患
者
が
多
い
た
め
、
患
者
と
の
信
頼

関
係
づ
く
り
に
心
が
け
る
。

「
必
ず
直
す
為
に
一
生
懸
命
や
る
事
を
伝
え
、
何

処
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
理
解
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
る
」

　

各
症
例
に
対
し
て
の
詳
し
い
説
明
は
も
と
よ

り
、
通
院
期
間
や
治
癒
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
患
者
が
納
得
い
く
ま
で
何
回
で
も
説
明
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
と
く
に
、
他
院
か
ら
転
医
し
て

き
た
患
者
に
は
、
十
分
に
話
を
し
て
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。不
審
感
が
あ
る
う
ち
は
、

治
り
に
く
い
の
と
、「
あ
そ
こ(

当
院)

に
行
け
ば

治
る
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
で
な
い
と
、
良
い
結
果

が
で
な
い
か
ら
だ
。

　

松
田
院
長
が
治
療
に
関
し
て
も
う
一
つ
気
を
つ

け
て
い
る
の
が
「
接
骨
院
で
治
療
で
き
る
症
例
の

判
断
を
迅
速
に
行
う
」
と
い
う
こ
と
だ
。
原
因
不

明
の
腫
脹
、
内
蔵
疾
患
に
よ
る
痛
み
な
ど
は
専
門

医
に
紹
介
す
る
。
判
断
を
間
違
え
る
と
接
骨
院
の

信
頼
感
を
損
な
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
治
療

が
進
行
中
で
も
、
急
な
変
化
（
症
状
悪
化
）
の
際

も
専
門
医
へ
紹
介
す
る
事
は
大
切
。
決
し
て
恥
ず

か
し
い
事
で
は
な
い
。
で
き
な
い
事
を
で
き
な
い

と
は
っ
き
り
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
も
あ

る
」
と
話
す
。
あ
く
ま
で
も
患
者
本
位
の
考
え
方

が
同
院
の
人
気
の
秘
密
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

現
在
、
荒
川
名
倉
接
骨
院
は
荒
川
名
倉
病
院
と

の
提
携
に
よ
り
検
査
、
診
断
、
治
療
結
果
（
方
針
）

な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
２
つ
の
効
果

が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
前
述
し
た
と
お

り
、
難
疾
患
な
ど
は
専
門
医
の
判
断
を
仰
い
だ
り

紹
介
し
て
診
て
も
ら
う
と
い
う
患
者
の
た
め
の
も

の
だ
が
、
も
う
一
方
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
勉
強
の
た

め
で
も
あ
る
。
荒
川
名
倉
病
院
と
の
提
携
に
よ
っ

て
「
患
者
を
紹
介
し
、
検
査
、
診
断
、
治
療
し
た

も
の
が
す
ぐ
に
連
絡
が
く
る
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど

も
見
せ
て
も
ら
え
る
の
で
、
こ
ち
ら
で
見
立
て
た

病
名
や
治
療
方
針
な
ど
と
専
門
医
の
診
断
と
で
照

ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、〝
答
え
合
わ
せ
〞

が
で
き
る
」。
施
術
の
現
場
は
ス
タ
ッ
フ
の
勉
強

の
場
と
も
な
っ
て
、
松
田
院
長
の
日
々
研
鑽
す
る

姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
外
傷
の
勉
強
が
し

た
い
人
は
、
荒
川
名
倉
病
院
で
時
間
外
の
研
修
も

で
き
る
。
ま
た
「
名
倉
接
骨
医
学
研
究
会
」
へ
参

加
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
同
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
こ
の
こ
と
を
聞

く
と
、
①
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
診
ら
れ
る

②
紹
介
し
た
後
の
結
果
が
わ
か
る
③
重
症
患
者
の

後
療
法
が
で
き
る
④
よ
り
多
く
の
骨
折
、
脱
臼
な

ど
外
傷
疾
患
が
診
れ
る
⑤
専
門
医
へ
の
紹
介
の
仕

方
、
や
り
と
り
が
わ
か
る―

―

な
ど
を
即
座
に
挙

げ
た
。

　

同
院
の
こ
う
し
た
日
常
の
業
務
は
「
帰
宅
時
間

が
早
い
」
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
集
中
力
を

高
め
た
診
療
内
容
は
、
診
療
時
間
以
外
の
残
業
が

ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
特
徴
だ
。
時
々
症
例
の
検
討

会
や
反
省
会
が
あ
る
と
多
少
遅
く
な
る
程
度
で
、

午
後
７
時
ま
で
が
営
業
時
間
で
あ
り
、
掃
除
を
す

る
だ
け
な
の
で
治
療
終
了
後
30
分
程
度
で
帰
宅
で

き
る
。

　

荒
川
名
倉
接
骨
院
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
外
傷

患
者
が
多
数
来
院
す
る
こ
と
で
あ
る
。
野
球
チ
ー

ム
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
と
の
提
携
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
や
骨
折
・
脱
臼
、
重
症
疾
患
の
後

療
法
が
荒
川
名
倉
病
院
よ
り
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
手
術
後
の
患
者
も
多
数
来
院
し
て
い
る
。

　

荒
川
名
倉
接
骨
院
の
ス
タ
�
フ
採
用
基
準

　

開
業
し
て
４
年
を
経
過
し
た
荒
川
名
倉
接
骨
院

は
順
調
に
売
上
げ
が
伸
び
て
き
た
が
、
分
院
展
開

に
つ
い
て
は
消
極
的
だ
。分
院
を
設
け
る
に
は「
安

心
し
て
ま
か
せ
ら
れ
る
人
材
が
育
た
な
い
と
で
き

な
い
」（
松
田
院
長
）
か
ら
だ
。

「
ス
タ
ッ
フ
が
い
ろ
い
ろ
と
覚
え
て
な
ん
で
も
や

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
経
営
を
考
え
る
時

間
も
で
き
る
し
、
次
の
展
開
な
ど
も
考
え
ら
れ
る

が
、
な
か
な
か
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
」
と
人

材
育
成
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
。

　

ち
ょ
っ
と
コ
ツ
を
覚
え
て
院
長
と
同
じ
よ
う
に

で
き
る
人
を
ど
ん
ど
ん
育
て
よ
う
と
す
る
が
、
そ

う
し
た
段
階
に
な
る
と
辞
め
た
が
る
ス
タ
ッ
フ
も

い
る
と
い
う
。「
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
業
界
」

と
い
わ
れ
る
所
以
と
も
い
え
る
部
分
で
あ
ろ
う

が
、
松
田
院
長
は
「
辞
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

出
た
ら
も
う
だ
め
。辞
め
た
い
人
は
仕
方
が
な
い
。

一
生
懸
命
や
る
人
は
、
徹
底
的
に
面
倒
見
る
」
と

い
う
方
針
だ
。

　

荒
川
名
倉
接
骨
院
の
ス
タ
ッ
フ
採
用
基
準
は
、

「
や
る
気
が
見
え
る
か
ど
う
か
」「
誤
り
を
指
摘
さ

れ
さ
れ
た
と
き
に
す
ぐ
に
修
正
で
き
る
素
直
さ
が

あ
る
か
ど
う
か
」
で
あ
る
と
い
う
。
ど
こ
の
接
骨

院
で
ど
れ
だ
け
や
っ
た
か
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の

経
験
は
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い
。「
た
だ
転
々

と
し
て
い
る
人
は
あ
ま
り
好
感
を
も
て
な
い
。
一

箇
所
で
も
長
く
勤
務
し
て
い
れ
ば
他
の
と
こ
ろ
が

短
く
て
も
事
情
を
察
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
…
。

脱
サ
ラ
し
て
こ
の
業
界
に
来
る
人
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
」。
転
々
と
し
て
い
る
人
は
、
す
ぐ
に
諦

め
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
見
方
だ
。
ま
た
〝
や
る

気
〞
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
表
れ
て

く
る
。「
例
え
ば
、
自
分
の
こ
と
を
話
す
前
に
就

労
時
間
や
給
与
面
ば
か
り
を
聞
い
て
く
る
人
は
敬

遠
し
て
し
ま
う
」。

　
「
歴
史
が
あ
っ
て
施
術
に
定
評
の
あ
る
接
骨
院

に
は
、
そ
の
噂
を
聞
き
つ
け
て
口
コ
ミ
で
術
者
も

来
る
し
患
者
も
来
る
」
松
田
院
長
に
は
〝
名
倉
〞

の
こ
う
し
た
伝
統
的
な
イ
ズ
ム
が
脈
々
と
流
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
今
か
ら
18
年
ほ
ど
前
松
田
院
長
は

荒
川
名
倉
病
院
の
門
を
叩
い
た
。「
当
時
は
給
料

要
ら
な
い
か
ら
働
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
人
ば
か

り
で
、
入
る
の
も
大
変
だ
っ
た
」。「
そ
れ
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
今
や
れ
と
い
っ
て
も
無
理
な
の

は
わ
か
る
が
、
あ
ま
り
に
治
療
技
術
向
上
へ
の
貪

欲
さ
が
な
さ
す
ぎ
て
労
働
条
件
ば
か
り
を
主
張
す

る
人
が
多
す
ぎ
る
」
と
釘
を
刺
し
た
。「
３
年
い

る
と
い
う
こ
と
が
大
変
な
こ
と
。
ご
ま
か
し
が
き

か
な
い
場
所
だ
っ
た
。
救
急
病
院
な
の
で
、
医
師

と
看
護
師
が
当
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
志
願
し

て
当
直
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ

松田院長
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請求団体の

選び方

　

請
求
業
務
を
分
類
す
る
と
、
個
人
で
請
求
業
務
を
行
う
「
個

人
請
求
」
と
団
体
や
請
求
代
行
会
社
等
へ
「
請
求
業
務
を
委
託

す
る
方
法
」
と
に
大
別
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
最
初

に
「
個
人
請
求
」
と
「
請
求
業
務
を
委
託
す
る
方
法
」。
そ
し
て
、

団
体
や
請
求
代
行
業
者
に
よ
っ
て
異
な
る
請
求
業
務
と
入
金
時

期
に
つ
い
て
比
較
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

　

個
人
請
求
の
場
合
、
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
思
わ
れ
る
も
の
に
コ
ス
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

①
一
般
的
な
団
体
や
請
求
代
行
会
社
へ
任
せ
た
場
合
�

数
％
の
請
求
代
行
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
�

　

例
え
ば
、
社
団
法
人
の
場
合
、
治
療
院
の
所
在
す
る
県
に
よ

っ
て
若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
入
会
金
と
は
別
に
請
求
代

行
手
数
料
は
約
１
〜
３
％
程
度
で
、
そ
の
他
の
協
同
組
合
や
任

意
団
体
（
詳
細
は
後
述
）
の
場
合
は
約
２
〜
９
％
程
度
で
あ
る

と
い
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
の
他
の
入
会
金
、
定
額
会
費
、

そ
の
他
費
用
と
い
っ
た
諸
々
が
あ
り
ま
す
が
、
個
人
請
求
を
行

っ
た
場
合
、
そ
も
そ
も
、
団
体
に
所
属
し
な
い
訳
で
す
か
ら
こ

れ
ら
の
費
用
は
一
切
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
請
求
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
が
な
い
た
め
、
第
三
者

に
干
渉
さ
れ
ず
に
、
全
て
自
己
責
任
於
い
て
支
給
申
請
を
行
え

ま
す
。
し
か
し
反
面
、
以
下
の
デ
メ
リ
ッ
ト
発
生
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

①
負
担
割
合
の
変
更
。

　

②
保
険
者
の
名
称
変
更
等
の
請
求
関
連
の
基
本
情
報
が

無
い
。

　

負
担
割
合
の
変
更
な
ど
は
療
養
費
請
求
に
お
い
て
は
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
問
題
で
す
が
、
個
人
請
求
方
式
を
採
用
し

た
場
合
、
そ
も
そ
も
、
請
求
業
務
に
関
す
る
基
本
情
報
の
入
手

先
が
既
開
業
の
友
人
や
先
輩
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ま
た
、
例
え
ば
保
険
者
の
移
転
や
名
称
変
更
等
に
際
し
て
は
、

支
給
申
請
書
（
レ
セ
プ
ト
）
を
郵
送
し
た
が
、
相
手
先
保
険
者

が
住
所
を
変
更
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
時
間
が
経
過
し
て
い
た
た

め
に
、
発
送
元
で
あ
る
治
療
院
へ
返
送
さ
れ
る
場
合
等
も
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
保
険
者
統
合
な
ど
の
場
合
、
保
険
者
か
ら
各

接
骨
院
へ
の
連
絡
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
請
求
先

自
体
が
判
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

②
保
険
者
情
報
の
欠
如
か
ら
レ
セ
プ
ト
の
記
載
方
法
が

判
ら
な
い
�

　

レ
セ
プ
ト
に
よ
る
報
酬
申
請
方
法
は
社
会
保
険
研
究
所
で

あ
る
療
養
費
支
給
基
準
を
見
れ
ば
判
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
、
各
地
方
自
治
体
や
共
済
、
社
保
な
ど
の
そ
の

他
保
険
者
が
療
養
費
支
給
基
準
に
沿
っ
た
請
求
で
「
よ
し
」
と

し
て
い
る
か
？
と
い
う
と
答
え
は
残
念
な
が
ら
「
ノ
ー
」
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
療
養
費
支
給
基
準
に
お
い
て

は
原
則
と
し
て
月
間
の
施
術
日
数
に
関
す
る
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
計
画
性
の
あ
る
施
術
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
に
患
者
が

毎
日
来
院
す
る
。
医
師
や
歯
科
医
の
よ
う
に
「
今
度
は
何
曜
日

に
来
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
計
画
性
の
あ
る
施
術
を
行
っ
て

い
れ
ば
、
毎
日
の
通
院
は
あ
り
え
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
濃

密
施
術
（
請
求
）
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
「
返
戻
」
と

判
断
す
る
保
険
者
が
あ
り
ま
す
。
誠
に
も
っ
と
も
な
お
話
し
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
判
断
基
準
は
保
険
者
お
の
お
の
に
よ
っ
て

多
少
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
接
骨
院
が
単
独
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
保
険

者
か
ら
の
こ
の
様
な
情
報
は
な
か
な
か
入
手
で
き
ま
せ
ん
。

　

同
様
に
保
険
者
ご
と
に
異
な
っ
た
、
近
接
部
位
の
設
定
や
長

期
理
由
な
ど
の
レ
セ
プ
ト
の
記
載
方
法
に
関
す
る
根
本
的
な
情

報
が
、
完
全
に
欠
如
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

③
保
険
者
ご
と
に
レ
セ
プ
ト
を
分
け
て
封
入
す
る
な
ど
�

発
送
す
る
の
が
大
変
�

　

今
、
レ
セ
プ
ト
発
行
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
れ
ば
上
記

の
よ
う
な
情
報
の
欠
如
と
い
う
意
味
で
の
危
険
性
は
あ
る
も
の

の
、
と
り
あ
え
ず
レ
セ
プ
ト
だ
け
は
発
行
で
き
、
保
険
者
へ
の

宛
名
も
簡
単
に
印
刷
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
申
請
業
務
と
い
う
も
の
は
、
単
に
レ
セ
プ
ト
だ
け

を
保
険
者
へ
郵
送
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
保
険

者
ご
と
に
レ
セ
プ
ト
を
ま
と
め
、
総
括
表
と
請
求
書
を
作
成
し

て
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保
険
者
の
数
に
関
し
て
は
、

接
骨
院
の
所
在
す
る
位
置
や
患
者
さ
ま
層
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
1
接
骨
院
で
も
毎
月
30
程
度
の
保
険

者
へ
発
送
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
来
院
患
者
数
の
増
加
に

伴
っ
て
増
え
て
行
き
ま
す
の
で
、
当
初
は
院
長
先
生
一
人
で
処

理
し
て
い
た
も
の
を
、
専
門
の
担
当
者
を
設
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

後
述
す
る
諸
問
題
を
全
て
解
決
し
て
円
滑
に
個
人
請
求
業
務
が

出
来
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
件
費
や
郵
送
料
等
の
諸
経
費
と
、

団
体
や
請
求
代
行
会
社
な
ど
へ
の
支
払
手
数
料
と
の
、
経
費
バ

ラ
ン
ス
の
問
題
と
な
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。

　

④
入
金
管
理
と
経
理
処
理
を
怠
る
と
�
納
税
額
が
増
え

て
し
ま
う
�

　

請
求
業
務
は
確
か
に
煩
雑
さ
を
伴
い
ま
す
が
、
更
に
煩
雑
で

且
つ
重
要
な
も
の
に
経
理
処
理
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
接
骨

院
の
場
合
、
経
理
処
理
な
ど
を
税
理
士
の
先
生
に
任
せ
っ
き
り

と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
様
で
す
が
、
特
に
個
人
請
求
の
場

合
、
こ
こ
に
経
営
的
に
見
て
非
常
に
怖
い
状
況
が
発
生
し
勝
ち

で
す
。

ま
ず
、
経
理
上
、
接
骨
院
で
レ
セ
プ
ト
を
発
送
し
た
時
点
で
、

通
常
の
商
売
と
同
様
に
売
上
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
売
上
に
対

し
て
は
、
ま
だ
入
金
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
計
上
で
は
「
売

掛
金
」
と
い
う
勘
定
科
目
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
通
常
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
場
合
、
発
生
し
た
売
掛
金
を
売
掛
台
帳
と
い
う
帳
簿
に
記

録
し
、
入
金
の
あ
っ
た
も
の
を
個
別
で
消
し
込
む
な
ど
の
売
掛

金
管
理
を
行
い
ま
す
。
接
骨
院
の
場
合
に
は
、
こ
の
入
金
消
し

込
み
作
業
が
あ
り
、
更
に
返
戻
や
一
部
負
支
給
な
ど
入
金
の
見

込
み
の
な
い
も
の
に
対
す
る
「
売
上
戻
し
伝
票
」
を
起
伝
し
て
、

売
掛
金
を
最
小
限
に
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

あ
る
接
骨
院
で
は
、
返
戻
に
な
っ
た
レ
セ
プ
ト
に
対
す
る
「
売

上
げ
戻
し
伝
票
」
を
起
伝
し
な
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
は
発
生
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し
て
い
な
い
分
も
売
掛
金
に
計
上
さ
れ
て
い
て
、
結
果
的
に
納

税
額
が
増
加
し
て
い
た
と
い
う
悲
惨
な
状
況
も
発
生
し
て
い
ま

し
た
。

　

日
本
の
税
法
で
は
入
金
の
あ
る
な
し
に
関
ら
ず
、
売
上
を
税

額
算
定
の
基
準
と
す
る
売
上
発
生
主
義
を
採
用
し
て
い
る
関
係

上
、
こ
れ
ら
の
経
理
上
の
管
理
業
務
を
正
確
に
行
っ
て
お
か
な

い
と
最
終
的
に
入
金
の
見
込
み
の
無
い
売
掛
金
も
課
税
対
象
と

な
り
、
経
営
上
に
大
き
な
リ
ス
ク
と
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

⑤
請
求
事
務
担
当
者
へ
の
過
大
な
負
担
が
離
職
の
原
因
に
つ

な
が
る
�

　

こ
れ
も
、
あ
る
接
骨
院
グ
ル
ー
プ
で
実
際
に
あ
っ
た
事
で
す

が
、
煩
雑
な
上
に
正
確
さ
を
要
求
さ
れ
る
細
か
い
作
業
の
連
続

が
担
当
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
労
働
意
欲
）
を
低
下
さ
せ
、

結
果
的
に
そ
の
担
当
者
は
退
職
し
ま
し
た
。
次
に
雇
用
し
た
担

当
者
も
、
満
足
な
業
務
の
引
継
ぎ
が
無
か
っ
た
た
め
に
経
理
処

理
が
不
完
全
な
ま
ま
決
算
を
迎
え
、
さ
ら
に
、
次
の
担
当
者
ま

で
も
離
職
し
た
た
め
行
き
詰
ま
り
、
個
人
請
求
に
限
界
を
感
じ

た
院
長
先
生
は
、
請
求
代
行
会
社
へ
の
委
託
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
人
の
事
務
員
が
退
職
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
業
務
管
理
の
不
備
が
さ
ら
に
経
営
を
圧
迫
す
る
と
い
う

不
幸
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
を
見
て
し
ま
っ
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。

　

⑥
第
三
者
の
審
査
が
な
い
た
め
�
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
大

き
な
信
頼
喪
失
に
つ
な
が
る
こ
と
も
�

個
人
請
求
の
場
合
は
、
自
院
で
作
成
し
た
レ
セ
プ
ト
を
保
険
者

へ
直
接
送
付
す
る
事
と
な
る
為
に
、
第
三
者
に
よ
る
事
前
の
審

査
が
一
切
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
団
体
に
副
委
任
す
る
方
法
で
あ
っ

て
も
、
請
求
代
行
会
社
に
委
託
す
る
方
法
で
あ
っ
て
も
、
保
険

者
へ
提
出
す
る
前
に
必
ず
レ
セ
プ
ト
に
対
す
る
「
審
査
業
務
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
以
前
の
様
に
保
険
者
の
審
査
が
厳
密
で
無
か

っ
た
時
代
は
さ
て
置
き
、
保
険
者
に
よ
る
積
極
的
な
調
査
が
行

わ
れ
る
現
況
に
お
い
て
、
保
険
者
へ
提
出
す
る
前
の
「
第
三
者

に
よ
る
審
査
」
は
非
常
に
重
要
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
不
備
や

整
合
性
の
欠
け
た
レ
セ
プ
ト
提
出
を
続
け
る
と
、
い
わ
ゆ
る
保

険
者
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
記
録
さ
れ
な
い
と
も
限
り
ま
せ

ん
。
第
三
者
に
よ
る
審
査
を
経
ず
に
保
険
者
へ
提
出
す
る
危
険

性
を
、
十
分
に
認
識
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　

個
人
請
求
の
場
合
は
情
報
の
欠
如
と
い
う
問
題
点
を
除
け

ば
、
一
般
的
に
上
記
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
は
管
理
業
務
の
不

備
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
管
理
業
務
さ
え
、
し

っ
か
り
と
処
理
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
個
人
請
求
の
場
合
は
コ
ス

ト
の
面
で
も
有
利
に
展
開
で
き
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
請
求
業
務
を
自
院
以
外
の
外
部
へ
任
せ
る
方
式
に
つ
い

て
検
証
し
て
み
た
と
思
い
ま
す
。

　

全
柔
道
整
復
師
の
約
半
数
は
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会

に
所
属
し
、
組
織
と
し
て
は
他
の
請
求
団
体
と
呼
ば
れ
る
業
界

団
体
と
は
別
格
な
存
在
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
協
同
組

合
や
任
意
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
る
請
求
団
体
が
一
般
的
な

も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
今
は
請
求
代
行
会
社

と
い
う
新
し
い
形
式
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

社
団
法
人
や
一
般
的
な
請
求
団
体
は
、
柔
道
整
復
師
の
地
位

向
上
と
い
う
大
義
が
そ
の
活
動
の
中
心
に
あ
り
、
請
求
業
務
自

体
は
そ
の
活
動
の
付
属
的
業
務
と
し
て
業
界
の
慣
例
に
従
っ
て

行
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
請
求
代
行
会
社
の
場
合
は
、
請
求

業
務
に
特
化
し
て
経
済
効
率
の
み
を
追
及
す
る
と
言
う
形
態
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

根
本
的
な
形
態
の
違
い
か
ら
ど
ち
ら
を
正
と
し
て
ど
ち
ら
を

否
と
す
る
か
と
い
う
議
論
は
別
に
し
て
、
こ
こ
で
は
接
骨
院
経

営
に
直
接
的
に
影
響
す
る
請
求
業
務
の
み
を
検
証
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
社
団
法
人
や
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
、
保
険
者

か
ら
の
入
金
を
待
っ
て
そ
の
会
員
接
骨
院
へ
振
り
込
む
、
い
わ

ゆ
る
「
入
金
払
い
」
と
い
う
方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
術
か
ら
入
金
ま
で
の
期
間
が
長
い
ほ
ど
大
き
な
問
題
と
な

る
訳
で
す
が
、
社
保
に
し
て
も
国
保
に
し
て
も
、
団
体
や
請
求

代
行
会
社
の
様
に
１
０
０
軒
分
２
０
０
軒
分
と
い
う
様
に
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
金
額
を
取
り
扱
う
保
険
者
か
ら
見
た
支
払

い
先
で
あ
る
団
体
や
会
社
に
よ
る
入
金
期
間
の
差
は
無
い
と
い

え
ま
す
が
、
個
人
請
求
の
場
合
は
や
は
り
、
接
骨
院
個
々
へ
の

支
払
い
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
事
務
作
業
も
煩
雑

と
な
り
、
支
払
い
は
ど
う
し
て
も
後
回
し
に
な
る
と
言
う
こ
と

を
保
険
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

療
養
費
請
求
の
流
れ
に
関
し
て
は
、
社
保
、
国
保
、
共
済
な

ど
の
保
険
者
の
種
別
、
そ
の
所
在
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
国
保
の
場
合
は
、
レ
セ
プ
ト
は
国
保
連
合
会
へ
送
ら
れ

た
後
に
各
自
治
体
へ
送
ら
れ
、そ
の
後
支
給
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
、

神
奈
川
県
や
静
岡
県
の
よ
う
に
、
国
保
連
合
会
か
ら
各
自
治
体

に
送
ら
れ
た
後
、
再
度
国
保
連
合
会
へ
返
送
さ
れ
た
後
に
支
給

さ
れ
る
も
の
と
、
二
通
り
あ
り
ま
す
。

　

社
保
の
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
局
へ
送
ら
れ
た
レ
セ
プ
ト

は
、
社
会
保
険
事
務
局
の
審
査
課
を
経
て
か
ら
各
社
会
保
険
事

務
所
へ
送
ら
れ
、
適
合
の
も
の
は
支
給
と
な
り
、
不
適
合
（
返

戻
）
の
場
合
は
再
度
社
会
保
険
事
務
局
へ
返
送
さ
れ
て
返
戻
と

な
り
ま
す
。

　

次
に
、
接
骨
院
を
経
営
ま
た
は
開
業
さ
れ
よ
う
と
さ
れ
て

い
る
先
生
方
に
と
り
ま
し
て
は
、
資
金
繰
り
や
税
務
上
、
施
術

か
ら
入
金
ま
で
の
期
間
に
関
心
を
持
た
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。

保
険
者
の
種
別
ご
と
の
目
安
は
、
保
険
者
が
レ
セ
プ
ト
を
受
領

し
た
時
か
ら
起
算
し
て
、
国
保
が
３
〜
４
カ
月
、
社
保
は
２
〜

３
カ
月
。
共
済
あ
る
い
は
地
方
共
済
の
場
合
は
、
早
い
と
こ
ろ

で
１
〜
２
カ
月
。
健
康
保
険
組
合
の
場
合
で
も
同
じ
く
、
早
い

と
こ
ろ
で
１
〜
２
カ
月
、
遅
い
組
合
の
場
合
は
５
〜
６
カ
月
。

東
京
都
の
医
療
助
成
は
大
体
２
カ
月
前
後
と
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
レ
セ
プ
ト
提
出
か
ら
押
し
な
べ
て
約
４
カ
月
は
か
か
る

と
い
え
ま
す
が
、
経
済
的
に
弱
体
な
保
険
者
の
場
合
は
、
６
カ

月
ど
こ
ろ
か
１
年
た
っ
て
も
入
金
が
な
い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
請
求
団
体
別
の
入
金
期
間
は
、
社
団
法
人
の
場
合
、

全
国
各
県
に
所
在
す
る
支
部
に
よ
り
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
保
険
者
が
レ
セ
プ
ト
を
受
領
し
て
か
ら
４
カ
月
前
後
に
入

金
と
な
っ
て
い
る
模
様
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
民
間
の
団
体
の

場
合
は
５
〜
６
カ
月
の
期
間
を
要
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

入
金
の
形
式
も
社
団
法
人
の
様
に
保
険
者
か
ら
の
支
給
の
時
期

と
金
額
に
あ
わ
せ
会
員
口
座
へ
入
金
す
る
も
の
が
一
般
的
で
す

が
、
団
体
の
中
に
は
、
提
出
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
５
〜
６

ヵ
月
後
に
入
金
す
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

個
人
請
求
の
場
合
は
別
と
し
て
、
従
来
の
慣
例
に
従
っ
た
社

団
法
人
や
団
体
の
請
求
方
式
は
、
そ
の
会
の
代
表
者
が
療
養
費

支
給
申
請
の
「
副
委
任
」
を
受
け
る
形
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
と
呼
ん
で
い
る
療
養
費
支
給
申
請
書
の
右
下
に
あ
る

患
者
様
記
名
欄
に
は
、「
医
療
費
の
支
給
を
申
請
し
、
そ
の
金

額
の
受
領
を
左
記
の
柔
道
整
復
師
に
委
任
し
ま
す
。」
と
の
記

述
が
あ
り
、
柔
道
整
復
師
欄
に
は
、
更
に
「
上
記
の
通
り
施
術

し
た
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。
又
、
私
が
取
得
し
た
上
記
金
額
を

○
○
会
○
○
会
長
に
委
任
し
ま
す
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
本
来
償
還
払
い
で
あ
る
療
養
費
の
受
領
を
、
患
者
さ

ま
が
柔
道
整
復
師
に
委
任
し
、
さ
ら
に
そ
の
柔
道
整
復
師
が
そ

の
受
領
を
請
求
団
体
の
会
長
へ
副
委
任
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
療
養
費
の
報
酬
で
あ
る
金
額
を
私
（
最
初

は
患
者
で
あ
り
、
次
は
柔
道
整
復
師
）
に
代
わ
っ
て
受
け
取
っ

て
下
さ
い
。」
と
い
う
意
味
で
す
が
、「
受
け
取
っ
た
金
額
」
の

後
の
処
理
に
関
す
る
規
定
や
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
し
て
全

て
の
請
求
団
体
と
い
う
訳
で
は
無
い
事
を
明
言
し
て
お
き
ま
す

が
、
請
求
団
体
の
中
に
は
こ
の
部
分
を
意
識
的
に
か
無
意
識
に

か
は
別
と
し
て
、
悪
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
保
険

者
が
レ
セ
プ
ト
を
受
理
し
て
か
ら
４
カ
月
前
後
で
入
金
と
な
っ

て
い
る
。」
と
記
述
し
ま
し
た
が
、
こ
の
４
カ
月
前
後
と
い
う

こ
と
は
、
４
カ
月
後
に
ま
と
ま
っ
て
入
金
さ
れ
る
と
言
う
意
味

で
は
な
く
、
初
月
に
数
％
、
２
カ
月
目
に
数
％
、
更
に
３
カ
月

目
に
数
％
、
そ
し
て
、
４
カ
月
後
に
は
累
計
で
提
出
額
に
相
当

す
る
金
額
が
入
金
に
な
り
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
保
険
者
の
入
金

請求団体の選び方
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に
従
っ
て
、
月
次
ベ
ー
ス
で
会
員
接
骨
院
へ
も
振
り
こ
む
べ
き

と
こ
ろ
を
、
請
求
団
体
に
よ
っ
て
は
提
出
か
ら
６
カ
月
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
後
に
６
カ
月
前
の
提
出
額
を
一
括
で
振
り
込
ん

で
く
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
様
に
、
従
来
の
慣
例
に
従
っ
た
形
式
で
請
求
業
務
を
副
委

任
す
る
場
合
に
は
、「
善
意
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
関
係
上
、

団
体
の
選
択
に
お
い
て
誤
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
半
年
分

の
請
求
金
額
を
団
体
が
留
保
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
身

動
き
出
来
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
請
求
代
行
会
社
の
場
合
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
療
養
費
の
請
求
業
務
を
接
骨
院
が
委
託
し
、
請

求
代
行
会
社
が
受
託
す
る
と
い
う
契
約
行
為
が
基
本
に
な
っ
て

い
る
た
め
に
、「
善
意
」
や
「
徒
弟
関
係
」
な
ど
が
入
り
込
む

余
地
の
全
く
無
い
、
非
常
に
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
創
刊
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
メ
デ
ィ
ッ
ク

ス
計
算
セ
ン
タ
ー
の
場
合
、「
毎
月
５
日
に
レ
セ
プ
ト
を
提
出

し
、
そ
の
レ
セ
プ
ト
に
相
当
す
る
金
額
を
翌
月
20
日
に
委
託
者

の
指
定
す
る
銀
行
口
座
へ
支
払
う
。」
と
い
っ
た
契
約
条
項
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
全
て
の
こ
と
が
非
常
に
明
確
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
団
体
と
比
較
し
た
場
合
、
手
数
料

は
若
干
割
高
と
な
っ
て
い
る
様
で
す
。

　
「
入
金
払
い
」
と
「
契
約
行
為
に
基
づ
く
業
務
委
託
」
と
の

最
も
大
き
な
違
い
は
、
そ
の
支
払
方
法
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

入
金
払
い
の
場
合
に
は
、
保
険
者
か
ら
の
支
給
を
待
っ
て
接
骨

院
へ
支
払
い
ま
す
が
、
業
務
委
託
の
場
合
は
、
接
骨
院
か
ら
提

出
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
を
審
査
し
た
上
で
買
取
り
、
保
険
者
か
ら

の
支
給
前
に
接
骨
院
へ
の
支
払
う
と
い
う
、
新
し
い
金
融
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
接
骨
院
開
業
時
と
継
続
し
て
経
営
し
て
い
る
の

二
通
り
の
面
に
お
い
て
、「
個
人
請
求
方
式
」
と
「
入
金
払
い
」

と
「
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い
」
の
３
方
式
を
比
較
し
な
が
ら
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
に
接
骨
院
開
業
時
に
は
開
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て

種
々
の
作
業
が
発
生
し
ま
す
が
（
本
誌
連
載
の
「
治
療
院
開
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
参
照
）、
そ
の
ほ
か
に
、
各
種
行
政
へ
の
提
出

作
業
だ
け
で
も
ざ
っ
く
り
と
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

※
柔
道
整
復
師
法
19―

１
に
よ
る
施
術
院
の
届
出
に
関
す

る
各
種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
柔
道
整
復
師
番
号
の
関
す
る
各
種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
柔
道
整
復
師
の
政
府
管
掌
保
険
・
組
合
保
険
・
船
員
保
険
・

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
険
な
ど
の
受
領
委
任
に
係
る
申
請
に

関
す
る
各
種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
共
済
番
号
の
取
得
の
た
め
の
届
出
に

関
す
る
各
種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
柔
道
整
復
師
の
国
家
公
務
員
組
合
、

私
立
学
校
教
職
員
共
済
会
な
ど
の
受
領
委

任
に
か
か
る
届
出
に
関
す
る
各
種
書
類
の

作
成
と
提
出　

　

※
地
方
公
務
員
共
済
協
議
会
へ
の
届
出

に
関
す
る
各
種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
柔
道
整
復
師
の
地
方
公
務
員
共
済
組

合
な
ど
の
受
領
委
任
の
届
出
に
関
す
る
各

種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
老
人
及
び
心
身
障
害
者
医
療
助
成
費

受
領
委
任
の
取
扱
い
の
届
出
に
関
す
る
各

種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
一
人
親
家
庭
医
療
助
成
制
度
の
受
領

委
任
の
取
扱
い
の
申
出
に
関
す
る
各
種
書

類
の
作
成
と
提
出

　

※
乳
幼
児
医
療
助
成
費
の
受
領
委
任
の

届
出
に
関
す
る
各
種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
労
災
番
号
の
取
得
の
届
出
に
関
す
る

各
種
書
類
の
作
成
と
提
出

　

※
生
活
保
護
の
申
請
に
関
す
る
各
種
書

類
の
作
成
と
提
出

　

個
人
請
求
方
式
を
取
る
な
ら
ば
、
こ
れ

ら
の
各
種
煩
雑
な
作
業
を
多
く
の
行
政
窓

口
へ
連
絡
を
取
り
な
が
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ

処
理
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
時
、
提
出
す
る
書
類
な
ど
も
正
規
の
書

式
に
正
し
く
記
入
し
な
い
と
受
理
さ
れ
ず
、
な
か
な
か
大
変
な

作
業
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
団
体
へ
の
副
委
任
す
る
入
金
払
い

を
採
用
す
る
場
合
は
、
個
人
請
求
方
式
と
同
様
の
作
業
を
実
行

す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
社
団
法
人
の
み
な
ら
ず
あ
る
程
度

の
規
模
の
団
体
で
あ
れ
ば
、
講
習
会
、
あ
る
い
は
口
頭
や
文
書

で
の
指
導
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
し
っ
か
り
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

個
人
請
求
方
式
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
は
か
ど
り
ま
す
。

　

一
方
、
請
求
代
行
会
社
に
委
託
す
る
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い

の
場
合
は
、
契
約
後
に
接
骨
院
か
ら
提
出
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
を

契
約
に
基
づ
い
て
規
定
の
日
時
に
現
金
化
す
る
訳
で
す
か
ら
、

こ
れ
ら
の
提
出
関
連
の
事
前
作
業
が
不
完
全
で
あ
る
と
、
提
出

し
た
レ
セ
プ
ト
が
返
戻
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
リ
ス
ク
が
請
求

代
行
会
社
に
介
在
し
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
前
作
業
に

対
す
る
指
導
を
真
剣
に
実
施
す
る
の
み
な
ら
ず
、
代
行
し
て
全

て
行
っ
て
く
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

開
業
し
て
か
ら
日
々
発
生
す
る
業
務
の
多
く
は
、
施
術
と
各

種
管
理
作
業
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
管
理
作
業
の
う
ち
、
最
も

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
も
の
が
施
術
録
と
レ
セ
プ
ト
の
作
成
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
重
要
な
作
業
は
あ
る
程
度
の
経
験
と
知

識
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
規
開
業
で
個
人
請
求
方
式
を

採
用
す
る
事
は
、
あ
ま
り
お
勧
め
出
来
ま
せ
ん
。
特
に
保
険
者

も
レ
セ
プ
ト
の
審
査
に
対
し
て
厳
格
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
昨

今
で
は
、
不
備
な
レ
セ
プ
ト
は
即
、
返
戻
対
象
と
な
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
施
術
者
と
し
て
の
資
格
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
や
請
求
代
行
会
社
か
ら
の
指

導
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

施
術
録
と
レ
セ
プ
ト
の
作
成
は
、
現
在
の
様
に
パ
ソ
コ
ン
が

普
及
す
る
以
前
は
全
て
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
レ
セ
プ
ト
発
行
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
を
搭
載
し
た
パ
ソ

コ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

個
人
請
求
方
式
で
レ
セ
コ
ン
と
い
わ
れ
る
レ
セ
プ
ト
発
行
用

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
を
搭
載
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
場
合
、

レ
セ
プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
を
販
売
し
て
い
る
シ
ス
テ

入金払いの場合

入金までの期間に５カ月を要する訳ですから１月施術分を２月に提出したとして５カ月後の７月に入金とな
ります。同様に２月施術分、３月施術分と、順次請求が発生し、５カ月の期間を置いて同じく順次、提出額
から手数料の３％を減じた金額（１４５万５０００円 ) が入金となります。

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

請求金 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150

入金額 145.5 145.5 145.5 145.5 145.5 145.5

ファクタリング払いの場合

１月施術分を２月に提出すると、その約1カ月後に提出額から手数料６％を減じた金額(￥１，４１０，０００）
が入金となる訳ですから、以下の通りとなります。

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

請求金 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150

入金額 141 141 141 141 141 141 141 141 141 141
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ム
ハ
ウ
ス
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
開
発
会
社
か
ら
購
入
し
ま
す
。

価
格
の
問
題
は
さ
て
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
ハ
ウ
ス
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
開
発
会
社
の
場
合
に
は
、
現
行
の
医
療
制
度

と
の
整
合
性
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
昨
今
の
様
に
、
医
療
制
度
自
体
の
改
定
や
保
険
者
名
称

変
更
あ
る
い
は
統
合
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
時
代
に
お
い
て
は
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
の
更
新
は
最
重
要
事
項
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
き

ま
す
。
特
に
保
険
者
に
関
す
る
情
報
は
実
際
に
レ
セ
プ
ト
提
出

業
務
の
中
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
が
多
い
た
め
に
、
レ
セ
コ
ン
の

機
能
や
操
作
性
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
よ
く
比
較
検
討
し
た
う
え
で
、
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム

を
選
択
さ
れ
る
と
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
そ
の
会

社
が
い
ず
れ
か
の
請
求
団
体
な
ど
と
関
係
を
維
持
し
、
定
期
的

に
保
険
者
や
制
度
改
定
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
き
ち
ん
と
入
手

し
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
既
に
販
売
し
た
接
骨
院
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
ー
に
継
続
的
に
反
映
さ
せ
る
為
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
行
っ
て
い
る
事
が
、
大
変
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、
保
険
者
情
報
や
制
度
改
定
情
報
を
直
接
入
手
で

き
る
団
体
や
請
求
代
行
会
社
の
場
合
に
は
、
そ
の
業
態
か
ら
接

骨
院
に
お
け
る
施
術
録
と
レ
セ
プ
ト
作
成
を
中
心
と
し
た
管
理

業
務
に
対
す
る
姿
勢
を
検
討
し
て
み
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
推

測
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
般
的
に
従
来
の
業
界
の
慣
例
に
従
っ
た
形
で
請
求

業
務
を
行
う
、
社
団
法
人
や
共
同
組
合
の
よ
う
な
団
体
で
の
業

務
の
流
れ
は
、�
接
骨
院
で
レ
セ
プ
ト
作
成
�
団
体
へ
提
出
�

各
保
険
者
へ
申
請
�
各
保
険
者
か
ら
団
体
へ
入
金
�
団
体
か
ら

接
骨
院
へ
振
込
み
�
と
な
る
た
め
に
、
保
険
者
情
報
や
医
療
制

度
の
改
定
情
報
な
ど
の
更
新
が
多
少
遅
れ
、
会
員
接
骨
院
が
返

戻
対
象
と
な
る
よ
う
な
レ
セ
プ
ト
を
作
成
す
る
と
返
戻
対
象
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
関
連
の
情
報
収
集
を
頻
繁
に
行
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
請
求
代
行
会
社
の
業
務
の
流
れ
は
、
従
来
の
業
界

の
慣
例
に
従
っ
た
形
で
の
入
金
払
い
の
団
体
と
は
大
き
く
異
な

り
�
接
骨
院
で
レ
セ
プ
ト
作
成
�
請
求
代
行
会
社
へ
提
出
�
代

行
会
社
か
ら
会
員
接
骨
院
へ
支
払
い
�
保
険
者
へ
申
請
�
各
保

険
者
か
ら
請
求
代
行
会
社
へ
入
金
�
回
収
��
と
な
る
た
め
に
、

保
険
者
情
報
や
制
度
改
定
な
ど
の
情
報
収
集
、
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
更
新
に
関
し
て
は
、「
先
に
会
員
接
骨
院
へ
支
払
っ
た
金

銭
に
対
す
る
回
収
」
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
非
常
に
神

経
質
に
且
つ
、
真
剣
に
取
り
組
み
、
会
員
接
骨
院
の
レ
セ
コ
ン

へ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

団
体
へ
の
副
委
任
方
式
で
あ
っ
て
も
請
求
代
行
会
社
の
契
約
に

よ
る
委
託
方
式
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
請
求
業
務
関

連
に
お
け
る
情
報
収
集
と
そ
の
反
映
に
よ
っ
て
正
し
い
レ
セ
プ

ト
作
成
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
は
柔
道
整
復
師
の
資
格
を
守
る
と

言
う
意
味
に
お
い
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

　

団
体
を
選
択
す
る
場
合
、
レ
セ
コ
ン
の
導
入
方
法
も
ひ
と
つ

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
入
会
時
に
指
定
業
者
か
ら
レ
セ
コ
ン
の
購
入
や
リ

ー
ス
で
の
契
約
を
条
件
と
し
て
要
求
す
る
請
求
団
体
を
と
き
に

見
か
け
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
接
骨
院
側
が
不

利
な
立
場
に
置
か
れ
る
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
通
常
、
レ
セ

コ
ン
を
リ
ー
ス
契
約
に
よ
り
導
入
し
ま
す
と
月
額
３
万
円
前
後

の
リ
ー
ス
料
が
そ
の
契
約
期
間
中
（
３
〜
５
年
間
）
発
生
し
ま

す
。
諸
事
情
に
よ
り
他
の
団
体
へ
代
わ
っ
た
場
合
に
も
、
こ
の

リ
ー
ス
に
よ
り
導
入
し
た
レ
セ
コ
ン
が
利
用
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
良
い
の
で
す
が
、
レ
セ
コ
ン
そ
の
も
の
が
、
そ
の
団
体
専
用

で
他
の
団
体
で
請
求
す
る
場
合
に
利
用
で
き
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
所
属
し
た
団
体
へ
の
不
満
が
募
っ
た
と
し
て

も
、半
年
分
の
売
上
げ
に
相
当
す
る
金
額
を
団
体
に
留
保
さ
れ
、

そ
の
上
、
レ
セ
コ
ン
の
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
５
年
間
も
縛
ら
れ
る

事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
入
金
払
い
と
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い
と
を
、
接
骨
院

の
経
営
と
い
う
面
で
比
較
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

比
較
の
資
料
と
し
て
こ
こ
で
は
、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い
の

請求団体の選び方
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代
行
手
数
料
を
６
％
、
入
金
ま
で
の
期
間
を
1
カ
月
、
そ
し
て
、

入
金
払
い
の
手
数
料
を
そ
の
２
分
の
1
で
あ
る
３
％
、
入
金
ま

で
の
期
間
を
５
カ
月
と
し
て
、
月
間
請
求
金
額
、
１
５
０
万
円
、

窓
口
収
入
50
万
円
、
計
上
総
額
月
間
２
０
０
万
円
の
接
骨
院
を

仮
定
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

上
記
の
接
骨
院
の
場
合
、
月
間
１
５
０
万
円
の
請
求
が
発

生
す
る
訳
で
す
か
ら
年
間
で
は
１
８
０
０
万
円
の
請
求
総
額
と

な
り
、
入
金
払
い
の
場
合
、
そ
の
入
金
額
は
年
間
８
７
３
万

円
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い
の
場
合
に

は
、
請
求
総
額
は
同
じ
年
間
１
８
０
０
万
円
に
対
し
て
、
年

間
１
４
１
０
万
円
の
入
金
と
な
る
た
め
、
そ
の
入
金
額
の

差
は
年
間
で
５
３
７
万
円
と
な
り
ま
す
。
年
間
請
求
金
額
が

１
８
０
０
万
円
と
す
る
と
、
一
般
的
な
請
求
団
体
の
平
均
的

な
手
数
料
で
あ
る
３
％
の
場
合
、
年
間
の
手
数
料
額
は
54
万

円
（
４
万
５
０
０
０
円
×
12
カ
月
）
と
な
り
、
手
数
料
が
高
い

フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い
の
場
合
で
は
、
１
０
８
万
円
（
９
万

円
×
12
カ
月
）
で
す
か
ら
、
手
数
料
と
し
て
の
差
額
は
年
間
54

万
円
と
な
り
ま
す
。
確
か
に
割
高
感
は
あ
る
も
の
の
、
年
間

５
３
７
万
円
の
入
金
額
の
差
は
、
豊
富
な
資
金
を
持
っ
て
の
開

業
の
場
合
は
別
で
す
が
、
通
常
は
新
規
開
業
時
の
運
転
資
金
に

大
き
な
余
裕
が
発
生
す
る
訳
で
す
か
ら
、
資
金
繰
り
的
に
は
非

常
に
有
利
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

新
聞
や
経
済
誌
な
ど
で
、「
簿
価
経
営
」
や
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
経
営
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
し
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
入
金
払
い
は
「
売
掛
金
」
と
い
う
資
産
を
持
っ
た
「
簿

価
経
営
」
で
あ
り
、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い
は
「
売
掛
金
」
と

い
う
資
産
を
「
現
金
」
に
転
換
さ
せ
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

経
営
」の
典
型
的
な
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。「
簿
価
経
営
」

の
場
合
、資
産
で
あ
る
「
売
掛
金
」
を
現
金
化
す
る
こ
と
な
く
、

資
産
の
ま
ま
保
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
資
産
を

経
費
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
結
果
的
に
課
税

対
象
と
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
が
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経

営
」
の
場
合
、
資
産
で
あ
る
「
売
掛
金
」
を
現
金
化
す
る
事
に

よ
り
、
上
記
ケ
ー
ス
の
場
合
、
年
間
５
０
０
万
円
余
り
を
人
件

費
や
新
規
設
備
導
入
な
ど
で
支
出
で
き
る
訳
で
す
か
ら
、
経
営

的
に
は
有
利
な
展
開
と
同
時
に
、
よ
り
幅
の
広
い
経
営
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
駆
使
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

請
求
業
務
と
い
う
と
「
請
求
」
と
「
入
金
」
だ
け
と
思
い
が

ち
で
す
が
実
際
に
は
「
請
求
額
と
入
金
の
照
合
」
作
業
も
請
求

業
務
に
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
「
請
求
と
入
金
の
照
合
作
業
」
は

入
金
の
方
法
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。
個
人
請
求
方
式
や

入
金
払
い
方
式
の
場
合
は
、
患
者
さ
ま
を
個
別
に
管
理
す
る
必

要
が
生
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、
レ
セ
プ
ト
は
患
者
さ
ま
個
々
の
単

位
で
請
求
と
な
り
、
ま
た
そ
の
請
求
に
対
す
る
入
金
も
患
者
さ

ま
個
々
の
単
位
で
の
も
の
と
な
る
た
め
に
、
本
来
は
一
般
の
商

業
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
売
掛
金
台
帳
に
相
当
す
る
患
者
様
台
帳
を
作

成
し
て
「
請
求
対
入
金
」
ま
た
は
「
請
求
対
返
戻
」
を
管
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
請
求
と
入
金
の
管
理
が
不
備
で
あ

る
場
合
、返
戻
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
帳
簿
上
は
「
売
掛
金
」

と
し
て
残
り
、
経
営
上
、
不
利
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
保
険
者
へ
提
出
し
た
レ
セ
プ
ト
の
う
ち
、
不
支

給
あ
る
い
は
一
部
不
支
給
分
に
相
当
す
る
額
を
売
上
か
ら
減
じ

て
、
決
算
時
に
お
い
て
年
間
の
真
の
売
上
額
を
確
定
し
な
い
と

「
実
際
に
は
存
在
し
な
い
売
上
数
値
」
を
も
と
に
納
税
額
を
算

出
さ
れ
、
過
剰
な
納
税
を
強
い
ら
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
レ
セ
コ
ン
か
ら
得
ら
れ
た
請
求
リ
ス
ト
を
も
と

に
個
人
請
求
方
式
や
入
金
払
い
方
式
の
場
合
に
は
、
患
者
さ
ま

個
々
に
表
示
さ
れ
た
支
給
金
額
に
関
す
る
報
告
を
も
と
に
、
非

常
に
煩
雑
な
請
求
・
入
金
の
消
し
込
み
作
業
を
毎
月
行
う
必
要

が
生
じ
ま
す
が
、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
払
い
の
場
合
は
1
カ
月
の

請
求
総
額
を
単
位
と
し
て
処
理
さ
れ
る
た
め
に
、
こ
の
月
次
で

の
請
求
・
入
金
の
消
し
込
み
作
業
は
発
生
せ
ず
、
決
算
時
の
一

括
処
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
業
務
が
著
し
く
軽
減
さ
れ
る

よ
う
で
す
。
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無
資
格
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
を
全
国
の
健
康
ラ
ン

ド
や
ホ
テ
ル
に
派
遣
し
て
い
た
な
ど
と
し
て
、
神

奈
川
県
警
生
活
経
済
課
と
厚
木
署
は
昨
年
12
月
14

日
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き

ゅ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
違
反
の
疑
い
で
、
東

京
都
新
宿
区
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
派
遣
会
社
「
エ
ー

ワ
ン
」
の
鈴
木
輝
雄
会
長
（
51
）
と
鈴
木
明
社
長

（
48
、
鈴
木
会
長
の
実
弟
）
の
両
容
疑
者
を
逮
捕

し
た
。

　

同
課
の
調
べ
で
は
、
両
容
疑
者
は
昨
年
３
月
、

横
浜
市
瀬
谷
区
の
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
、
県
知
事

に
無
届
け
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
所
を
開
設
し
、
６

月
15
〜
７
月
26
日
の
間
、
無
資
格
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
４
人
を
使
い
13
回
に
わ
た
り
、
同
区
内
の
美
容

師
女
性
ら
９
人
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
わ
せ
た
。
４

人
の
う
ち
中
国
人
男
女
２
人
が
11
月
に
逮
捕
さ
れ

て
い
た
。

　

同
社
所
属
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は
７
０
０
人
い
た

が
、
そ
の
う
ち
５
２
２
人
は
無
資
格
だ
っ
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
社
は
１
９
８
１
年
に
設
立

さ
れ
、
首
都
圏
を
中
心
に
全
国
12
都
府
県
の
健
康

ラ
ン
ド
な
ど
に
施
術
所
54
カ
所
を
開
設
し
、
ホ
テ

ル
な
ど
へ
の
派
遣
も
行
っ
て
お
り
、
年
商
は
24
億

円
の
業
界
大
手
。鈴
木
会
長
は
取
調
べ
の
中
で「
う

ち
は
ボ
デ
ィ
ー
ケ
ア
で
、マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は
な
い
」

と
容
疑
を
否
認
し
て
い
る
と
い
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
、あ
ん
摩
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、指
圧
、

は
り
、
灸
の
免
許
を
取
得
す
る
に
は
３
年
以
上
の

専
門
教
育
を
受
け
、
国
家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
免
許
が
な
く
て
も
こ
れ
ら
の
行
為

が
で
き
る
の
は
医
師
だ
け
だ
。
オ
フ
ィ
ス
街
や
温

浴
施
設
な
ど
を
中
心
に
「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

「
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
な
ど
の
簡
易
マ
ッ
サ
ー

ジ
専
門
店
が
急
増
し
て
い
る
が
、
免
許
を
持
た
な

い
施
術
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
行
政
に
対
し
て
取

り
締
ま
り
を
強
化
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
見

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
簡
易
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

医
療
行
為
に
当
た
る
の
か
ど
う
か
、
明
確
な
線
引

き
は
な
く
、「
実
質
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
も
、
は
っ

き
り
『
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
と
掲
げ
な
い
限
り
難
し
い
。

最
高
裁
は
１
９
６
０
年
、
禁
止
処
罰
に
は
「
人
の

健
康
に
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
の
認
定
が

必
要
」
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、
保
健
所
な
ど

で
は
「
無
免
許
で
の
施
術
だ
け
で
は
取
り
締
ま
れ

な
い
」
と
い
う
の
が
実
情
だ
っ
た
。
だ
が
今
回
、

県
警
の
照
会
に
対
し
厚
生
労
働
省
は
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
定
義
を
「
体
重
を
か
け
、
対
象
者
が
痛
み
を

感
じ
る
強
さ
で
行
う
行
為
」
と
回
答
。
こ
れ
を
受

け
県
警
は
「
エ
ー
ワ
ン
」
摘
発
に
踏
み
切
っ
た
。

　

全
国
に
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
専
門
店
を
展
開
す

る
あ
る
経
営
者
は
「
私
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
く

ま
で
〝
癒
し
〞
で
、
治
療
と
し
て
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
と
は
違
う
。
む
し
ろ
共
存
の
た
め
の
法
整
備
を

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。 

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕
事

は
法
律
で
国
家
資
格
が
必
要
と
決
め
ら
れ
て
い
る

が
、マ
ッ
サ
ー
ジ
自
体
に
つ
い
て
は
定
義
が
な
い
。

そ
の
た
め
、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
や
カ
イ
ロ
プ
ラ

テ
ィ
ッ
ク
、
エ
ス
テ
な
ど
を
掲
げ
た
看
板
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
と
表
記
し
な
い
こ

と
を
お
勧
め
し
た
い
。 

ZOOM UP
事件を伝える新聞記事（読売

新聞１月 15 日付朝刊） 無
資
格
�
�
�
�
�
師

派
遣
容
疑
�
業
者
�
逮
捕

業界
に

波紋
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誰でもわかる
請求業務

　

今
回
は
、
前
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
と
お
り
、

近
接
部
位
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

で
は
近
接
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
？

　

社
会
保
険
研
究
所
発
行
の
療
養
費
の
支
給
基
準

を
み
ま
し
て
も
、
近
接
部
位
に
関
す
る
記
述
は
他

の
項
目
と
比
べ
て
も
少
な
く
、
ま
た
、
明
確
に
定

義
づ
け
も
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

簡
単
に
い
い
ま
す
と
、
文
字
通
り
隣
接
し
た
部
位

の
こ
と
を
近
接
部
位
と
い
い
ま
す
。
こ
の
隣
接
し

た
部
位
に
つ
い
て
は
、
一
方
の
部
位
を
施
術
す
る

こ
と
で
、
自
然
と
他
方
の
部
位
の
施
術
を
行
う
こ

と
に
な
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
部
位
の
施

術
し
か
療
養
費
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

例
え
ば
、
手
関
節
（
手
首
）
を
施
術
す
る
場
合

を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
手
関
節
の
み
と
い
う
こ

と
は
な
く
、
前
腕
部
下
部
に
も
自
然
と
触
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
と
い
う
の

は
、
こ
の
例
に
限
ら
ず
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
ま

す
。
療
養
費
の
支
給
抑
制
の
立
場
か
ら
、
こ
う
し

た
近
接
部
位
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　

前
回
の
事
例
を
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
患
者
さ
ん
は
、
こ
ろ
ん
で
手
を
つ
い
た
と

き
に
右
手
首
を
痛
め
た
た
め
、来
院
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
負
傷
部
位
に
つ
い
て
は
、
右
手
関
節
捻

挫
、
右
手
第
一
指
関
節
捻
挫
、
右
肘
関
節
捻
挫
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
位
は
、
そ
れ
ぞ

れ
近
接
部
位
で
な
い
た
め
、
請
求
に
は
何
ら
問
題

が
あ
り
ま
せ
ん
。

近接部位

表１ー１（算定できない近接部位）

骨折・不全骨折の場合

骨折・不全骨折の種類 算定できない近接部位の負傷例

１. 鎖骨骨折 肩部打撲・肩関節捻挫

２. 肋骨骨折

同側の１～１２の肋骨骨折

同側の胸部打撲及び挫傷

同側の背部打撲及び挫傷

３. 上腕骨骨折（上部） 肩部打撲・肩関節捻挫

４. 上腕骨骨折（下部） 肘部打撲・肘関節捻挫

５. 前腕骨骨折（上部） 肘部打撲・肘関節捻挫

６. 前腕骨骨折（下部） 手関節捻挫・手根部打撲・中手部打撲

７. 手根骨骨折 手関節捻挫・中手指関節捻挫・中手部打撲

８. 中手骨骨折

中手骨１～５個々の骨折

手関節捻挫・手根部打撲・中手指関節捻挫

指部打撲・指関節

９. 指骨骨
手根部打撲・中手部打撲・中手指関節捻

指部打撲・指関節捻挫

10. 大腿骨骨折（上部） 臀部打撲・股関節捻挫

11. 大腿骨骨折（下部） 膝部打撲・膝関節捻挫

12. 下腿骨骨折（上部） 膝部打撲・膝関節捻挫

13. 下腿骨骨折（下部） 足根部打撲・足関節捻挫

14. 足根骨骨折 足関節捻挫・中足部打撲・中足趾関節捻挫

15. 中足骨骨折
中足骨１～５個々の骨折・足関節捻挫

足根部打撲・中足趾関節捻挫・趾関節捻挫・趾部打撲

16. 趾骨骨折 趾部打撲・趾関節捻挫・中根部打撲・中足部打撲・中足趾関節捻挫

第2 回
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表１-2（算定できない近接部位）

脱臼・打撲・捻挫・挫傷の場合

脱臼・打撲・捻挫・挫傷の種類 算定できない近接部位の負傷例

１. 頚部捻挫 肩峰より内側の肩部打撲

２. 肩関節脱臼・捻挫 上腕上部又は幹部の打撲・挫傷

３. 肘関節脱臼・捻挫
上腕下部又は幹部の打撲・挫傷

前腕上部又は幹部の打撲・挫傷

４. 手関節脱臼・捻挫
前腕下部又は幹部の打撲・挫傷

手根部打撲・中手部打撲

５. 中手指脱臼・中手指捻挫・

　 指関節脱臼・指関節捻挫
手根部打撲・中手部打撲・指部打撲・指関節捻挫

６. 背部打撲・背部挫傷 同側の胸部打撲・挫傷

７. 腰部打撲 臀部打撲

８. 股関節脱臼・股関節捻挫　
大腿上部又は幹部の打撲・挫傷

同側の臀部打撲

９. 膝関節脱臼・膝関節捻挫
大腿下部又は幹部の打撲・挫傷

下腿上部又は幹部の打撲・挫傷

10. 足関節脱臼・足関節捻挫
下腿下部又は幹部の打撲・挫傷

足根部打撲・中足部打撲

11. 中足趾脱臼・中足趾捻挫・

　   趾関節脱臼・趾関節捻挫
足根部打撲・中足部打撲・趾部打撲・趾関節捻挫

上記の表以外にも算定が出来ない３部位の近接部位として以下の場合

があります。

（１） 左右の肩関節捻挫と頚部捻挫及び打撲

左右の肩関節捻挫か頚部捻挫と左右どちらかの肩関節捻挫で

算定

（２） 左右の肩関節捻挫と背部（上部、下部の記載関係なく）打撲

及び挫傷　

左右どちらかの肩関節捻挫と背部下部打撲及び挫傷で算定

（３） 右肩関節捻挫と頚部捻挫及び打撲と背部（上部、下部記載関

係なく）打撲及び挫傷

右肩関節捻挫と背部下部打撲及び挫傷、頚部捻挫と左右どち

らかの肩関節捻挫

頚部捻挫と背部（下部）の打撲及び挫傷で算定

（４） 左肩捻挫と頚部捻挫及び打撲と背部（上部、下部の記載関係

なく）打撲及び挫傷

左肩関節捻挫と背部下部打撲及び挫傷、頚部捻挫と左右どち

らかの肩関節捻挫

頚部捻挫と背部（下部）の打撲及び挫傷で算定

（５） 左右の顎関節捻挫と顔面部打撲

左右の顎関節捻挫、左右どちらかの顎関節捻挫と顔面部打撲
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し
か
し
、こ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
し
た
場
合
は
、

近
接
部
位
と
認
定
さ
れ
、
返
戻
と
な
り
ま
す
。

　

① 
右
手
関
節
捻
挫
、
右
前
腕
部
下
部
打
撲
、

右
手
第
一
指
関
節
捻
挫

　

こ
の
場
合
は
、
前
述
の
例
と
同
様
、
右
手
関
節

と
右
前
腕
部
下
部
が
近
接
部
位
と
な
り
ま
す
。

　

② 

右
手
関
節
捻
挫
、
右
手
第
一
関
節
捻
挫
、

右
手
第
五
関
節
捻
挫

　

こ
の
場
合
、
右
手
第
一
関
節
捻
挫
と
右
手
第
五

関
節
捻
挫
が
近
接
部
位
と
な
り
ま
す
。
親
指
と
小

指
だ
か
ら
近
接
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
と
の
ご

指
摘
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
指
に
つ
い
て
は
、

ど
の
指
の
組
み
合
わ
せ
に
し
て
も
、
捻
挫
の
場
合

す
べ
て
近
接
部
位
と
認
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

以
上
ま
で
は
、
近
接
部
位
の
概
略
を
掴
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
実
際
に
療
養
費
の
請
求
を
行
う
場
合
、
近
接

部
位
は
施
術
方
法
、
固
定
の
仕
方
、
負
傷
の
種
類

に
よ
っ
て
算
定
可
能
な
部
位
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

部
位
は
概
ね
上
部
、
幹
部
、
下
部
と
３
等
分
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
療
養
費
支
給
申
請
書
（
レ
セ
プ

ト
）
に
は
上
部
、
下
部
に
分
け
て
記
載
し
、
上
部
・

下
部
の
記
載
に
よ
り
算
定
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
以
下
に
、
近
接
部
位
と
し
て
算
定
で
き
な
い

場
合
と
算
定
で
き
る
場
合
を
表
１
に
記
載
し
ま
し

た
の
で
、
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

　

上
記
の
表
は
、
療
養
費
の
支
給
基
準
に
も
記
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
以

外
は
全
て
算
定
で
き
る
、
ま
た
は
算
定
で
き
な
い

近
接
部
位
と
考
え
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

表２- １（算定可能な近接部位）

　骨折・不全骨折の場合

骨折・不全骨折の種類 算定可能な部位の負傷例

１. 鎖骨骨折 頚部捻挫・上腕部打撲又は挫傷

２. 肋骨骨折
左右の肋骨骨折・左右反対側の胸部

背部打撲又は挫傷

３. 上腕骨骨折（上部） 肘部打撲・肘関節捻挫

４. 上腕骨骨折（下部） 肩関節捻挫・肩部打撲

５. 前腕骨骨折（上部） 手関節捻挫・手部打撲

６. 前腕骨骨折（下部） 肘関節捻挫・肘部打撲

７. 手根骨骨折 前腕部打撲又は挫傷・指関節捻挫・指部打撲

８. 中手骨骨折 前腕部打撲又は挫傷

９. 指骨骨折※ １指単位の算定・手関節捻挫

10. 大腿骨骨折（上部） 膝部打撲・膝関節捻挫・腰部打撲及び捻挫

11. 大腿骨骨折（下部） 腰殿部打撲・股関節捻挫・下腿部打撲又は挫傷

12. 下腿骨骨折（上部） 大腿部打撲又は挫傷・足関節捻挫

13. 下腿骨骨折（下部） 膝部打撲・膝関節捻挫・中足部打撲

14. 足根骨骨折 下腿部打撲又は挫傷・趾関節捻挫・趾部打撲

15. 中足骨骨折 下腿部打撲又は挫傷

16. 趾骨骨折※ １趾単位で算定・足関節捻挫

※指骨骨折及び趾骨骨折の場合１指、１趾単位で算定が可能な為、第１指骨と第２指骨又は第１趾骨と

　　 第２趾骨等は算定可能な近接部位となる
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以
下
の
ケ
ー
ス
は
、
実
際
に
請
求
を
し
ま
し
た

が
、
返
戻
と
な
っ
た
事
例
で
す
。

（
１
） 
鎖
骨
骨
折
と
肩
甲
骨
の
負
傷

（
２
） 

肩
甲
骨
と
背
部
打
撲
及
び
挫
傷
の
負
傷

（
３
） 

踵
骨
骨
折
と
足
関
節

捻
挫

（
４
） 

上
腕
骨
上
部
骨
折
と

肩
関
節
の
脱
臼

（
５
） 

尾
骨
骨
折
と
臀
部
打

撲（
１
）
〜
（
５
）
ま
で
の

部
位
は
通
常
接
骨
院
で
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
ケ
ー

ス
で
す
が
、
上
記
の
表
の

算
定
で
き
な
い
近
接
部
位

に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
実
際
に
請
求
し
て
返
戻

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
か
ら
後
療

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
の
頚

椎
骨
、
胸
椎
骨
、
腰
椎
骨

に
対
し
て
、
施
術
し
た
以

下
の
ケ
ー
ス
も
実
際
に
近

接
部
位
と
し
て
返
戻
に
な

り
ま
し
た
。

頚
椎
骨
（
第
１
〜
第
７
）

に
対
し
て
の
算
定
で
き
な

い
負
傷
名

頚
部
捻
挫
及
び
打
撲
、
背

部
打
撲
及
び
挫
傷
、
背
部

表２-２（算定可能な近接部位）　脱臼・打撲・捻挫・挫傷の場合

脱臼・打撲・捻挫・挫傷の種類 算定可能な部位の負傷例

１. 頚部捻挫
一側の肩関節脱臼又は捻挫

背部（下部）打撲又は挫傷

２. 背部打撲又は挫傷
胸部打撲又は挫傷（同側を除く）

一側の肩関節捻挫

３. 腰部捻挫
背部（上部）打撲又は挫傷・股関節捻挫

臀部（下部）打撲

４. 肩関節脱臼又は捻挫

上腕部（下部）打撲又は挫傷

背部（下部）打撲又は挫傷

頚部捻挫（ただし肩関節一側の場合）

５.肘関節脱臼・肘関節捻挫・肘部打撲
上腕部（上部）打撲又は挫傷

前腕部（下部）打撲又は挫傷

６. 手関節脱臼・手関節捻挫
前腕部（上部）打撲又は挫傷・中手指関節捻

指関節捻挫・指部打撲

７. 中手指脱臼・指関節脱臼※ １指単位で算定

８. 指関節捻挫 手関節捻挫

９. 腰部打撲※ 背部（上部）打撲又は挫傷・股関節捻挫

10. 股関節脱・股関節捻挫 大腿部（下部）打撲又は挫傷・腰部打撲・腰部捻挫

11. 膝関節脱臼又は捻挫
大腿部（上部）打撲又は挫傷

下腿部（下部）打撲又は挫傷

１２、足関節脱臼・足関節捻挫

下腿部（上部）打撲又は挫傷

中足趾関節脱臼又は捻挫・趾関節脱臼又は捻挫

趾部打撲

※１３、中足趾関節脱臼趾関節脱臼 １趾単位で算定

※指関節及び趾関節脱臼の場合１指、１趾単位で算定が可能な為、第１指関節と第２指関節又は第１趾関
　節と第２趾関節等は算定可能な近接部位となる。ただし打撲及び捻挫は１手及び１足単位の算定になる
　ため第１指関節捻挫と第５指関節の捻挫であっても指部打撲又は指関節捻挫の１部位として算定します。
※腰部捻挫の場合、臀部下部打撲は算定出来ますが、腰部打撲と臀部打撲の場合は下部であっても算定が
　出来ません。

（
上
部
）
打
撲
及
び
挫
傷

胸
椎
骨
（
第
８
〜
第
１
９
）
に
対
し
て
の
算
定
で

き
な
い
負
傷
名

胸
部
打
撲
及
び
挫
傷
、
背
部
打
撲
及
び
挫
傷
、
背

部
（
上
部
）
打
撲
及
び
挫
傷

背
部
（
下
部
）
打
撲
及
び
挫
傷

腰
椎
骨
（
第
１
９
〜
第
２
４
）

腰
部
打
撲
及
び
捻
挫
、
背
部
打
撲
及
び
挫
傷
、
背

部
（
上
部
）
打
撲
及
び
挫
傷

　

こ
の
他
に
も
、
右
大
腿
部
打
撲
と
右
下
腿
部
打

撲
を
あ
る
保
険
者
に
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
算
定
で

き
な
い
近
接
部
位
と
し
て
返
戻
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

な
ど
、
上
記
の
表
以
外
に
も
近
接
部
位
と
し
て
返

戻
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
多
々
あ
り
ま
す
。

冒
頭
で
も
お
話
し
た
と
お
り
、
近
接
部
位
に
つ
い

て
の
明
確
な
定
義
は
な
い
の
で
す
。
療
養
費
の
支

給
基
準
に
記
載
さ
れ
た
上
記
の
表
は
、
近
接
部
位

に
関
す
る
概
略
で
す
。
い
ま
ま
で
は
、
請
求
で
き

た
場
合
で
も
保
険
者
に
よ
っ
て
は
返
戻
と
な
る
場

合
が
ご
く
稀
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
場
合
は
、
例
え
ば
、
保
険
者
の
特
例

的
な
規
定
な
の
か
、
あ
る
い
は
算
定
で
き
な
い
近

接
部
位
の
解
釈
が
誤
っ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
返

戻
理
由
を
、
保
険
者
に
確
認
を
す
る
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

一
般
的
に
は
療
養
費
支
給
基
準
の
算
定
で
き
る
近

接
部
位
、
出
来
な
い
近
接
部
位
が
基
に
な
り
審
査

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
判
断
は

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
が
下
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
返
戻
理
由
を
確
認
し
、
繰
り
返
さ
な
い
こ
と

が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
保
険
者

の
財
政
状
態
が
非
常
に
悪
く
な
っ
て
お
り
、か
つ
、

保
険
者
間
に
よ
っ
て
も
財
政
状
態
の
差
が
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
審
査
の
基
準

が
保
険
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

請
求
に
あ
た
っ
て
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

次
号
は
、
初
検
日
以
降
の
施
術
に
関
す
る
療
養

費
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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集
中
連
載 

②

治
療
院
開
業
�
�
�
�
�
吉
村 

龍
夫

開
業
の
心
構
え
か
ら
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で

　

人
口
調
査

　

候
補
地
域
の
概
略
を
掌
握
の
後
は
、
人
口
に
関

す
る
調
査
を
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。
第
一
の
調

査
は
「
基
本
人
口
の
調
査
」
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
基
本
人
口
」
と
は
、
一
つ
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
運
営
し
て
行
く
た
め
に
必
要
な
売
上
を

上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
人
口
を
、
そ
の
候
補
商
圏
が

有
し
て
い
る
か
否
か
の
調
査
で
、
人
口
密
度
が
そ

の
目
安
と
な
り
ま
す
。
人
口
密
度
と
は
、
１
キ
ロ

平
方
メ
ー
ト
ル
内
の
居
住
人
口
を
人
口
÷
面
積
で

表
し
た
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
入
手
で

き
ま
す
が
、
年
齢
別
男
女
別
人
口
や
町
別
世
帯
人

口
、町
別
世
帯
数
・
男
女
別
人
口
等
の
詳
細
な
デ
ー

タ
は
全
国
の
市
町
村
行
政
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら

得
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
平
成
12
年
10
月
の
国
勢
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
日
本
で
最
も
人
口
密
度
が
高
い
市
部

は
埼
玉
県
蕨
市
で
１
３
９
３
３
・
93
人
（
１
キ
ロ

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
）
で
、
最
低
は
北
海
道
夕

張
市
の
19
・
38
人
（
同
）
だ
そ
う
で
す
。
単
純

に
人
口
密
度
の
高
い
地
域
は
潜
在
患
者
が
多
数
い

る
こ
と
に
な
り
、
人
口
密
度
の
低
い
地
域
よ
り
も

有
利
な
展
開
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
男
女
年

齢
等
に
よ
る
構
成
比
に
よ
っ
て
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

異
な
っ
て
き
ま
す
。
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
全
国

３
２
２
９
の
市
町
村
ご
と
に
、
総
務
省
統
計
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
業

候
補
を
絞
り
こ
ん
で
行
く
際
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
あ
る
程
度
の
目
安
を
探
る
方
法
と

し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
単
純
に
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
て
典
型
的

な
治
療
院
を
開
業
し
た
い
と
す
る
場
合
、
そ
の
候

補
地
に
お
け
る
高
齢
者
の
構
成
率
に
よ
り
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
我
が
国
の
現
時
点
に
お
け

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
を
算
出
す
る
と
、

17
・
34
％
に
な
り
ま
す
。
開
業
候
補
地
の
住
民
基

本
台
帳
か
ら
高
齢
者
構
成
率
を
算
出
し
て
比
較
す

る
と
、
日
本
全
体
の
平
均
値
に
対
し
て
の
あ
る
程

度
の
答
え
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
い
く
つ
か
あ

る
候
補
地
の
人
口
密
度
と
年
齢
・
男
女
別
構
成
比

を
比
較
し
、
ご
自
分
の
開
業
イ
メ
ー
ジ
の
治
療
院

が
そ
の
地
域
に
合
致
す
る(

成
立
つ)

か
否
か
を

判
断
し
ま
す
。
例
え
ば
、
一
般
に
学
園
都
市
と
呼

ば
れ
る
よ
う
な
比
較
的
学
生
が
多
く
居
住
し
て
い

る
地
域
に
は
高
齢
者
を
主
体
と
し
た
治
療
院
よ
り

も
、
む
し
ろ
若
者
志
向
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ

ロ
ン
の
方
が
有
利
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

次
に
「
昼
間
人
口
と
夜
間
人
口
」
の
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
昼
間
人
口
と
は
、
そ
の
地
域
の
居
住
者

お
よ
び
そ
の
地
域
で
昼
間
に
勤
務
、
遊
興
な
ど
を

目
的
と
し
て
滞
在
し
て
い
る
人
口
の
こ
と
で
す
。

「
大
都
会
は
24
時
間
、
眠
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て

久
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
国
の
都
市

で
も
極
め
て
稀
な
歓
楽
街
の
話
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
99
％
の
町
は
、
基
本
的
に
昔
か
ら
変
わ
ら

な
い
、
人
間
の
営
み
に
合
わ
せ
た
昼
夜
の
生
活
パ

タ
ー
ン
に
従
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
東

京
の
丸
の
内
や
汐
留
地
域
な
ど
で
は
、
高
層
ビ
ル

の
建
築
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
地
域
再
開
発
事
業

の
結
果
、
昼
間
は
信
じ
ら
れ
な
い
程
の
人
通
り
が

あ
り
ま
す
が
、
暗
く
な
る
と
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
飲

食
関
連
を
除
い
て
は
、
ま
る
で
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

の
様
相
を
呈
し
て
き
ま
す
。
昼
間
人
口
と
夜
間
人

口
の
調
査
デ
ー
タ
も
、
全
国
の
市
町
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
窓
口
で
簡
単
に
入
手
で
き
ま
す
。
人
口

は
商
圏
規
模
を
的
確
に
表
す
た
め
、
地
図
を
利
用

し
た
商
圏
調
査
の
結
果
を
数
字
で
裏
付
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
昼
間
と
夜
間
に
人
口
の
大
き
な
差

が
発
生
す
る
商
圏
に
於
け
る
開
業
で
は
、
そ
の
商

圏
を
構
成
す
る
人
口
に
関
す
る
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
上
で
、商
品
メ
ニ
ュ
ー(

施
術
内
容)

つ
ま
り
、

自
院
の
方
向
性
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

勿
論
、
人
口
デ
ー
タ
だ
け
で
接
骨
院
が
成
功
す
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、「
中
・
高
齢
者

層
人
口
比
率
の
高
い
と
こ
ろ
で
、
若
年
女
子
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
リ
フ

レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
等
の
施
術
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
し
て

も
受
け
入
れ
て
は
も
ら
え
な
い
が
、
鍼
灸
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
で
あ
る
な
ら
ば
、
診
療
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。」
等
、
人

口
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
市
場
分
析
に
お
い
て
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
す
る
指
針
と
し
て
大
変
に
重
宝
で

す
。
人
口
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
特

色
を
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
致

し
な
い
開
業
は
、
失
敗
す
る
確
立
が
格
段
に
高
く

な
り
ま
す
。

　

学
生
街
で
、特
に
運
動
系
の
学
校
の
近
く
で
の
、

外
傷
性
の
患
者
を
期
待
し
て
の
開
業
や
、
女
子
大

生
が
多
い
地
域
に
お
い
て
、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

や
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
施
術
メ
ニ
ュ
ー
の
中
心
的

な
位
置
に
入
れ
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
店
の
開
業

を
考
え
て
い
る
若
い
治
療
家
が
結
構
多
い
よ
う
で
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す
。
こ
れ
も
幹
線
道
路
に
面
し
た
開
業
候
補
地

の
場
合
と
同
様
に
、
ど
う
し
て
も
そ
の
場
所
で
開

業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
例
え
ば
、
家
賃
の
心

配
が
な
い
実
家
兼
店
舗
や
、
ま
た
は
、
実
家
の
所

有
す
る
ビ
ル
で
あ
っ
た
り
、
資
金
提
供
者
で
あ
る

オ
ー
ナ
ー
の
ビ
ル
で
あ
っ
た
り
す
る
等
の
理
由
が

な
い
限
り
は
避
け
た
方
が
無
難
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
学
生
街
に
は
、
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み

な
ど
を
加
え
る
と
、
年
間
約
4
ヶ
月
前
後
に
及
ぶ

人
口
の
季
節
的
な
変
動
が
あ
り
ま
す
。
1
年
の
う

ち
、
3
分
の
1
は
過
疎
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高

く
、
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
は
少
子
化
の
影
響
で
学

生
数
自
体
に
減
少
す
る
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。
学

生
街
の
商
店
の
中
に
は
、
学
生
の
休
み
に
合
わ
せ

て
店
を
閉
め
て
、
他
の
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
人
も
存
在
し
ま

す
。
但
し
学
生
街
と
い
っ
て
も
、
住
宅
地
域
に
隣

接
し
て
い
た
り
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

1
年
の
う
ち
、
3
分
の
1
は
過
疎
状
態
と
な
る

学
生
街
と
は
正
反
対
の
考
え
方
に
、
1
年
の
3
分

の
1
し
か
開
業
し
な
い
ス
キ
ー
場
等
の
近
隣
や
ス

キ
ー
場
の
中
で
の
開
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
ス
キ
ー
の
季
節
だ
け
開
業
し
、
外
傷
性
の
患
者

だ
け
を
対
象
に
短
期
間
の
み
開
業
す
る
。」
と
い

う
考
え
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
外
傷
性
の
も

の
に
対
す
る
施
術
の
勉
強
の
た
め
」
と
い
う
の
な

ら
ば
話
は
別
で
す
が
、
多
く
の
患
者
を
期
待
し
て

「
短
期
間
に
勝
負
」
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
一

昔
前
で
あ
る
な
ら
ば
、
ス
キ
ー
等
の
冬
季
の
ス

ポ
ー
ツ
で
怪
我
を
す
る
人
も
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
昔
の
ス
キ
ー
靴
で
は
、
足
首
の
捻
挫
等

の
事
故
が
発
生
し
や
す
か
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、

昨
今
の
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ア
は
、
設
計
段
階
か
ら
怪
我

の
回
避
と
運
動
性
能
の
両
方
に
同
等
の
重
点
が
置

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
怪
我
の
発
生
率
は
著
し
く

下
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ア

を
着
用
し
た
上
で
の
怪
我
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど

が
入
院
を
必
要
と
す
る
状
況
と
な
り
ま
す
の
で
、

以
前
の
よ
う
に
冬
季
だ
け
の
治
療
院
は
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
の
選
定

　

デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
駅
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ビ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
性
の
高
い
モ
ノ
は
、
人
を

引
き
寄
せ
、
人
の
流
れ
や
住
民
動
線
ま
で
も
創
っ

て
し
ま
う
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
開
業
す
る
時
に

は
、「
い
っ
そ
の
こ
と
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
性
の
高

い
建
物
そ
の
も
の
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。」
と
思
う
の
は
当
然
で
す
。

建
物
自
体
が
集
客
力
を
持
つ
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
の

開
業
は
、
多
く
の
人
々
が
考
え
て
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
確
か
に
そ
れ
は
、「
人
の
流
れ
」
と

い
う
も
の
の
真
ん
中
に
自
院
を
持
つ
こ
と
に
な
る

の
で
す
か
ら
、
自
然
に
来
患
が
あ
る
も
の
で
し
ょ

う
。
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
場
合
、
そ
の
ビ
ル
自
体
が

集
客
し
た
い
客
層
か
ら
大
部
分
の
店
舗
を
誘
致
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
も
十
分
に
目
を
向
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
型
商
業
施
設
で
あ
る
テ
ナ
ン
ト
ビ

ル
は
、
家
賃
が
非
常
に
高
額
な
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
ビ
ル
内
の
通
路
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ

レ
、
駐
車
場
等
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
、
警
備
業
務
、

修
繕
費
用
そ
の
他
諸
々
の
維
持
管
理
に
か
か
る
経

費
を
、
借
り
た
店
舗
面
積
に
応
じ
て
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
更
に
ほ
と
ん
ど
の
テ

ナ
ン
ト
ビ
ル
は
、
売
上
の
一
定
率
を
家
賃
に
上
乗

せ
の
形
で
チ
ャ
ー
ジ
し
て
来
ま
す
。
ま
た
内
装
工

事
等
も
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
指
定
業
者
を
使
わ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
集

客
力
の
高
い
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
ほ
ど
保
証
金
、
家

賃
、
管
理
費
な
ど
が
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
非
常
に
高
い
固
定
費
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
う
え
経
営
的
に
高
度
な
技
術
と
ノ

ウ
ハ
ウ
と
豊
富
な
資
金
が
必
要
に
な
っ
て
来
ま
す

の
で
、
少
な
く
と
も
、
第
一
店
舗(

院)

目
か
ら

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
開
業
す
る
こ
と
は
避
け
た
方
が

賢
明
で
し
ょ
う
。
い
く
つ
か
の
経
験
を
積
み
、
最

低
1
軒
は
成
功
さ
せ
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
資
金
を
得

た
上
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
と
大
き
な
後
悔
を
す

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
も
、
前
述
の
も
の
ほ
ど
イ
ベ

ン
ト
性
も
高
く
な
い
一
般
の
雑
居
ビ
ル(

ピ
ン
か

ら
キ
リ
ま
で
あ
り
ま
す
が
…)　

の
よ
う
な
場
合

に
も
、
い
く
つ
か
の
絶
対
条
件
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
「
視
線
よ
り
も
高
い
階
は
避
け
る
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
歩
行
時
に
於

け
る
視
界
は
上
下
約
45
度
程
度
で
す
。
さ
ら
に
、

人
間
が
歩
行
時
に
看
板
を
認
識
す
る
場
合
、
前
方

約
30
メ
ー
ト
ル
が
限
界
な
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
３
階
以
上
で
の

開
業
は
敬
遠
し
た
方
が
良
い
と
い
え
ま
す
。
通
行

人
の
視
角
に
入
ら
な
い
場
所
で
は
、
宣
伝
・
告
知

に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
り
、
開
業
か
ら
経
営
を
維

持
す
る
た
め
の
最
低
通
院
患
者
数(
損
益
分
岐
点)

の
確
保
ま
で
に
、
通
常
よ
り
も
多
く
の
時
間
と
資

金
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
場
合
に
避
け
た
方
が
良

い
も
の
と
し
て
、
銀
行
と
パ
チ
ン
コ
屋
が
あ
り
ま

す
。よ
く
、銀
行
の
入
っ
て
い
る
ビ
ル
だ
か
ら
し
っ

か
り
し
た
物
件
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
す
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か
し
銀
行
は
、
３
時
に

な
る
と
あ
の
重
々
し
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
り
、

大
変
に
冷
え
冷
え
と
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま

す
。
特
に
「
治
療
や
癒
し
」
を
求
め
て
い
る
人
々

は
、
肉
体
的
の
み
な
ら
ず
精
神
的
に
も
弱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
冷
た
い
感
じ
は
決
し
て
プ
ラ
ス

要
因
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
チ

ン
コ
屋
が
1
階
に
入
っ
て
い
る
ビ
ル
で
は
、
た
い

て
い
、
ビ
ル
全
体
が
娯
楽
・
遊
興
関
連
の
商
売
で

埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
硬
い
商
売
」
が
入

る
雰
囲
気
で
は
な
く
、
治
療
院
と
し
て
は
ま
っ
た

く
そ
ぐ
わ
な
い
環
境
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

反
対
に
、
1
階
に
既
製
の
商
品
を
取
り
扱
う
店

舗
で
あ
る
薬
局
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ド
ラ
ッ
グ
、

大
型
書
店
が
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
周

辺
業
種
の
存
在
だ
け
で
、雰
囲
気
と
店
格(

院
格)

を
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
特
に
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
に
入
る

場
合
に
は
、
プ
ラ
ス
要
因
と
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な

る
周
辺
業
種
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

 

競
合
調
査

　
「
同
じ
相
撲
を
と
る
の
な
ら
ば
、
相
手
の
少
な

い
土
俵
を
選
べ
。」
と
い
う
よ
う
に
、
本
来
は
競

合
す
る
相
手
が
い
な
い
商
圏
で
開
業
す
る
こ
と
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が
ベ
ス
ト
で
す
が
、
実
際
に
は
、
既
に
開
業
し
て

い
る
接
骨
院
、
整
形
外
科
院
、
整
体
院
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
店
等
、
何
ら
か
の
競
合
院
が
同
じ
商

圏
に
必
ず
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
競
合
調
査
を
最
も
簡
単
に
済
ま
せ
る
方

法
に
、
交
番
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
世
界
に
冠
た

る
警
察
国
家
で
す
。(
最
近
、
検
挙
率
が
低
下
し

始
め
て
い
ま
す
が
…
。)
特
に
交
番
は
、
そ
の
管

轄
す
る
町
の
全
容
を
住
人
調
査
に
よ
っ
て
知
っ
て

い
ま
す
。
特
に
商
店
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
業

種
別
に
全
部
分
類
し
て
台
帳
を
作
成
し
て
い
ま
す

の
で
、
交
番
へ
行
っ
て
「
す
み
ま
せ
ん
、
こ
の
辺

で
接
骨
院
を
探
し
て
い
る
の
で
す
が
…
」
と
、
警

察
官
の
公
務
を
お
邪
魔
し
な
い
程
度
に
お
願
い
す

る
と
実
に
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

競
合
調
査
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
競
合
相
手

の
内
容
で
す
。
調
査
方
法
と
し
て
は
、
地
図
に
競

合
相
手
を
書
き
込
み
な
が
ら
、
同
時
に
資
料
の
よ

う
な
情
報
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
す
。
記
載
内
容
と

し
て
は
、
院
長
の
年
齢
や
従
業
員
数
、
来
患
数
、

治
療
所
面
積
等
、
推
定
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
出
来

る
だ
け
詳
細
に
書
き
込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
調
査
の
場
合
、
１
日
で
は
内
容
を
記
入
し
き
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
表
の
作
成
を
目
的

に
し
て
何
度
か
足
を
運
ん
で
い
る
う
ち
に
、
自
然

と
相
手
の
競
合
度　

(

強
・
普
・
弱)　

が
判
明
し

て
く
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
接
骨
院
の
競

合
相
手
が
存
在
す
る
場
合
、
同
じ
商
圏
内
に
２
軒

目
の
接
骨
院
が
存
続
し
て
い
け
る
だ
け
の
人
口

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
有
無
で
、
あ
る
程
度
は
判
断
出

来
ま
す
。
こ
の
場
合
、
第
一
次
商
圏
で
あ
る
開
業

候
補
物
件
か
ら
、
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の

人
口
密
度
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
成
功
す
る
開

業
の
秘
訣
は
競
合
相
手
が
い
な
い
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
出
来
る
限
り
競
合
の

少
な
い
地
域
を
探
す
と
同
時
に
、
競
合
相
手
の
詳

細
な
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
負
け

る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
相
手
と
ケ
ン
カ
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ン
カ
は
勝
て
る
時
だ
け
で
十

分
で
す
。
設
備
も
十
分
、
治
療
所
面
積
も
広
大
、

若
く
て
評
判
の
良
い
院
長
と
十
分
過
ぎ
る
お
弟
子

さ
ん
と
助
手
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
そ
ん
な
地

域
に
密
着
し
た
接
骨
院
を
相
手
に
苦
労
す
る
よ
り

も
、
勝
て
る
地
域
や
場
所
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
筈
で

す
。

　

内
装
工
事
・
省
令
基
準
・
業
者
選
定

　

国
家
資
格
を
有
す
る
柔
道
整
復
師
や
あ
は
き
師

の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
よ
っ
て
、
そ
の
業

務
範
囲
と
周
辺
事
項
が
し
っ
か
り
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
内
装
工
事
に
際
し
て
は
、
省
令
の

定
め
に
従
っ
て
工
事
を
施
工
し
な
け
れ
ば
保
健
所

の
許
可
が
通
り
ま
せ
ん
。
省
令
で
定
め
る
施
術
所

の
構
造
設
備
等
の
基
準
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て

は
柔
道
整
復
師
法
あ
る
い
は
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
に
関
す
る
法
律
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

①
６
・
６
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
専
用
の
施
術

室
を
有
す
る
こ
と
。

　

②
３
・
３
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
待
合
室
を
有

す
る
こ
と
。

　

③
施
術
所
は
室
面
積
の
七
分
の
一
以
上
に
相
当

す
る
部
分
を
外
気
に
開
放
し
う
る
こ
と
。た
だ
し
、

こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
適
当
な
換
気
装
置
が
あ
る
と

き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

④
施
術
に
用
い
る
器
具
、
手
指
等
の
消
毒
設
備

を
有
す
る
こ
と
。

　

⑤
常
に
清
潔
に
保
つ
こ
と
。

　

⑥
採
光
、照
明
及
び
換
気
を
十
分
に
す
る
こ
と
。

 

院
内
動
線

　

家
や
店
舗
、
治
療
院
等
の
設
計
図
を
作
成
す
る

時
、
図
面
上
に
多
く
の
線
を
引
き
ま
す
。
こ
の
設

計
図
に
現
れ
な
い
も
の
に
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
の
動

く
線
、
即
ち
「
人
の
動
線
」
が
あ
り
ま
す
。

治
療
院
の
内
装
に
ば
か
り
気
を
配
り
、
院
内
の
ス

タ
ッ
フ
と
患
者
の
想
定
で
き
る
動
き
を
無
視
す
る

と
、
誠
に
使
い
勝
手
の
悪
い
施
術
所
が
出
来
上

が
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

動
線
を
考
え
る
上
で
基
本
的
な
も
の
と
し
て
は
以

下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

治療院名

住所

院長名 年齢　推定　　　才

治療所面積

従業員数 AM　　：　　　　　人　／　PM　　：　　　　　人

来患数 AM　　：　　　　　人　／　PM　　：　　　　　人

電療機

ベッド数 　　　　　　　台 特記事項

受付応対 優　良　可　不可

技術 優　良　可　不可

説明 優　良　可　不可

マナー 優　良　可　不可

清潔感 優　良　可　不可

鍼灸 無　有（　　/　　分）

その他

延長マッサージ 無　有（　　/　　分）

クィックマッサージ 無　有（　　/　　分）

カイロ 無　有（　　/　　分）

テーピング 無　有（　　/　　分）

整体 無　有（　　/　　分）

候補物件間距離 　　　　　　　　　　　　メートル

競合相手の情報カードの例

ひーりんぐ２号.indd 2004/01/28, 8:5636
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①
頻
度
の
高
い
動
線
は
可
能
な
限
り
短
く
す

る
。

　

治
療
院
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
例
え
ば
、
患
者
が
受
け
付
け
に
き
た
時

点
で
カ
ル
テ
を
棚
か
ら
取
り
出
す
場
合
は
、
受
け

付
け
と
カ
ル
テ
棚
と
の
距
離
を
出
来
る
だ
け
1
ス

テ
ッ
プ
に
す
る
。
ま
た
、
患
者
が
施
術
室
に
入
っ

て
か
ら
各
々
の
ス
タ
ッ
フ
が
カ
ル
テ
を
取
り
出
す

場
合
に
は
、
な
る
べ
く
施
術
室
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
タ
ッ
フ
が
出
来
る
限
り
動
か
ず
に
カ
ル
テ
を

取
り
出
せ
る
場
所
に
す
る
べ
き
で
す
。

　

②
動
線
は
単
純
な
ほ
ど
使
い
勝
手
が
良
い
。

　

特
に
施
術
ス
タ
ッ
フ
の
動
線
に
お
い
て
は
、
２

度
、
３
度
と
曲
が
っ
た
り
折
れ
た
り
す
る
様
な
複

雑
な
動
線
は
、
物
理
的
に
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な

ら
ず
周
り
で
見
て
い
る
患
者
に
も
、
心
理
的
な
負

担
が
大
き
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
飲
食
店
の
厨
房

で
は
、「
流
し
」「
レ
ン
ジ
」「
冷
蔵
庫
」
の
位
置

を
結
ん
だ
三
角
形
を「
ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
は
、
小
さ
い
ほ
ど
疲
れ
に
く
く
、
使
い
や
す
い

厨
房
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

③
ス
タ
ッ
フ
と
患
者
の
動
線
は
交
わ
ら
な
い
よ

う
に
分
離
す
る
。

　

例
え
ば
受
付
か
ら
施
術
室
へ
移
動
す
る
ス
タ
ッ

フ
の
動
線
と
、
待
合
室
か
ら
施
術
室
へ
患
者
が
移

動
す
る
動
線
が
重
な
る
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
出
来
る
限
り
避
け
る
べ
き
で
す
。

　

治
療
院
の
み
な
ら
ず
い
か
な
る
店
舗
に
於
い
て

も
、
限
定
さ
れ
た
面
積
と
空
間
の
中
で
最
も
高
い

効
率
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
全
て
思
い
通

り
に
出
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
可
能
な
限
り

動
線
を
考
慮
し
た
治
療
院
と
す
べ
き
で
す
。

 

内
外
装
業
者
の
選
定

　

従
来
、
治
療
院
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
地
味

で
質
素
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
治

療
院
自
体
に
も
来
院
を
促
す
機
能
、
つ
ま
り
宣
伝

広
告
の
機
能
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
院
の
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
た
ら
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
内
外
装
に
お
い
て
忠
実
に
表
現
で
き

る
業
者
を
数
者
選
定
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
そ
の

業
者
の
過
去
1
年
程
度
の
施
工
例
を
実
際
に
見
せ

て
貰
う
様
に
依
頼
し
ま
す
。
も
し
も
、
過
去
の
施

工
例
を
自
信
を
持
っ
て
見
せ
ら
れ
な
い
業
者
等
の

場
合
は
、
敬
遠
し
た
方
が
無
難
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
内
外
装
業
者
の
仕
事
の
質
は
、
そ
の
業
者
が

施
工
し
て
か
ら
1
年
以
上
が
経
過
し
た
壁
紙
を
見

る
と
判
断
で
き
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
施
工
を

す
る
業
者
の
場
合
、
壁
紙
に
皺
な
ど
が
よ
る
事
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
天
井
と
壁
の
境
目
で
も
、
2
年

や
3
年
は
壁
紙
が
剥
が
れ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
手
抜
き
工
事
や
粗
雑
な
施
工
で
は
、
1
年

を
待
た
ず
し
て
剥
が
れ
た
り
、
隙
間
が
出
来
て
し

ま
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
出
来
れ
ば
質
の
高
い

施
工
を
す
る
業
者
を
2
〜
3
社
選
定
し
て
、
同
じ

内
容
で
依
頼
し
（
例
：
「
約
20
坪
の
不
動
産
物
件

で
、
床
にP

タ
イ
ル
を
張
り
、
壁
紙
は
白
の
一
般

的
な
も
の
、
入
り
口
に
は
○
メ
ー
ト
ル
の
自
動
ド

ア
を
取
り
付
け
た
い
」
な
ど
）、
価
格
を
比
較
し

た
う
え
で
業
者
を
選
定
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

工
事
引
渡
し
後
半
年
間
程
度
の
不
具
合
対
応(

保

証
期
間)

を
お
願
い
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
内
外
装
業
者
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
内
外
装
業
者
の
中
に
は
単
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
タ
ー
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
タ
ー
は
い
わ
ば
取
り
ま
と
め
役
で
、
自
ら
施
工

を
す
る
訳
で
は
な
く
、
実
際
の
施
工
業
務
を
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
、
そ
の
コ
ス
ト
と
自
社
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。一
方
、

院
長
が
全
て
を
単
独
の
業
者
へ
依
頼
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
看
板
業
者
、
内
装
業
者
、

外
装
業
者
、
電
気
工
事
業
者
等
と
そ
れ
ぞ
れ
工
事

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
工
事
日
程
ま
で
も
院
長

自
身
が
取
り
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
往
々

に
し
て
コ
ス
ト
的
に
は
安
価
に
上
が
る
様
に
見
え

ま
す
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
に
一
括
し
て
依
頼

し
た
場
合
の
方
が
安
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

複
数
の
パ
タ
ー
ン
で
複
数
の
業
者
に
見
積
を
依
頼

す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
昨
今
で
は
、
内
外
装

業
者
は
折
か
ら
の
経
済
不
況
で
、
一
時
と
比
較
し

て
時
間
的
に
は
相
当
に
自
由
が
利
き
ま
す
の
で
、

契
約
締
結
の
当
日
に
は
正
確
な
見
積
査
定
に
来
て

も
ら
う
く
ら
い
の
調
整
は
し
た
い
も
の
で
す
。

　

内
外
装
業
者
選
定
は
、
先
輩
や
知
人
・
友
人
の

紹
介
等
に
頼
り
が
ち
で
す
が
、
紹
介
さ
れ
た
業
者

と
の
価
格
交
渉
な
ど
は
な
か
な
か
実
行
し
づ
ら
い

も
の
で
す
。
出
来
れ
ば
、
何
の
し
が
ら
み
や
義
理

も
無
い
業
者
を
選
定
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
患
者
と
な
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
の
期
待
か
ら
、
同
じ
町
内
や
地
域
か
ら
業
者
を

選
定
す
る
の
も
考
え
も
の
で
す
。
複
数
の
業
者
を

競
合
さ
せ
、
結
果
的
に
他
の
業
者
を
使
っ
た
場
合

は
、
そ
の
同
じ
町
内
や
地
域
の
業
者
は
、
な
か
な

か
治
療
院
に
は
来
院
し
て
く
れ
な
い
も
の
で
す
。

書
店
で
は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
�
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
�
フ
�
�
ク
ス
の
み
か
ら

の
ご
注
文
と
な
り
ま
す
�
今
す
ぐ
お
名
前
�
ご
住
所
�
電
話
番
号
と
�
ひ
�
り

ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
を
見
た
�
と
ご
記
入
の
上
�
ご
注
文
く
だ
さ
い
�
代
引
郵
送
�

Ｐ
Ｃ
Ｃ
で
は
�
治
療
院
経
営
者
の
た
め
の
通
信
教
育
シ
ス
テ
ム
や
セ
ミ
ナ
�
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
�
詳
し
く
は
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

　

一
流
が
集
ま
る
日
本
ト
�
プ
レ
ベ
ル
の
治
療
院
経
営
研
究
会

成
功
�
�
治
療
院
経
営
患
者
さ
ん
が
増
え
る
本
に

興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

�
週
休
３
日
！　

た
�
た
一
人
で
１
０
０
０
万
円　

成
功
す
る
治
療
院
経
営
�

治
療
院
経
営
者
必
読
！　

勝
ち
組
現
役
治
療
家
が
書
い
た
治
療
院
経
営
の
ツ
ボ
本
！　

保
険
や
健
康
食
品
に
も
う
頼
ら
な
い
！　

口
コ
ミ
で
治
療
院
を
繁
盛
さ
せ
る
60
の
法
則
を
一
挙
公
開
！

治
療
家
が
読
ん
で
お
い
て
損
は
あ
り
ま
せ
ん
�
試
し
に
一
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
�
無
料
メ
ル
マ
ガ
も
創
刊
�

1,000 円＋代引郵送料 500 円

ＰＣＣ独立候補生募集

Ｐ
Ｃ
Ｃ
�
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
〉

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
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クローズアップ

      インフォメーション

　
「
健
康
の
秘
訣
は
呼
吸
法
に
あ
り
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
呼
吸
法
に
よ
り
効
率
よ
く
酸
素
を
吸

収
す
る
こ
と
が
健
康
に
良
い
こ
と
は
科
学
的
に
も

証
明
さ
れ
て
い
る
。
高
気
圧
酸
素
療
法
と
は
、
大

気
圧
よ
り
も
高
い
気
圧
環
境
の
中
に
患
者
を
収
容

し
、
体
内
へ
の
酸
素
摂
取
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
病
体
の
改
善
を
図
る
と
い
う
も
の
。
気
圧

を
高
め
た
カ
プ
セ
ル
の
中
に
横
た
わ
る
こ
と
に
よ

り
通
常
の
呼
吸
で
は
不
可
能
な
量
の
酸
素
を
細
胞

の
隅
々
に
溶
け
込
ま
せ
（
溶
解
型
酸
素
）、
生
活

環
境
や
加
齢
で
低
下
し
た
酸
素
水
準
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
酸
素
を
結
合
さ
せ

る
酸
素
治
療
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
完
全
に
飽
和
さ

れ
る
と
そ
れ
以
上
の
酸
素
を
生
体
に
供
給
で
き
な

い
。
こ
れ
に
比
べ
て
高
気
圧
酸
素
治
療
は
、
へ
モ

グ
ロ
ビ
ン
が
飽
和
さ
れ
た
後
も
さ
ら
に
血
液
中
の

溶
解
酸
素
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
増

量
に
は
限
界
が
な
い
。
酸
素
を
血
液
中
に
溶
か
し

込
む
こ
と
が
で
き
、
各
種
の
低
酸
素
状
態
を
改
善

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
、「
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
平
均
的
に
増
加
す
る
」「
急
速
な
疲
労
回
復
」

「
痛
み
を
や
わ
ら
げ
る
」「
質
の
良
い
睡
眠
が
得
ら

れ
る
」「
神
経
系
を
癒
す
」「
負
傷
の
回
復
力
の
向

上
」「
新
陳
代
謝
の
向
上
」「
活
性
酸
素
の
害
を
緩

和
す
る
」「
栄
養
素
の
吸
収
を
助
け
る
」
な
ど
の

効
果
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
幅
広
い
効
果
が
非
常
に

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

現
代
人
の
身
体
は
大
気
汚
染
、
血
管
の
汚
れ
、

過
度
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
り
慢
性
的
に
酸
素
不

足
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
O２
カ
プ
セ
ル
に
入
る
こ

と
で
細
胞
の
本
来
の
機
能
を
取
り
戻
す
ば
か
り
で

な
く
、
老
化
防
止
、
疲
労
回
復
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
等

の
効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　

疲
労
回
復

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
90
％
は
酸
素
で
す
。
酸
素
不
足

に
な
る
と
だ
る
さ
や
疲
れ
を
感
じ
ま
す
。
酸
素
は

疲
労
物
質
で
あ
る
乳
酸
を
分
解
し
、
除
去
し
て
く

れ
ま
す
。
と
に
か
く
元
気
に
。
疲
れ
知
ら
ず
の
ピ

ー
ク
時
の
活
力
を
も
う
一
度
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

O2
カ
プ
セ
ル
は
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
採

用
し
そ
の
実
力
は
実
証
済
み
で
す
。

　

美
肌
効
果

　

毛
細
血
管
の
固
ま
り
で
あ
る
皮
膚
は
と
て
も
酸

素
が
行
届
き
に
く
い
組
織
で
す
。
O2
カ
プ
セ
ル
は

肌
の
細
胞
の
隅
々
ま
で
溶
解
型
酸
素
を
十
分
に
供

給
す
る
の
で
細
胞
が
活
性
化
し
肌
の
輝
き
が
蘇
っ

て
き
ま
す
。 

　

ダ
イ
エ
�
ト

　

糖
や
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
に
は
た
く
さ
ん
の
酸

素
が
必
要
で
す
。
酸
素
を
取
り
入
れ
れ
ば
脂
肪
が

燃
え
や
す
い
状
態
に
な
り
疲
れ
に
く
く
な
る
の

で
ラ
ク
に
運
動
も
で
き
ま
す
。
効
率
よ
く
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
す
る
に
は
O2
カ
プ
セ
ル
は
と
て
も
有
効
で

す
。 

　

活
性
酸
素
を
中
和

　

身
体
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
酸
素
も
善
玉
と
悪

玉
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
活
性
酸
素
は
シ
ミ
・

シ
ワ
、
老
化
の
原
因
に
な
る
悪
玉
の
酸
素
で
す
。

高
い
気
圧
の
作
用
で
体
内
に
活
性
水
素
を
発
生
さ

せ
活
性
酸
素
と
結
び
つ
け
中
和
さ
せ
老
化
の
原
因

を
制
御
し
ま
す
。

　

体
内
の
酸
素
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
び
つ
い
た

結
合
型
酸
素
と
、
そ
の
ま
ま
溶
け
込
ん
だ
溶
解
型

酸
素
の
２
種
類
が
あ
る
が
、
結
合
型
酸
素
は
通
常

の
肺
呼
吸
で
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
依
存
し
た
結
合

型
で
し
か
酸
素
を
運
べ
な
い
。
脳
や
腎
臓
、肝
臓
、

皮
膚
は
毛
細
血
管
（
約
５
ミ
ク
ロ
ン
）
の
固
ま
り

な
の
で
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
約
７
ミ
ク
ロ
ン
）
よ

り
細
い
た
め
血
流
が
悪
く
な
り
や
す
い
の
だ
。

　

さ
ら
に
加
齢
に
従
っ
て
毛
細
血
管
壁
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
等
の
汚
れ
が
つ
き
、
動
脈
硬
化
と
あ
い

ま
っ
て
、
ま
す
ま
す
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
通
り
に
く

く
な
っ
て
く
る
。
通
り
に
く
く
な
っ
た
毛
細
血
管

の
先
に
あ
る
細
胞
は
酸
欠
状
態
に
な
り
、
い
ず
れ

仮
死
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

一
方
、溶
解
型
酸
素
は
酸
素
分
子
そ
の
も
の
で
、

結
合
型
酸
素
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
赤
血
球
（
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
）
と
比
べ
て
極
め
て
小
さ
く
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
に
依
存
し
な
い
た
め
、
細
く
な
っ
た
毛
細

血
管
も
難
な
く
通
過
し
、
そ
の
先
に
あ
る
、
弱
っ

た
細
胞
に
酸
素
を
送
り
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

血
液
の
血
漿
の
み
な
ら
ず
、
リ
ン
パ
液
や
脳
脊
髄

液
な
ど
の
体
液
に
も
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
酸
素
不
足
に
陥
っ
た
全
身
の
細
胞
に
充
分
に

酸
素
補
給
が
で
き
、
若
返
り
を
促
進
す
る
と
い
う

の
だ
。

　スポーツ・トレーナーなどの増加に伴い、スポーツ選手に対するリハビリ機器や新

たな手技の開発が盛んだが、最近注目を浴びているものの１つとして高気圧酸素療法

がある。高気圧酸素療法は、スポーツ障害や外傷からの治癒回復促進、あるいは疲労

回復の方法としてばかりでなく、医療現場や宇宙開発の分野でも活用されており、若

返りの手段、あらゆる症状の緩解、怪我・病気のリハビリに活用できると欧米や日本

において注目されている。なかには脳梗塞などの治療に役立てている病院もあるのだ。

この高気圧酸素療法を治療院やサロンなどで手軽に行うために開発されたのが高気圧

エア・チェンバー・システム「オアシスＯ 2」だ。オリンピックチームやサッカーチ

ームなどにも採用されているというだけあって、簡単に折りたためて、場所を取らず

にどこでも利用できるのが魅力だ。

折
�
�
�
�
式
�
�
�
治
療
院
�
�
�
�
�
最
適

高
気
圧
エ
ア
・

チ
�
ン
バ
�
・
シ
ス
テ
ム

体
内
の
溶
解
型
酸
素
量
を
増
や
し
、
健
康
増
進
や
老
化
防
止
に

�
オ
ア
シ
ス
O2

�
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Ｏ2

赤血球（ヘモグロビン）

７ミクロン前後 結合型酸素
  Ｏ2

Ｏ2

溶解型酸素

５ミクロン前後
毛細血管

血液

リンパ液

中枢神経液

細胞

血液

リンパ液

中枢神経液

×

×

×

酸素不足

結合型酸素
  Ｏ2

赤血球（ヘモグロビン）

結合型酸素
  Ｏ2

結合型酸素

結合型酸素
  Ｏ2

結合型酸素

コレステロールなどの汚れ

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2 Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2 Ｏ2 Ｏ2
Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2Ｏ2 Ｏ2

Ｏ2

Ｏ2

酸素充分

結合型酸素
  Ｏ2

　

人
間
は
体
内
の
す
み
ず
み
の
細
胞
ま
で
、
休
み

な
く
酸
素
を
送
り
続
け
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な

い
が
、
運
動
不
足
や
悪
食
な
ど
か
ら
生
じ
る
血
中

酸
素
濃
度
の
低
下
は
、
細
胞
の
働
き
を
鈍
ら
せ
、

や
が
て
さ
ま
ざ
ま
な
成
人
病
の
原
因
と
な
る
。
こ

れ
を
効
果
的
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
に
は
、
濃
度

の
高
い
酸
素
の
補
給
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
事
な

の
で
あ
る
。

　

体
内
に
効
率
よ
く
酸
素
を
送
り
込
む
た
め
に

は
、
何
よ
り
も
心
臓
と
肺
の
機
能
を
高
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
ん
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
よ
り
も
有
酸
素
運
動
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

が
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い
る
。
有
酸
素
運
動
を
繰

り
返
す
こ
と
で
毛
細
血
管
が
発
達
し
て
血
流
が
よ

く
な
り
、
そ
の
結
果
、
血
圧
が
下
が
り
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
取
り
除
か
れ
て
心
肺
機
能
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
有
酸
素
運
動

よ
り
さ
ら
に
効
果
が
高
い
の
が
高
気
圧
酸
素
療
法

な
の
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
溶
解
型
酸
素
は
通
常
、
結
合
型
酸
素

に
比
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
量
で
し
か
な
い
が
、

〝
液
体
に
溶
け
込
む
気
体
の
量
は
、
そ
の
気
体
の

気
圧
に
比
例
し
て
増
え
る
〞
と
い
う
法
則
（
ヘ
ン

リ
ー
の
法
則
）
を
応
用
し
た
の
が
、高
気
圧
エ
ア
・

チ
ェ
ン
バ
ー
・
シ
ス
テ
ム
「
オ
ア
シ
ス
O2
」
な
の

だ
。「
オ
ア
シ
ス
O2
」
は
、
気
圧
を
１
・
３
気
圧
に

高
め
た
装
置
内
に
、
０
・
01
ミ
ク
ロ
ン
に
ま
で
清

浄
さ
れ
た
空
気
を
送
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
体
内

の
溶
解
型
酸
素
量
を
増
や
す
。
身
体
は
よ
り
効
率

的
に
酸
素
を
使
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
結

果
身
体
機
能
が
向
上
し
、
健
康
増
進
、
老
化
防
止

に
つ
な
が
る
。

　

最
先
端
技
術
の
結
晶
に
よ
り
、
本
体
約
12
〜
15

㎏
と
い
う
超
軽
量
で
耐
久
性
に
優
れ
た
、
折
り
た

た
み
式
携
帯
用
高
気
圧
エ
ア
・
チ
ェ
ン
バ
ー
・
シ

ス
テ
ム
「
オ
ア
シ
ス
O2
」。
ど
な
た
で
も
、
ど
こ

で
で
も
、
簡
単
に
高
気
圧
エ
ア
・
チ
ェ
ン
バ
ー
・

シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
オ
ア
シ
ス
O2
」
は
、
気
圧
を
熟
知
し
た
専
門

家
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。「
オ
ア

シ
ス
O2
」
内
の
気
圧
は
、
水
深
な
ら
３
m
前
後
、

白
然
環
境
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
死
海
や
、
深
い
ト

ン
ネ
ル
エ
事
現
場
な
ど
に
近
い
気
圧
環
境
な
の
で

安
全
で
す
。
ま
た
、
特
別
に
濃
い
酸
素
等
で
は
な

く
、
大
気
中
の
空
気
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
引

火
や
爆
発
の
危
険
性
も
な
く
安
心
で
す
。
利
用
者

白
身
に
よ
る
気
圧
の
調
節
と
出
入
り
が
自
由
に
出

来
、
停
電
な
ど
で
万
一
器
機
が
停
止
し
て
も
呼
吸

が
可
能
と
、
信
頼
の
安
全
設
計
で
す
。

　
「
オ
ア
シ
ス
O2
」
は
米
国
軍
事
用
開
発
企
茉
と

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
宇
宙
開
発
）
と
の
技
術
携
に
よ
っ
て

完
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
米
国
食
品
医
薬

品
局
）の
厳
し
い
品
質
テ
ス
ト
を
パ
ス
し
て
い
る
。

軍
事
用
に
開
発
さ
れ
た
特
殊
な
強
化
素
材
を
使
用

し
、
特
殊
圧
着
技
術
を
利
用
す
る
な
ど
高
い
安
全

性
を
確
保
し
、
４
つ
の
世
界
特
許
を
取
得
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
の
特
長

　

①
全
身
に
高
い
気
圧
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
全

身
の
細
胞
に
十
分
な
酸
素
補
給
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

②
コ
ン
パ
ク
ト
で
軽
量
な
の
で
ど
こ
に
で
も
設

置
で
き
る
。

　

③
高
気
圧
酸
素
装
置
で
は
、
世
界
初
の
折
り
た

た
み
式
な
の
で
ど
こ
に
で
も
携
帯
が
可
能
で
す
。

　

④
工
事
不
要
１
０
０
ボ
ル
ト
の
家
庭
用
コ
ン
セ

ン
ト
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
使
用
で
き
る
。

　

⑤
国
際
特
許
を
複
数
取
得
し
セ
い
ま
す
（PA

T
N
0.497829.557926.0277787.173876

）他
。

　

⑥
操
作
は
非
常
に
簡
単
で
す
。
特
別
な
技
術
、

ラ
イ
セ
ン
ス
等
は
不
要
で
す
。

　

⑦
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
を
使
う
と
効
率
的

な
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
が
行
え
ま
す
。

　

⑧
顔
や
頭
髪
な
ど
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
剤
等

が
、
高
い
気
圧
に
よ
り
浸
透
力
を
促
進
し
ま
す
。

材
質
は
、
本
体
は
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ウ
レ
タ

ン
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
複
合
繊
維
。
こ
の
素
材
は
、

米
国
デ
ュ
ポ
ン
社
が
軍
事
用
に
開
発
し
た
秦
材

で
防
弾
用
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
超
強
化
繊

維
。
こ
の
素
材
を
取
扱
え
る
の
は
世
界
で
1
社
の

み
で
す
。

　

安
全
性

　

・
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
米
国
食
品
医
薬
品
局
）
の
厳
し
い

品
質
テ
ス
ト
に
パ
ス
し
て
い
る
）
設
定
気
圧
の
倍

の
耐
圧
テ
ス
ト
及
び
１
万
回
の
圧
縮
テ
ス
ト
）。

　

・
ダ
ブ
ル
気
圧
調
整
バ
ル
ブ
に
よ
る
過
圧
防
止

機
能
付
。

　

・
両
側
調
整
バ
ル
ブ
に
よ
り
使
用
者
自
身
が
内

側
か
ら
気
圧
の
調
整
が
で
き
る
。

　

・
両
側
フ
ァ
ス
ナ
ー
に
よ
り
使
用
者
自
身
が
自

由
に
出
ら
れ
る
安
全
設
計
。

　

・
危
険
な
純
酸
素
で
は
な
く
、
空
気
を
使
用

し
て
い
る
の
で
誰
で
も
気
軽
で
安
全
に
使
用
で
き

る
。

　

・
加
圧
ポ
ン
プ
は
医
療
用
と
し
て
高
い
実
績
を

誇
る
米
国
大
手
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
の
特
注
品
。

　

・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政
府
の
推
薦
品
。

　

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
ポ
ー
ツ
総
合
研
究
所
（
内
閣
府
承

認
機
関
）
の
推
薦
品
。

発
売
元
の
日
本
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
で

は
、
こ
の
オ
ア
シ
ス
O2
の
無
料
体
験
を
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
に
て
期
間
限
定
で
開
催
し
て
い
る
。
ご
希
望

の
方
は
同
社
へ
。

【
問
い
合
わ
せ
】

発
売
元
＝
日
本
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

〒
１
１
３

―

０
０
３
３

東
京
都
文
京
区
本
郷
２―

28―

４

電
話
03―

３
８
１
５

―

２
３
３
５

体内の酸素はヘモグロビンと結びついた結合型酸素とそのまま溶け込んだ溶解型酸素

の２種類がある。通常の肺呼吸では結合型でしか酸素を運べない。脳や腎臓、肝臓、

皮膚は毛細血管の固まりでヘモグロビンの大きさより細いため血流が悪くなりやすい。

高気圧エアーチャンバー

「オアシスＯ 2」のメカニズム

悪い食生活や不摂生が続いたりすると、コルステロールなどの汚れで血管が細くな

ったり赤血球どうしがくっつき合ったりして血流が悪くなり酸素不足を起こす。老

化、ボケ、万病の原因になるといわれている。

気圧を上げると酸素がガス化して血液、体液の中に溶け込み溶解型酸素が増える。溶

解型酸素は血管が詰まっても体液などの別ルートを通って酸素を運ぶことができる。

これにより酸素不足に陥った全身の細胞に充分酸素供給し、末梢にある細胞まで活動

を促進する。
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人工透析の技術に当
初着目し、

中空糸によって分離する方法で
試作を重ねた。一定の圧力で血
液を中空糸に流し込み、ろ過す
る。ミニながらプラントのよう
な構造が必要だった。くり返し
テストするものの溶血する。中
空糸が詰まる。血球が壊れる。
しかも血液量が多い。この発想
は断念せざるをえなかった。
　血液は固まりやすく、すごいスピードで変化する。少ない血
液を分離することも難しい。発想も煮詰まり転換の方法を見出
せない。もう一度、分析機器の機能から見直してみる。たとえ
ば、一項目の検査に必要な検体量はわずか 2μ、それに 5倍
の試薬量を入れて分析する。希釈することが機器の基本機能だ。
新しい発想、血液を溶液の中に攪拌し、それを血漿と血球に分
離する手法はどうか。これなら可能かもしれない。現在のデメ
カルデバイスの基本的な考え方が生まれた瞬間だ。

デバイス１号のプ
ロトタイ

プは小さなボトルに溶液が入っ
ており血液を滴下、逆さまにし
てボトルを押し、平膜でろ過す
る。この方法においては血球成
分をコーティグする溶液の開発
に多くの時間を要した。血液検
査の結果のバラツキが解決でき
ず、また定量化するための方法
論が確定できなかった。
　人それぞれが自分で採血した
場合その血液量がばらばらになるため、溶液にマーカー成分を
入れ、採血量を割り出す方法に研究テーマが絞られていった。
　血液検査に影響を及ぼさず、吸着がなく、血漿成分が溶液中
に何マイクロあるかを数値化することで初めて現状の検査と同
じ数値を提供することができる。溶液を何十種類と用意し、一
定量の血漿を滴下し何百回と分析を繰り返し検証を重ねた。
　溶液の開発に歩調を合わせて、血漿分離のデバイスも試行錯
誤を繰り返す。いくつもの方法を、試作する。ひとつはデバイ
ス一号の改良型、ろ過膜の開発がここでは主たるテーマとなっ
た。血球を破壊しない程度に、膜のポアに保持できて、血漿だ
けをとりだす。
　簡単そうで、これまで誰も開発できていないテーマへの挑戦
だった。試作の繰り返しで一年が過ぎ、ようやく実証試験の可
能なデバイスの構造が決定された時は、一号デバイスの構造性
とは、まるで違う形状になっていた。現デメカルキットの原型
がここで初めて仮金型によって量産された。溶液マーカーも絞
込みを完成しており、デバイスを使用したテストをようやく開
始できたのはデバイスの開発という着想を得てから３年目のこ
とだった。

リージャーの開発したデメカル自己採血キッ
トは、個人が自分の血液情報を継

続的検査で把握し、自分だけに固有の数値変化を見出し、自己
健康管理に役立ててもらいたいという思想性から生まれた。現
在、医療機関でも健診でも、その都度血液検査の結果を知らさ
れはする、この貴重な生命情報がその場限りの判断材料でしか
ない。継続的に情報把握なされていれば、個人固有の基準に沿
った、健康判断が可能なはずだ。微妙な体内変化を早い機会に
捉えることも、突然の数値変化も、慢性疾患との違いも、本人
が行った健康法の効果確認も、服用している薬による変化も、
すべて病院・サロンを訪れる患者さん自身の血液検査で確認で
きる。

クローズアップ

      インフォメーション
始まりはプラントのような機器、

前例のない技術開発のはじまり。

医療機関でも使える検査精度の実現！

定量化と通常法との相関を得るまでに３年。 コンサインチェック（管理委託チェック）の流れ
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予防医学の重要性が声高に語られ始めた５年前、リージャ
ーのデバイス開発はスタートした。当初、健康を

支援する産業が今後数多く登場することを予測し、コンピューター問診
による健康管理ソフトの開発に着手。平行して多くの血液検査の手法も
調査をはじめた。すると、そのころの在宅で行う血液検査は精度に不安
があることがわかってきた。
　「もっと精度の高い血液検査を自己採血で実現できないか」「健康支援
ビジネスに共通の血液検査を一人一人の根拠性として提供できないか」
「個人の血液情報を継続的に保管しておくにはどんな方法がいいか」　「い
くつかのテーマの中からもっとも次の時代に必要とされるのは、一般論
の健康知識ではなく、個人の血液情報ではないか」という着想からデメ
カルの自己採血キットの開発プロジェクトは始まった。

血液検査は通常真空採血管等で、生化学 12項目を調べるのに約２本分６cc 程度必要。
　採血した血液は遠心分離機で血球と血清に分離し、血清成分のみをサンプルカップに分注して分析器にかける。

当然この方法では、医師看護士の手を煩わすし、自己採血で取ることなど出来ない。簡便に自分自身で血液情報を得るためには、少
量の血液での検査法が必要だった。きしくも分析器の精度は向上の一途をたどっており、微量の検体と少量の試薬をコンセプトにし
た機器が存在した。そうなると、必要なのは検体輸送の手段、デバイスを創り出すことだった。
　血液を輸送するためにクリアーしなければならない一番の問題は、血液の変化を阻止することであり、そのためには血球
成分と血漿成分を分ける必要がある。既存の技術のなかには常温常圧、機器を使わずに血液を分離するものはなかった。試
行錯誤の血液という厄介な液体との格闘が、ここに始まる。

問い合わせ＝ＪＭＢ㈱（03-5289-0260）

個人の血液情報を時系列で見て、

健康指導はひとりひとりに対応できる

従来の採血量の    、自分で採血して送る

血漿分離によってはじめて可能となったサービス

120
1

治療院、
サロン
で出来る

血液検査キットの製品化史
患者自身が採血する
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夫
婦
２
人
で
老
後
の
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な

最
低
の
日
常
生
活
日
は
月
額
34
万
円
（
財
団
法
人

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
調
べ
）
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
と
く
に
自
営
業
者
に
と
っ
て
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
と
違
い
、
自
分
の
老
後
ば
か
り
で
な
く

家
族
へ
の
保
障
も
含
め
て
心
配
に
な
る
の
は
当
然

の
こ
と
だ
。
厚
生
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
年

金
の
平
均
支
給
額
は
月
額
18
万
円
弱
な
の
で
、
当

然
何
も
し
な
い
で
い
れ
ば
所
得
が
生
活
費
を
下

回
っ
て
し
ま
う
。

　

し
た
が
っ
て
安
心
し
て
老
後
の
生
活
を
送
る
に

は
、
公
的
年
金
に
頼
ら
ず
、
老
後
の
生
活
資
金
は

自
分
で
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
自

ら
に
手
で
老
後
を
支
え
る
に
は
、
長
期
に
わ
た
り

安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
大
前
提
と
な

る
。
そ
こ
で
最
近
に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
が
、
不
動
産
投
資
に
よ
る
家
賃
収
入
だ
。
と
く

に
中
古
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
価
格
が
安

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
近
年

の
不
動
産
価
格
の
下
落
も
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

不
動
産
投
資
は
「
利
回
り
」
と
「
立
地
」
が
生

命
線
。
利
回
り
（
年
間
家
賃
収
入
÷
購
入
価
格
）・

立
地
の
よ
い
中
古
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
は
絶

対
数
が
少
な
く
、
い
か
に
好
立
地
で
築
年
数
の
浅

い
中
古
ワ
ン
ル
ー
ム
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
日
本
財
詫
の
扱
う
中
古
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
東
京
都
内
の
人
気
地
区

の
中
古
築
浅
物
件
で
、
バ
ブ
ル
期
の
ツ
ケ
に
よ
っ

て
金
融
機
関
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
抱
え
た
都
内

の
不
良
債
権
物
件
な
の
で
一
般
流
通
市
場
に
は
出

回
っ
て
い
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
①
年
間
利

回
り
６
％
以
上
高
い
貸
効
率
②
都
内
人
気
物
件
の

た
め
高
い
回
転
率
（
＝
入
居
の
早
さ
）
③
コ
ス
ト

相
殺
（
原
状
回
復
の
コ
ス
ト
は
敷
金
で
相
殺
）
④

空
室
・
家
賃
滞
納
保
証
⑤
物
件
担
保
の
み
の
提
携

ロ
ー
ン
⑥
７
０
０
〜
１
２
０
０
万
円
と
手
頃
な
投

資
金
額
⑦
団
体
生
命
保
険
に
よ
る
生
命
保
険
の
代

わ
り―

―

な
ど
を
誇
る
。
同
社
は
売
買
で
は
な
く

て
管
理
業
務
に
重
点
を
置
く
会
杜
な
の
で
安
心
。

入
居
者
か
ら
の
全
て
の
ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ
ブ
ル
に

迅
速
な
対
応
も
自
慢
だ
。

　

●
ワ
ン
ル
�
ム
マ
ン
シ
�
ン
の
魅
力

　

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
最
近
の
傾
向
は
、
①

立
地
の
都
心
回
帰
②
設
備
の
充
実
③
管
理
体
制
の

完
備
な
ど
に
よ
っ
て
充
実
し
て
お
り
、
ひ
と
こ

ろ
の
狭
い
、
条
件
が
悪
い
な
ど
と
は
一
変
し
て
い

る
。
占
有
面
積
22
〜
24
平
米
が
主
流
で
、

バ
ス
・
ト
イ
レ
の
分
離
、
収
納
ス
ペ
ー

ス
の
充
実
、
キ
ッ
チ
ン
で
の
ガ
ス
コ
ン

ロ
利
用
が
可
能
で
あ
っ
た
り
、
さ
ら
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
回
線
だ
と
か

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
付
き
で
あ
っ
た
り
充

実
し
た
内
容
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

し
て
も
モ
ニ
タ
ー
付
き
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク

や
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
完
備
し
て
い
る
。
24
時
間
宅
配
ロ
ッ

カ
ー
な
ど
も
人
気
だ
。

　

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
魅
カ
は
、

①
地
方
の
製
造
業
か
ら
東
京
圏
の
サ
ー

ビ
ス
業
へ
若
者
人
口
が
シ
フ
ト
↓
メ
イ

ン
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
20
代
〜
30
代
の
人

口
が
増
加
傾
向
②
都
市
再
生
イ
ン
フ
ラ

　

年
金
崩
壊
の
危
機
な
ど
に
よ
�
て
�
老
後
の
生
活
を
公
的
年
金
に
頼
る
の
で
は
な
く
�
自

分
で
つ
く
る
�
こ
と
を
考
え
る
人
が
多
く
な
�
て
き
た
�
こ
の
老
後
の
資
産
形
成
に
は
�
株

式
投
資
や
値
動
き
の
あ
る
金
融
商
品
よ
り
�
投
資
用
ワ
ン
ル
�
ム
マ
ン
シ
�
ン
が
�
安
定
・

高
利
回
り
�
だ
と
し
て
ブ
�
ム
を
呼
び
つ
つ
あ
る
�
と
く
に
�
中
古
マ
ン
シ
�
ン
の
価
格
は

不
動
産
価
格
が
大
幅
に
下
が
�
た
の
に
加
え
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
�
定
期
的
な
家
賃
収
入
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
預
貯
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
生
活
す
る

よ
り
は
安
心
だ
�
日
本
財
詫
グ
ル
�
プ
�
代
表
�
重
吉
勉
氏
�
本
社
�
東
京
・
新
宿
区
�
は
�

不
動
産
を
通
じ
て
�
生
活
の
安
定
�
安
定
し
た
家
賃
収
入
の
確
保
を
目
的
と
し
て
お
り
��
豊

か
な
老
後
を
過
ご
し
た
い
�
�
家
族
の
た
め
に
安
定
し
た
収
入
を
確
保
し
た
い
�
の
ニ
�
ズ

に
応
え
る
た
め
�
将
来
に
わ
た
�
て
�
長
期
的
に
安
定
し
た
家
賃
収
入
を
�
様
々
な
コ
ス
ト

を
差
し
引
い
て
も
高
い
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
�
て
�
毎
月
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
す
�
最
終
的
に
は
住
む
た
め
の
資
産
と
し
て
�
子
や
孫
に
引
き
継
げ
る
と
い
う

実
物
資
産
の
価
値
も
見
逃
せ
な
い
�

自
営
業
者
の
老
後
の
保
障
を
考
え
る

中
古
ワ
ン
ル
�
ム
マ
ン
シ
�
ン
投
資
に
注
目

長
期
に
わ
た
る
家
賃
収
入
の
安
定
感
が
人
気
に
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に
よ
る
世
界
都
市
東
京
の
魅
力
↓
職
場
に
近
い
、

繁
華
街
に
近
い
と
い
う
利
便
性
を
重
要
視
③
単
身

赴
任
者
、
学
生
、
独
身
社
会
人
の
賃
貸
需
要
が
旺

盛
④
代
用
社
宅
と
し
て
の
企
業
ニ
ー
ズ
が
増
加
⑤

中
古
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
は
家
賃
も
手
頃

―
―

な
ど
。

　

●
な
ぜ
中
古
マ
ン
シ
�
ン
か

　

当
た
り
前
だ
が
意
外
と
見
逃
し
て
し
ま
う
の

は
、「
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
は
入
居
し
た
時
点
で
中

古
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
購
入
後
即

価
値
が
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在

マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
が
上
が
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

バ
ブ
ル
期
の
教
訓
を
活
か
し
将
来
の
転
売
価
格
は

低
め
に
見
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
観
点
か
ら
、
は
じ

め
か
ら
中
古
物
件
を

日本財託グループ代表・重吉 勉氏

一生涯のお付き合いを

　――不動産投資をはじめたきっかけは何ですか。

　重吉　現代は激動の時代と呼ばれています。あのバ

ブル期の繁栄から、一転してデフレ、構造不況へと変

遷していったのは記憶に新しいところでしょう。その

ころの私は大手のデベロッパーの営業マンをしていました。「土地ころがし」

といって土地を売買するだけでどんどん利益が出てくる時代でした。そんな

時代の流れが「投資」という言葉に、ハイリスク・ハイリターンなイメージ

を定着させてしまいました。バブルが崩壊してこれからの不動産というもの

を考えたとき、どうしたらよいかと考えました。そこで私は不動産の原点は

管理業だと気がつきました。それがこの会社を立ち上げるきっかけです。　

　――不動産賃貸業としてワンルームマンションへの投資を勧める理由は？

　重吉　この低金利時代には預貯金だけではなく、自分の資産を運用するた

めの「投資」が必要になってきます。そんな状況の中、あえてお客様に不動

産投資、それも不動産運用の本来の王道である「不動産賃貸業」をお勧めし

ているのですが、バブル期のような、高価な不動産を購入して節税や値上が

りを待つのではなく、「ワンルームを中心にした優良物件を格安価格で購入

し、オーナーとして賃貸し高い利回りで定期収入を得る」方式です。バブル

期のツケである不良債権物件の中から、特にお客様の目的にマッチした最適

なマンションだけを、独自のノウハウと科学的なデータで検証し厳選してご

提供するシステムです。高利率で、長期に渡って安定収入を得られる方法と

して、この激動の時代にお勧めできるのが不動産投資であると、自信を持っ

ています。不良債権物件は永久に存在するわけではありません。優良な物件

であれば、バブル期の精算が済めば、すぐに市場から消えていく運命にある

はずです。それは、あと数年以内のことかもしれません。この千載一遇のチャ

ンスを活かすためには、できるだけ早い行動が必要なのです。

　――売買とは違ってお客さんとの付き合いが長くなり、よりよい信頼関係

が要求されますが、サポート体制などはいかがでしょう。

　重吉　お客様は不動産賃貸業のエキスパートとは限りません。そのために、

管理部門を独立し日本財託グループ全体でお客様の資産運用のためのサポー

ト体制を確立しました。こうした企業姿勢もあって、この不動産賃貸システ

ムはお客様からは大変高い評価をいただいております。全てのお客様が日本

財詫オーナー様からのご紹介という営業スタイル、そしてオーナー様が２度

に渡ってご購入くださる方が半数以上にもなるという事実は、私どもが大い

に誇れる点であると自負しています。

　――最後に一言。

　重吉　私たちは不動産賃貸業のプロフェッショナルであると同時に、お客

様のライフスタイルに応じて金融所得を得ていただくためのコンサルタント

でもあると考えています。お客様の大事な財産を託されるものとしての誇り

と責任をもって、お客様の豊かな老後生活を実現させていくことが、私たち

の使命です。私たちの目指すものは、「お客様との一生涯のお付き合い」な

のです。

狙
っ
た
ほ
う
が
投
資
効
率
は
は
る
か
に
よ
い
と
言

え
る
。
も
う
一
つ
、
中
古
物
件
の
メ
リ
ッ
ト
は
不

動
産
価
格
は
新
築
に
比
べ
て
安
い
が
家
賃
は
そ
の

地
域
の
相
場
に
順
ず
る
傾
向
が
強
い
た
め
、
新
築

と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
価
格
が
設
定
で
き
る
。
不

動
産
の
価
格
下
落
リ
ス
ク
は
無
視
で
き
な
い
。
新

築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
価
格
は
、
中
古
に
な
っ
た
目
減

り
分
も
含
め
て
10
年
で
３
割
下
落
す
る
の
が
目
安

だ
と
い
う
。

　

●
節
税
効
果
も
見
逃
せ
な
い

　

マ
ン
シ
ョ
ン
投
資
に
絡
む
税
も
見
て
み
よ
う
。

不
動
産
所
得
は
収
入
金
額
か
ら
借
入
金
利
息
な
ど

必
要
経
費
を
引
い
た
額
で
計
算
し
、
こ
れ
に
対
し

所
得
税
や
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
。
た
だ
、
赤
字

の
場
合
は
、
給
与
所
得
か
ら
不
動
産
で
の
赤
字
を

引
い
た
額
で
税
額
を
決
め
る
「
損
益
通
算
」
が
可

能
。
確
定
申
告
す
れ
ば
既
に
払
っ
た
所
得
税
の
一

部
が
戻
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
節
税
効
果
だ
け

を
狙
っ
て
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
マ
ン
シ
ョ
ン
投
資
を

始
め
る
の
は
危
険
と
い
う
声
が
多
い
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
投
資
は
、
借
入
れ
に
よ
る
購
入
者

や
高
額
所
得
者
の
場
含
、
所
得
の
申
告
に
よ
っ
て

相
当
の
節
税
も
可
能
な
た
め
、
利
廻
り
が
６
％
程

度
で
も
充
分
ペ
イ
可
能
と
な
る
。

　

●
中
古
物
件
は
リ
ス
ク
回
避
し
や
す
い

　

ど
ん
な
投
資
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
リ
ス
ク
は

つ
き
も
の
だ
が
、
そ
の
リ
ス
ク
を
初
め
か
ら
見
極

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
避
で
き
る
。

　

で
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
投
資
に
は

ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

①
空
室
②
家
賃
滞
納
③
建
物
の
老
朽
化
に
伴
う

修
繕
④
地
震
に
よ
る
建
物
倒
壊
⑤
管
理
会
杜
の
倒

産
⑥
金
利
上
昇―

―

ざ
っ
と
挙
げ
る
と
以
上
よ
う

な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
だ
が
、
日
本
財
詫
の
管
理
シ

ス
テ
ム
は
こ
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
。
収
支
計
面
の
根
本
を
揺
る
が
し

か
ね
な
い
の
が
空
室
の
リ
ス
ク
だ
。
例
え
ば
、
管

理
す
る
不
動
産
会
杜
が
入
居
者
を
探
し
、
安
定

収
入
を
約
束
す
る
家
賃
保
証
制
度
を
使
わ
な
い
場

合
、
自
ら
入
居
者
探
し
を
迫
ら
れ
る
な
ど
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
だ
。
一
方
、
委
託
先
の
不
動
産

会
社
の
経
営
破
た
ん
リ
ス
ク
に
は
目
を
配
る
必
要

が
あ
る
。
委
託
先
が
破
た
ん
す
れ
ば
、
空
室
時
の

家
賃
保
証
も
打
ち
切
ら
れ
る
た
め
だ
。
過
去
の
投

資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
販
売
実
績
や
実
際
の
物
件
を

確
認
す
る
こ
と
は
最
低
限
必
要
だ
。

お問い合わせ・ご相談は下記へ

０１２０―４１１０４０
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厚
生
労
働
省
は
、「
日
本
の
全
体
的
な
人
口
は
平
成

19
年
頃
か
ら
減
少
し
始
め
る
が
65
歳
以
上
の
人
口
は

継
続
的
に
増
加
し
、
今
後
20
年
間
で
の
推
定
増
加
高

齢
者
数
は
１
１
４
６
万
人
と
、
現
在
の
東
京
都
の
人

口
に
匹
敵
す
る
程
、
高
齢
化
率
は
急
速
に
上
昇
す
る
」

と
発
表
し
て
い
ま
す
。（
厚
生
白
書
平
成
12
年
度
版
、

http://w
w
w
hakusyo.m

hlw
.go.jp/m

hlw
/index.

htm
l

）

　

こ
の
高
齢
者
数
に
お
け
る
、い
わ
ゆ
る「
寝
た
き
り
」

は
、
現
在
、
約
２
９
０
万
人
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
雑
把
に
言
っ
て
全
人
口
１
億
２
千
万
人

の
２
・
４
％
と
な
り
ま
す
。
も
っ
と
簡
単
に
言
う
と
、

仮
に
１
世
帯
が
４
人
家
族
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す

る
な
ら
ば
、
10
世
帯
に
１
世
帯
は
寝
た
き
り
の
方
が

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昔
は
街
中
で
元
気
に
遊
ぶ

子
供
た
ち
の
姿
を
よ
く
目
に
し
ま
し
た
が
、
昨
今
で

は
子
供
た
ち
よ
り
も
高
齢
者
の
方
が
多
い
様
に
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
街
中

で
よ
く
見
か
け
る
高
齢
者
の
方
々
の
陰
に
は
、
街
に

出
て
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
高
齢
者
、
い
わ
ゆ
る
寝
た

き
り
の
高
齢
者
が
10
世
帯
に
1
人
は
確
実
に
存
在
し

て
お
り
、更
に
現
在
、元
気
な
高
齢
者
が
「
寝
た
き
り
」

に
加
わ
り
、
10
世
帯
に
１
人
が
５
世
帯
に
１
人
と
な

る
の
も
時
間
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
無
論
、
国
や
地

方
自
治
体
の
み
な
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ま
で
も

が
「
寝
た
き
り
高
齢
者
」
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
活

発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
時
間
の
経
過
と
共

に
身
体
の
衰
え
は
避
け
ら
れ
ず
、一
寸
し
た
事
で
「
寝

た
き
り
高
齢
者
」
と
な
る
可
能
性
は
時
間
の
経
過
に

比
例
し
て
高
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
些
細
な
転
倒
な

ど
で
の
打
撲
や
骨
折
、
あ
る
い
は
腰
が
痛
い
、
節
々

が
痛
い
と
い
っ
た
場
合
で
さ
え
、
自
ら
家
で
じ
っ
と

し
て
動
か
な
い
状
況
と
な
り
得
ま
す
。
つ
ま
り
寝
た

き
り
状
態
と
な
る
訳
で
す
。
怪
我
な
ど
の
回
復
に
は

安
静
状
態
を
保
つ
事
は
必
要
で
す
が
、
特
に
高
齢
者

の
場
合
は
身
体
各
所
の
筋
力
を
低
下
さ
せ
、
こ
の
状

態
が
続
く
と
次
第
に
筋
肉
内
の
血
液
循
環
が
悪
化
し
、

廃
用
性
症
候
群
を
呈
し
ま
す
。
こ
の
状
態
に
な
る
と

食
も
細
く
な
り
栄
養
摂
取
能
力
も
低
下
し
、
酸
素
の

摂
取
量
と
免
疫
力
も
著
し
く
低
下
し
、
生
命
維
持
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
状
態
と
な

り
な
が
ら
も
人
間
と
し
て
の
感
情
を
維
持
し
て
い
る

場
合
が
多
い
た
め
、
介
護
者
と
し
て
ケ
ア
し
て
い
る

家
族
の
「
し
ょ
う
が
な
い
な
。」「
面
倒
く
さ
い
な
。」

と
い
う
気
持
ち
を
感
じ
取
り
、
孤
独
に
さ
い
な
ま
れ
、

精
神
的
に
も
ま
す
ま
す
生
命
維
持
が
困
難
と
な
っ
て

く
る
事
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
80
〜
90
歳
以
上

の
「
寝
た
き
り
高
齢
者
」
の
場
合
、
そ
の
介
護
者
で

あ
る
妻
や
夫
も
、
更
に
そ
の
子
供
も
高
齢
者
で
あ
る

事
が
多
い
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま
す
。

　

在
宅
ケ
ア
で
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
は
、
従
来
の
サ

ウ
ナ
や
サ
ロ
ン
な
ど
で
行
っ
て
い
る
慰
安
目
的
の
も

の
や
、
肩
こ
り
・
腰
痛
の
緩
和
な
ど
と
は
異
な
る
高

齢
者
医
療
の
一
環
と
し
て
の
施
術
で
あ
り
、
そ
の
主

な
目
的
と
し
て
精
神
的
（
心
理
的
）
な
も
の
と
肉
体

的
な
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

●
精
神
的
�
心
理
的
�
効
果

　

あ
マ
指
師
は
心
理
学
者
で
も
な
け
れ
ば
、
精
神
科

の
医
師
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
定
期
的
に
訪

問
し
自
ら
の
手
で
「
寝
た
き
り
高
齢
者
」
の
身
体
に

触
れ
な
が
ら
の
会
話
は
身
体
だ
け
で
は
な
く
、「
心
ま

で
も
ほ
ぐ
す
」
事
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

家
庭
を
訪
問
し
て
い
る
と
、
要
介
護
者
と
介
護
者
と

の
間
に
事
の
善
悪
よ
り
も
、
長
年
の
家
庭
生
活
の
中

で
培
わ
れ
て
き
た
上
下
関
係
が
更
に
強
調
さ
れ
た
家

族
、
ま
た
介
護
と
い
う
仕
事
の
為
に
双
方
が
精
神
的

に
崩
壊
寸
前
ま
で
に
な
っ
て
い
る
家
庭
、
更
に
は
、

既
に
崩
壊
し
、
虐
待
と
い
う
最
悪
の
ケ
ー
ス
に
ま
で

至
っ
て
い
る
家
庭
な
ど
、
様
々
な
環
境
が
見
え
て
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
に
陥
る
要
因
と
し
て
、

家
庭
内
で
の
介
護
に
対
す
る
負
担
の
大
き
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
医
療
に
関
す
る
知
識
の
欠
如
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
あ
マ
指
師
は
、
施
術
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
そ
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
要
介
護
者
と
そ
の
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
こ
と
も
重
要

な
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
寝
た
き
り
高
齢
者
」
が

定
期
的
な
訪
問
施
術
と
会
話
を
生
活
の
楽
し
み
の
ひ

と
つ
と
感
じ
て
く
れ
る
事
は
、
業
務
を
超
え
た
大
き

な
喜
び
と
な
り
ま
す
。

　

●
身
体
的
効
果　

　
「
寝
た
き
り
高
齢
者
」
に
対
す
る
施
術
は
、「
循
環
、

心
肺
、
内
臓
及
び
各
種
残
存
機
能
の
維
持
と
改
善
」、

「
疼
痛
の
緩
和
」、「
関
節
可
動
域
の
拡
大
」
の
３
つ
の

目
的
を
柱
と
す
る
医
療
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
し
て
の
理
論

と
技
術
に
基
づ
い
た
施
術
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
特
に
対
象
が
「
寝
た
き
り
高
齢
者
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
机
上
で
の
学
習
に
よ
る
習
得
に
は
限
界

が
あ
る
様
で
す
。
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
、
且
つ
、

要
介
護
者
や
そ
の
家
族
か
ら
喜
ば
れ
、
心
か
ら
求
め

ら
れ
る
施
術
は
日
々
の
実
践
、
つ
ま
り
臨
床
経
験
が

必
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
読
者
諸
氏
に
ご

　あん摩マッサージ師圧師が寝たきりの高齢者に対して、医師・ホー

ムヘルパー・ケアマネジャーなどと共に在宅ケアにおけるひとつの専

門分野を担当し、寝たきりの要介護者本人のみならず、その家族から

も大変に感謝され、社会的にも重要な業務の一環を担うことが出来る

時代が到来しました。また、療養費（保険）に関する制度なども、あ

マ指師が活動し易い状況となり、ひとつの業として経営していけるニ

ーズと環境も整いました。私は更に多くのあマ指師有資格者が、現在

直面している高齢社会に貢献して頂きたく、自らの活動と知識をひー

りんぐマガジンの誌面を借りて開示し業友を増やし、更にはあマ指師

としてまた、業界人として社会貢献の一助になることを切望します。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
（
設
立
準
備
中
）　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師　

圷
小
次
郎

在
宅
ケ
ア
に
お
け
る
あ
ん
摩
マ
�
サ
�
ジ
指
圧
師
の
役
割
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理
解
頂
き
た
く
、
現
在
、
上
記
の
「
各
種
残
存
機
能

の
維
持
と
改
善
」「
疼
痛
の
緩
和
」
そ
し
て
「
可
動
域

の
拡
大
」
の
3
つ
の
目
的
の
為
の
医
療
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
に
関
す
る
解
説
を
執
筆
中
で
あ
り
、
将
来
、
本

誌
に
て
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

●
医
療
保
険
�
療
養
費
�
の
活
用
法

あ
マ
指
師
の
訪
問
施
術
が
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い

る
背
景
に
医
療
保
険
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
保
険
法
（
大
正
２
年
制
定
、
昭
和
２
年
施
行
）

で
は
①
診
察
②
薬
剤
ま
た
は
治
療
材
料
の
支
給
③
処

置
、
手
術
そ
の
他
の
治
療
④
病
院
ま
た
は
診
療
所
へ

の
収
容
⑤
看
護
⑥
移
送―

の
６
種
の
み
を
療
養
の
給

付
の
対
照
と
し
て
い
る
。
上
記
５
項
目
は
い
ず
れ
も

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
し
て
業
務
範
疇
に
は
な
い
も
の
で

す
が
、
同
法
44
条
第
２
項
に
は
「
保
険
者
は
療
養
の

給
付
等
を
為
す
こ
と
困
難
な
り
と
認
め
た
る
時
（
中

略
）
保
険
者
が
や
む
を
得
ず
認
め
ざ
る
も
の
と
認
め

た
と
と
き
は
、
療
養
の
給
付
等
に
代
え
て
、
療
養
費

を
支
給
す
る
こ
と
を
得
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
昭
和
46
年
４
月
、
厚
生
省
通
達
第
28
号
に
お
い

て
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
適
応
症
は
一
律
に
そ
の
診
断
名

に
よ
る
こ
と
な
く
、
筋
麻
痺
、
関
節
拘
縮
な
ど
で
あ

っ
て
、
医
療
上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
と
認
め

ら
れ
る
症
例
に
つ
い
て
は
、
必
要
の
限
度
に
お
い
て
、

療
養
費
の
支
給
対
象
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。」
と
通

達
さ
れ
ま
し
た
。「
療
養
の
給
付
で
は
十
分
で
な
い
も

の
」
つ
ま
り
「
医
師
に
よ
る
適
当
な
治
療
手
段
の
な

い
も
の
」
を
補
完
す
る
目
的
で
あ
マ
指
師
へ
の
療
養

費
の
支
給
が
、
条
件
付
き
で
は
あ
り
ま
す
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
更
に
平
成
９
年
厚
生
省
通
達
第
１
５
０

号
で
は
保
険
者
に
対
し
て
同
意
書
が
添
付
さ
れ
て
い

る
も
の
に
対
し
て
は
療
養
費
の
支
給
対
象
と
し
て
差

し
支
え
な
い
と
の
通
達
が
為
さ
れ
た
結
果
、
事
実
上
、

あ
マ
指
師
の
医
療
保
険
に
よ
る
在
宅
訪
問
施
術
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
訳
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

他
の
保
険
種
に
つ
い
て
も
、
労
災
保
険
の
適
用
を
認

め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ま
た
生
活
保
護
の
医
療

扶
助
と
し
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
訪
問
施
術
に
対
す
る
支

給
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

但
し
、
一
部
の
地
方
に
お
い
て
は
未
だ
に
請
求
金

額
が
一
度
患
者
へ
支
払
わ
れ
た
後
、
患
者
を
介
し
て

施
術
者
へ
支
払
わ
れ
る
償
還
払
い
形
式
を
採
っ
て
い

る
行
政
も
あ
る
模
様
で
す
が
、
こ
れ
も
将
来
的
に
は

保
険
者
か
ら
直
接
、
施
術
者
へ
支
払
わ
れ
る
委
任
払

い
方
式
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
様
に
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
療
養
費
の
支
給
対
象
と
す
る
制
度
は
都
道
府

県
に
よ
り
多
少
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
整

備
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
が
、
実
際
に
、
療
養
費
に
よ

る
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
務
を
導
入
す
る
た
め
に
は
本

来
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
業
務
以
外
に
①
患
者
獲
得
②

患
者
情
報
収
集
と
ケ
ア
シ
ー
ト
作
成
③
同
意
書
の
依

頼
と
取
得
④
訪
問
施
術
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
⑤
マ

ッ
サ
ー
ジ
施
術
の
報
酬
支
給
申
請
書
の
作
成
⑥
レ
セ

プ
ト
提
出―

な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

①
患
者
獲
得

　

治
療
院
業
務
は
い
わ
ゆ
る
「
待
ち
の
商
売
」
で
す

が
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
訪
問
施
術
業
務
の
場
合
は
「
営

業
」
か
ら
始
ま
る
と
い
え
ま
す
。
昨
今
は
町
中
の
看

板
や
電
話
帳
、
市
町
村
の
広
報
誌
な
ど
、
い
た
る
所

に
介
護
事
業
所
や
介
護
用
品
販
売
業
者
な
ど
の
高
齢

者
関
連
業
種
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
施
術
業
務

の
下
地
の
ま
っ
た
く
な
い
当
初
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

者
か
ら
の
「
紹
介
」
が
最
も
有
効
な
患
者
獲
得
法
と

い
え
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
医
療
機
関
な
ど
か
ら
の

紹
介
も
あ
る
程
度
は
期
待
で
き
ま
す
が
医
療
機
関
の

場
合
、
一
般
的
に
は
、
簡
単
に
は
紹
介
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
訪
問
施
術
業
務
を
開
始
し
、
同
意
書
の

依
頼
と
取
得
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
医

師
や
医
療
機
関
職
員
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
信
頼
関
係
が
、
構
築
さ
れ
た
後
か
ら
で
な
い
と
医

療
機
関
か
ら
の
紹
介
は
な
か
な
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

②
患
者
情
報
収
集
と
ケ
ア
シ
�
ト
作
成

　

訪
問
施
術
先
の
紹
介
を
受
け
た
場
合
、
通
常
、
最

初
に
患
者
宅
を
訪
問
し
、
患
者
情
報
を
収
集
し
ま
す
。

そ
の
内
容
を
任
意
の
形
式
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
私

は
こ
の
様
式
を
ケ
ア
シ
ー
ト
と
呼
び
患
者
関
連
の
記

録
用
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ケ
ア
シ
ー
ト
は
紹
介
者
で
あ
る
介
護
事
業
主

や
医
療
機
関
な
ど
へ
の
報
告
書
の
機
能
も
有
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
詳
細
を
記
録
し
、
後
に

医
療
機
関
や
介
護
事
業
者
な
ど
の
紹
介
者
へ
、「
求
め

ら
れ
な
く
て
も
提
出
」
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
に
よ

り
、
結
果
的
に
信
頼
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
構
築
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
更
に
多
く
の
紹
介
も

期
待
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

③
同
意
書
の
依
頼
と
同
意
書
の
取
得　

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
に
よ
る
療
養
費
支
給
申

請
書
の
提
出
に
際
し
て
は
、
医
師
の
同
意
書
の
添
付

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
こ
の
同
意
書
は
、

そ
の
患
者
の
主
治
医
か
ら
頂
戴
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
同
意
書
作
成
を
依
頼
す
る
際
、
事
前
に
作
成
し
て

お
い
た
ケ
ア
シ
ー
ト
を
持
参
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

医
師
と
し
て
も
、
今
ま
で
に
面
識
の
な
い
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
に
対
し
て
施
術
の
同
意
を
与
え
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
か
ら
、
ケ
ア
シ
ー
ト
の
提
出
は
大
き
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。
同
時
に
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
し
て
ど

の
よ
う
な
施
術
を
ど
の
部
位
に
対
し
て
何
日
間
行
い

た
い
か
、
こ
の
程
度
の
情
報
を
同
意
書
の
発
行
者
に

対
し
て
報
告
す
る
の
は
ひ
と
つ
の
義
務
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
比
較
的
大
き
な
医
療
機
関
の
場
合
、
同
意

書
の
発
行
を
依
頼
し
て
も
、
当
日
中
に
発
行
し
て
貰

え
る
と
は
限
ら
ず
、
２
〜
３
日
、
あ
る
い
は
１
週
間

後
に
再
度
「
取
得
」
の
た
め
に
再
び
医
療
機
関
を
訪

問
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
も
多
々
あ
る
た
め
に
、
こ

の
③
で
は
、
同
意
書
の
「
依
頼
」
と
「
取
得
」
を
２

種
の
異
な
る
作
業
と

し
ま
し
た
。

　

④
訪
問
施
術
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
作
成

　

同
意
書
を
取
得
す

る
と
施
術
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
調
整
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
そ
の
患
者
の
都

合
、
他
の
患
者
の
予

定
や
業
務
上
の
予
定

ケアシート作成の作成例
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を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
際
、

患
者
訪
問
の
順
番
や
距
離
的
な
こ
と
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

同
意
書
に
は
必
ず
同
意
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
保
険
者
へ
の
療
養
費
支
給
申
請
時
に
必

ず
添
付
し
て
提
出
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ

た
同
意
期
間
の
施
術
に
対
し
て
療
養
費
は
支
給
さ
れ

る
た
め
、
同
意
書
を
取
得
す
る
前
に
患
者
と
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
う
と
、
同
意
期
間
と
整
合
せ
ず
、

再
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

場
合
も
発
生
し
ま
す
の
で
、
同
意
書
の
取
得
を
最
優

先
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

⑤
マ
�
サ
�
ジ
施
術
の
療
養
費
支
給
申
請
書
の
作
成

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
療
養
費
申
請
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料
、

徒
手
矯
正
術
料
、
温
罨
法
・
電
気
光
線
器
具
料
、
基

本
往
療
料
と
往
療
加
算
料
の
4
項
目
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
下
に
療
養
費
支
給
申
請
書
を
抜
粋
し

て
説
明
し
ま
す
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料
（
２
４
０
円
）、
徒
手
矯
正
術

料
（
５
２
０
円
）
は
単
純
に
算
定
金
額
に
部
位
数
と

そ
の
回
数
（
日
数
）
を
乗
じ
ま
す
。
ま
た
、
温
罨
法

（
80
円
）
温
罨
法
・
電
気
光
線
器
具
料
（
１
１
０
円
）

に
関
し
て
は
部
位
数
に
関
係
な
く
実
日
数
を
乗
じ
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
、
往
療
料
と
往
療
加
算
料
は
少
々

煩
雑
に
な
り
ま
す
。

　

往
療
料
の
基
準
は
距
離
の
起
点
と
な
る
治
療
院

か
ら
、
１
番
最
初
の
患
者
宅
（
第
一
患
家
）
ま
で

の
距
離
の
う
ち
、
最
初
の
２
㎞
ま
で
は
１
８
７
５
円

で
加
算
分
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
以
降
、
２
㎞
毎
に

８
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
が
、
最
長
16
㎞
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
起
点
治
療
院
か
ら
第
一
患

家
ま
で
の
距
離
が
５
・
５
㎞
あ
っ
た
と
す
る
と
、
最
初

の
２
㎞
ま
で
が
１
８
７
５
円
と
な
り
、
残
り
の
３
・
５

㎞
に
つ
い
て
は
１
６
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
の
で
、

往
療
料
の
合
計
は
３
４
７
５
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

最
初
の
患
家
か
ら
、
次
の
患
者
宅
（
第
二
患
家
） 
へ

訪
問
し
た
場
合
、
往
療
料
算
出
の
起
点
は
第
一
患
家

と
な
り
、
同
様
に
計
算
し
ま
す
。
こ
の
計
算
を
１
ヶ

月
分
集
計
し
た
も
の
を
療
養
費
支
給
申
請
書
に
記
載

し
、
更
に
そ
の
算
定
の
基
準
と
な
る
患
者
別
の
往
療

距
離
計
算
書
を
作
成
し
て
提
出
時
に
添
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
１
部
の
療
養
費
支
給
申
請
書
に

は
同
意
書
と
往
療
距
離
計
算
書
の
合
計
３
種
の
書
類

を
作
成
し
ま
す
。

　

往
療
距
離
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
、
私
は
電
子
地

図
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
時
と
し
て
保
険

者
が
定
規
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場
合
な
ど
も
あ
り
、

算
出
し
た
値
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
極

力
保
険
者
と
同
様
の
方
法
で
算
出
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

　

⑥
支
給
申
請
書
�
レ
セ
プ
ト
�
の
提
出

　

上
記
の
様
に
作
成
し
た
療
養
費
支
給
申
請
書
を
保

険
者
へ
提
出
す
る
場
合
、
接
骨
院
に
お
け
る
請
求
業

務
と
同
様
に
個
人
で
各
保
険
者
へ
提
出
す
る
「
個
人

請
求
」
と
、
協
同
組
合
や
請
求
代
行
会
社
に
一
括
し

て
請
求
を
依
頼
す
る
「
委
任
請
求
」
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
訪
問
施
術
も
接
骨
院
に
お
け
る
施

術
に
対
す
る
支
給
申
請
も
同
じ
療
養
費
で
は
あ
り
ま

す
が
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
場
合
は
特
に
往
療
料
の
計
算

が
あ
る
た
め
に
煩
雑
な
作
業
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

従
来
の
治
療
院
業
務
に
付
加
的
に
１
日
に
２
〜
３
人

の
訪
問
施
術
を
行
う
場
合
は
「
手
計
算
」
で
も
何
と

か
処
理
す
る
こ
と
は
出
来
る
で
し
ょ
う
が
、
毎
日
５

〜
６
人
程
度
に
な
れ
ば
専
用
ソ
フ
ト
を
搭
載
し
た
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

訪
問
施
術
を
ひ
と
つ
の
業
と
し
て
行
う
場
合
に
は
、

専
用
ソ
フ
ト
を
搭
載
し
た
パ
ソ
コ
ン
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
と
断
言
で
き
ま
す
。

　

高
齢
社
会
は
確
実
に
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
治
療
院
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
あ
マ
指
師

有
資
格
者
の
諸
先
生
、
あ
る
い
は
治
療
院
を
経
営
し

て
お
ら
れ
る
諸
先
生
方
に
と
っ
て
は
、
同
じ
施
術
業

務
で
は
あ
り
ま
す
が
、
似
て
非
な
る
も
の
と
の
感
は

否
め
ず
、「
よ
さ
そ
う
な
の
で
、
直
ち
に
導
入
」
と
い

う
程
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
我
が
国
の

高
齢
社
会
は
確
実
に
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
者
を
求

め
て
い
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
訪
問
施
術
業
務
を
本

格
的
に
開
始
す
る
と
、
そ
の
ニ
ー
ズ
の
多
さ
に
は
驚

く
程
で
す
。
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
は
あ
る
種
、「
古

く
て
新
し
い
」
も
の
で
も
あ
り
、
活
動
を
開
始
す
れ

ば
直
ち
に
こ
れ
を
「
業
」
と
し
て
円
滑
に
運
営
で
き

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
般
、
日
本
手
技
療
法
協
会
で
は
、
全
国
の
会
員

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
事
業
者
、
関
連
業
者
、
シ
ス

テ
ム
会
社
の
ご
協
力
を
得
て
、
ま
だ
、
訪
問
マ
ッ
サ

ー
ジ
施
術
を
行
っ
て
い
な
い
あ
マ
指
有
資
格
者
の
諸

先
生
や
、
有
資
格
者
を
雇
用
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
治

療
院
経
営
者
の
皆
様
に
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
人
で
も
多
く
の
先
生
に
ご
理
解
頂
き
、

且
つ
、
高
齢
社
会
に
貢
献
し
て
頂
き
た
く
「
日
本
手

技
療
法
協
会
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
研
修
制
度
」（
無
償
）

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
研
修
内
容
は
、

日
本
治
療
協
会
の
会
員
治
療
院
に
勤
務
し
な
が
ら
Ｏ

Ｊ
Ｔ
研
修
を
積
み
、
前
記
の
①
〜
⑥
ま
で
の
必
要
業

務
を
習
得
し
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
研
修
終
了
後
に

は
日
本
治
療
協
会
か
ら
の
「
優
良
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
者
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。
認
定
後
は
本
協

会
協
賛
ソ
フ
ト
会
社
よ
り
無
償
で
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

専
用
の
業
務
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
が
提
供
さ
れ
ま
す
の

で
、
円
滑
に
独
立
開
業
、
あ
る
い
は
訪
問
施
術
業
を

既
存
治
療
院
へ
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

本
協
会
の
研
修
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
て
頂

き
、
一
人
で
も
多
く
の
施
術
者
が
高
齢
社
会
に
ま
す

ま
す
貢
献
し
て
頂
き
た
く
切
望
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
研
修
制
度
の
詳
細
に
関
し
て
は
日
本
手
技
療

法
協
会
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

電
話
＝
03―

５
２
９
６―

９
０
５
５
、

担
当
・
圷
小
次
郎
（
あ
く
つ
・
こ
じ
ろ
う
）

マッサージ ２４０円　×　　局所　×　　　回             円
徒手矯正術 ５２０円　×　　　肢　×　　　回             円
温罨法 　８０円　×　　　回             円
温罨法電気光線器具 １１０円　×　　　回             円
往療料 ( ２ｋｍまで ) 　　　円　×　　　回             円
加　算 (　　　ｋｍ ) 　　　円　×　　　回             円
合　　計             円

2km未満 \1,875
2.1Km～ 4Km \2,675
4.1Km～ 6Km \3,475
6.1Km～ 8Km \4,275
8.1Km～ 10Km \5,075
10.1Km～ 12Km \5,875
12.1Km～ 14Km \6,675
14.1Km～ 16Km \7,475
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15万円～50万円以上可
経験・資格・人物
により優遇

仕事・職場情報 募集情報

【仕事内容】
整骨院の管理運営、真心をもって親
切・丁寧な治療、スタッフの教育
【研修制度】
毎月第１水曜日は勉強会の実施
【こんな人にぜひ】
生涯の就職先を探している方
（２０年先をも見据えた着実な経営方
針）
将来独立開業を目指す方
（資金の他、経営も貴方の財産になり
ます）
分院長を希望される方
（経営のパートナーとして活躍出来ま
す）
社会人や主婦で有資格者の方
（空いた時間を有効活用）
学生もＯＫです
※以上の一つでも当てはまる方のご応
 募をお待ちしております。
【その他】
院長候補探しています。やる気のある
方チャンスです！
【身につく技術・知識】
鍼灸保険治療、在宅リハビリ治療もや
っております。

  勤務地
  墨田区八広（京成線八広駅）
  墨田区京島（京成線・東武線曳舟駅）
  江東区北砂（都営新宿線大島駅）
  江東区辰巳（営団有楽町線辰巳駅）
  横浜市港南区野庭
  （京急線上大岡駅・市営地下鉄上永谷駅）
  ※希望に応ず
  8：00～13：00 15：00～20：00 
  ※アは応相談
  毎週木曜日（野庭・辰巳） 
  ※その他はシフトによる 
  週休２日、有給休暇、昇給、交通費
  支給、雇用保険、退職金、社員旅行
  柔整師、鍼灸師、マッサージ師、整
  体、カイロプラクター、スポーツトレ 
  ーナー、年齢不問
  担当者：斉藤までお電話下さい
  （tel：03-5665-5821）
  面接

月
給社員 アルバイト 契約 派遣 委託

鍼灸・整骨院スタッフ大募集
柔整師・鍼灸師・マッサージ師・整体
カイロプラクター・スポーツトレーナー

東京都江東区北砂5-20-12 
（03）5665-5821 担当/斉藤

有限会社 青藍SH

OPD
ATA

SH

OPD
ATA

SH

OPD
ATA

地

時

選

応

資

待

休

■独立支援制度・独立請負制度有り
 開業のバックアップ
■提携医療機関があり、
 レントゲン、ＣＴ、ＭＲＩ見れます

日
通
GS

砂町銀座

至南砂
至
夢
の
島

至中居堀 至中居堀

明
治
通
り

丸
八
通
り

進
開
橋

丸
八
橋

さくら銀行さん

A3出口 新大橋通り

小
名
木
川

　

貨
物
駅

大島駅 西大島駅

地下鉄都営新宿線

あい針灸整骨院
 （面接場所）

ファミリーマートさん

亀高小 第四
南町中

北砂五丁目団地

保
育
園小

名
木
川

どこでも通用する技術を
学びたい方、
将来独立をお考えの方
まずはお電話下さい。

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●
長長 土日土日大島駅 歩15分

複  数
都営新宿線

（面接地）

分 院 長 急 募
柔整師 及 鍼灸師 ※両方なら尚可

当社では鍼灸師でも
分院長になれます

ひーりんぐ２号.indd 2004/01/28, 9:0251
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複  数

仕事・職場情報 募集情報

【仕事内容】

鍼灸・マッサージ・整体・カイロの施術

及び各店舗治療院部門の企画・運営

【やりがい】

治療院部門の売上管理、施術販売内

容の企画プロモーション企画など、マネ

ジメントに関わる業務にも携われます。

実績により院長もお任せいたします！

【その他】

東京及び近県に7店舗のスポーツクラ

ブと、千葉に2店舗の治療院を経営して

います。

是非ホームページもご覧ください！

  東京綾瀬店、千葉幕張店、千葉稲
毛店  10:00～21:00（交代制・応相談）
  月8日以上・年間114日  社会保険
完備、交通費支給、賞与（契約社員）、
昇給有、制服貸与、施設利用可
   経験者優遇 35歳くらいまで   履
歴書の郵送   書類選考⇒合格者の
み電話連絡⇒面接

契約

スポーツと直接関われる、
スポーツクラブ内の本格的治療院です！ 
明るく元気なスタッフがお待ちしています！

千葉県千葉市美浜区中瀬1-10-1キッツビル
(043)299-1795 担当/総務人事部 福村

http://www.kitzwellness.co.jp

SH

OPD
ATA

SH

OPD
ATA

SH

OPD
ATA

地

時

選

応

待

資

休

海浜幕張駅 歩5分 （面接地）

JR京葉線

株式会社キッツウェルネス

20万円以上 800円以上
月
給

時
給アルバイト

  港

仕事・職場情報

募集情報

【仕事内容】
指圧・マッサージ業務全般、リフレクソロジ
ーなど
【職場の雰囲気】
本国から輸入した調度品であふれるバリ風
のサロンです。インテリアデザイナーに依頼
した内装は働いているスタッフにとっても居
心地の良い環境で、他店には負けません！
【活かせる経験】
あなたが今まで培ってきた技術をおもいっ
きり発揮してください。
【こんな人にぜひ】
腕に自信のある方、明るい方、やる気があ
る方、当店は頑張った分だけ評価します。

  六本木   24時間営業（時間は応相談）
  応相談  交通費支給（週5日・1日8時間
勤務以上）  有資格者・経験者・学生歓迎、
常勤希望を優先します  Tel後歴（写貼）持
参  面接

【やりがい】
独自の歩合制で、やればやった分だけきち
んと評価します。当店の制度は夢への近道
だと確信しています。まずはお気軽にお電
話下さい。

歩合制契・委

他店とは段違いの雰囲気の良さ！

六本木ヒルズの側であなたも働いてみませんか？

東京都港区六本木7-14-11六永ビル6F
(03)3796-2624 担当/徳島・南

SH

OPD
ATA

SH

OPD
ATA

SH

OPD
ATA

地 時

選

応

待

資

休

六本木駅 歩1分

地下鉄日比谷線・都営大江戸線

指圧24「BALI RELAX」

複  数

仕事・職場情報 募集情報

【仕事内容】
院長・院長候補としての接骨院業務全般
【職場の雰囲気】
効率化で忙しい現代社会では、できあいの
お惣菜を買ったり、ファーストフードですま
すことも仕方ないかもしれません。しかし、
大量生産で均一につくられたものでは食事も・
治療も個々の味覚や身体の症状には対応
できないのでは？当院では患者さん一人一
人の症状に合わせたより良い治療をモット
ーにしています。全ての患者さんに満足し
ていただける治療を一緒に目指してみませ
んか？職場の雰囲気を知っていただくため
に見学を随時受付けておりますので、お気
軽にご連絡ください。

  JR小岩・京成小岩・西小岩・白金台
  平日9～12:00・15～20:00、土9～
15:00  日・祝日・夏季・年末年始 
  賞与年2回、昇給年1回、交通費全
額支給 労災・雇用保険完備、奨学金
制度あり  柔整師・鍼灸師・マッサー
ジ師・学生可  Tel後歴（写貼）持参  
  面接

社員

スローな接骨院

東京都江戸川区北小岩6-2-5アイムビル1F
(03)5622-2511 担当/渡辺

http://park16.wakwak.com/~k-asahi

SH

OPD
ATA

SH

OPD
ATA

SH

OPD
ATA

地

時

選

応

待

資

休

小岩駅 歩3分 （面接地）

京成線

あさひ鍼灸接骨院

20万～50万円
月
給アルバイト
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仕事・職場情報

【仕事内容】一般的な接骨院業務の他、
併設している鍼灸院でのマッサージな
ど幅広く対応いたします。
【活かせる経験】キャリア豊富な方には、
分院長として高待遇での新規出店も
あります！
【身につく技術・知識】マニュアルでは
なく、個々の患者に合った手当ての根
本を考えた施術が身につきます。まず
は見学に来てみて下さい！

地域に根付いて12年。更なる飛躍のために、
時代と患者のニーズに合った治療院づくりを目指しています！

大  田

20万円以上+歩合有り
月
給 900時

給社員 アルバイト 円～1,500 円
（能力・経験

  による）

募集情報

    東糀谷   9:30～12:30、15:30～19:30
    日・祝日、年末年始・夏期（それぞれ1W）
週休2日可   食事・交通（25000円迄）支
給、 昇給年1回、賞与年2回、レクリエー
ション  柔整師・あマ指師、学生は受付業
務なら可     Tel後歴（写貼）持参   面接、
実技

地 時

選応

資

待
休

東糀谷鍼灸接骨院
東京都大田区東糀谷5-16-17 松原ビル1F

(03)3745-0019 担当/篠田

大鳥居駅 歩8分

京浜急行線

仕事・職場情報

【仕事内容】
治療院スタッフ、店長候補、リラクゼー
ションサロンでのスタッフ
技術習得制度あり
（その他）女性スタッフも活躍中！
【身につく技術・知識】
経営テクニック

新規店舗オープンのため、スタッフ大募集！
やる気のある方チャンスです！

   港

25万円以上
月
給

時
給社員 アルバイト 1,000 円以上

募集情報

   青山  10:00～20:00 
  ローテンション制  交通費全支給、昇給、
賞与（年2回） 社員海外旅行（年1回）  
  柔整師・鍼灸師・リフレクソロジスト・未
経験大歓迎！学生可・年齢不問  10：00
～18：00の間にTel後歴（写貼）持参  面接

地 時

選

応

資

待休

養生堂

東京都目黒区青葉台1-23-5
(03)3712-2132 担当/北見

青山一丁目駅 歩1 0分 

地下鉄半蔵門線・銀座線

NEWNEW

仕事・職場情報

【仕事内容】柔整師（分院長候補）男女
不問
【身につく技術・知識】プロ野球選手・Jリ
ーガーやオリンピック選手等のトップアス
リートが多数来院する当院では、スポー
ツ外傷・障害での来院が多く、これに関
心なおかつ興味のある方を急募。
【その他】女性スタッフも多く治療に励ん
でいます！
【研修制度】約3ヶ月間の研修期間有り

さらなる健康を－SAVE THE PEOPLE
さらなる勝利を－SAVE THE ATHLETES

立  川

20万円以上
月
給社員

募集情報

  西国立  勤務先に準ずる  日曜日
  各種手当、雇用保険、労災保険完備
  45歳迄スポーツ経験者の柔整師、学
生不可  Tel後履歴書（写貼）を送付して
ください。後日、面接日の連絡を致します。
  面接・実技チェック

地 時

選

応

資

待

休

BODY FACTORY

東京都立川市羽衣町2-45-1
(042)525-3539 担当/原田

西国立駅 歩1分 

JR南武線

【求人広告のご案内】

発行部数は５万部

カラーで見やすい求人スペースを、貴院の人材募集に

ご活用ください。

掲載料金　   １頁　¥150,000　　1/2 頁　¥90,000

　　　　   1/4 頁 　¥50,000　  1/8 頁　¥30,000

　　　　        1/16 頁　 ¥15,000

次号４月30日発売。お申し込みの締め切りは３月30

日までとなります。

掲載をご希望の場合は、編集部までお気軽に、お問い

合わせください。

「ひーりんぐマガジン」広告係　TEL(03)3238-6303
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今までこんなの無かった！個人でも加入できる治療賠償責任保障

万が一、施術中に事故が起きた場合、
損害賠償に耐えられますか？

手技療法損害賠償保障制度という、従来の保険会社では対応していない民間資格者や助手の方も加入対象にな
れる保障制度です。共済会の形態をとり、柔道整復・鍼灸・あん摩マッサージ指圧・整体・カイロプラクティ
ック等、手技療法全般における一本化した保障制度を確立しています。

ご契約タイプ DXコース 50コース 30コース 20コース

１億円 5千万円 3千万円 2千万円

３億円 １億5千万円 9千万円 6千万円

施術中損害
賠償保障

１事故

１年
対
人

１億円 5千万円 2千万円 1千万円

２億円 １億円 4千万円 2千万円

1千万円 5百万円 3百万円 2百万円

1万円

13,000円 12,500円 11,500円 11,000円

1,300円

年額共済掛金

１事故あたり免責金額

月払い共済掛金 1,250円 1,150円 1,100円

施設賠償
責任保障

１事故

１年

１事故

対
人

対
物

複数の免許を持たれていても、これ1本で全てカバーされます！

■有資格者向け  柔道整復師・はり師・きゅう師・あん摩マッサージ指圧師 

対象職種 本会の承認する手技療法に関わる全ての職種（含む助手）

1事故限度額 1億円 年間限度額 1億円

1事故限度額 5百万円 年間限度額 5百万円

保障
限度額

対人

対物

３万円

年払い 18,000円 月払い 1,800円共済掛金

１事故あたり免責金額

手技療法を業として行う方、又は、手技療法を業として行う予定の方で本会の承認を得た方。（含む助手）
国家資格の設定されていない分野の施術家の方、施術家を目指している学生など。 

■民間手技療法家・治療院助手向け  整体・カイロ・リフレクソロジー・アロマセラピストなど

共済金をお支払いできない主な場合

１．契約者または被共済者の故意。 
２．名誉毀損、秘密漏洩に起因する賠償責任。 
３．美容を唯一の目的とする行為に起因する賠償責任。 
４．施術の結果を保障することにより加重された賠償責任。  
５．スラスト法による頚椎に対する賠償責任。
６．無資格者が行った鍼灸行為によって生じた賠償責任。 
７．外科的手術、薬品の投与もしくはそれらの指示を行うことによって生
  じた賠償責任など。 

共済金を支払いできる主な内容

１.法律上負担した損害賠償金 
２.その他訴訟・仲介・和解の費用など、本会が認めた費用。 

＊1（１＋２）－免責額＝支払共済金となります。 
＊2 他保険・他共済と重複して支払われる時には按分払い
   となります。 

〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町2-23-2-305   TEL：03(5289)8171 FAX：03(5289)8173

E-mail：info@jha-kyosai.org  URL：http://www.jha-kyosai.org
■詳しい資料を無料でご送付いたします。

JHA日本治療協会

購読お申込み用紙

FAX03-5296-9056 このページを切り取るかコピーし左記へファックスしてください。

郵送：〒101-0061　東京都千代田区三崎町２－15－10華ビル４F

　　　日本手技療法協会　「ひーりんぐマガジン」読者係

氏　　名

ご住所　〒

TEL

　　　　　　　　　　　　　　年　　　月より定期購読を申込みます（年間購読料 4,000 円）

●今後の紙面づくりのためにアンケートにご協力下さい。（該当項目は○で囲んでください）

職業　①開業者　②治療院・サロン勤務　③学生　④その他（　　　　　　　　）

職種　①柔整師　②鍼灸師　③あマ指師　④整体師　⑤カイロ　⑥リフレ　⑦その他（　　　　　　　　）

経験　① 1年未満　②～ 3年未満　④～ 5年未満　⑤～ 10年未満　⑥ 10年以上

年収　① 200 万円未満　②～ 300 万円未満　③～ 400 万円未満　④～ 600 万円未満

　　　⑤～ 800 万円未満　⑥～ 1000 万円未満　⑦～ 1500 万円未満　⑧ 1500 万円以上

アンケート、モニター、取材などをお願いできますか？

①よい　方法（いくつでも○）⇒ a.e-mail　b. 封書　c.FAX　d. 電話　　　②だめ

●あなたの関心の在る分野をお聞かせください。

Q1　あなたが興味のある施術分野を教えてください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q2　あなたがこれから身につけたい技術や知識を教えてください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q3　日頃よく購読されている雑誌名を教えてください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q4　記事や企画として取り上げて欲しい内容を教えてください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q5　面白かった・役に立った記事は？

①民間スクール特集　②入試情報　③接骨院での人材育成　④治療院開業マニュアル　⑤誰でもわかる請求業務　⑥請求団体の選び方　

⑦資産運用　⑧クローズアップインフォメーション　⑨セミナー情報　⑩求人情報　⑪ ZOOM  UP　

●その他、ひーりんぐマガジンへのご意見ご感想をお書きください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

定期購読のご案内

定期購読をお申し込みの方は、上

記キリトリ線より上の項目にご記入

いただき、ＦＡＸまたは郵送にて

お送りください。定期購読料は年間

4000 円（送料、税込）です。

発　行　株式会社東京医歯薬出版社
発行人　木俣真人　
　　　　〒 101-0061　東京都千代田区三崎町 2-15-10　華ビル４Ｆ
　　　　TEL03-3238-6303  FAX03-3238-1038
企　画　ＮＰＯ法人　日本手技療法協会　設立準備室

（フリガナ） 男・女

年齢　　　　歳

E-mail（　　　　）　　　　　　―
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E-mail：info@jha-kyosai.org  URL：http://www.jha-kyosai.org
■詳しい資料を無料でご送付いたします。

JHA日本治療協会
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